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俺様上司が甘すぎるケモノに豹変!?～愛の巣から抜け出せません～










お願いスピリチュアル




　私の朝は忙しい。

「十二星座占いドットネットは……オレンジか。シャーマン美み鈴すずの今日の診断はピンクで……モーニングテレビの朝占いは、っと……」

　スマートフォンで占いサイトをチェックしながら、テレビで朝の情報番組の占いコーナーをチェックする。そして。

「朝占いは白かあ。じゃあ、下着が白とピンク。ハンカチがオレンジかな」

　今日のラッキーカラーにちなんだ下着と小物を身につけるのが私の毎朝の習慣だ。

　朝の情報番組の占いコーナーはたいてい八時五十五分。もう少し早く放送してくれればいいのにと思いながら私は大急ぎで下着をつけ服を着て、九時十五分の快速に乗るべく玄関を出る。ちなみに駅までは歩いて二十分、ダッシュで十五分！

「いってきま……、っといけない！」

　玄関でヒールを履きドアを開けかけた私は、大事な忘れ物に気づいて慌てて部屋まで戻った。そしてジュエリーケースからガーネットのネックレスを取り出し手早くつける。

「今日は大事なプレゼンだもん、これがなくっちゃね」

　胸元の赤い石をポンと軽く叩たたき気合を入れると、私は踵きびすを返して今度こそ勢いよく「いってきまーす！」と玄関を飛び出した。

　椛はな田だ梓あず希き、二十四歳。中堅広告代理店『しののめ広告会社』に勤める私は、入社二年目のクリエイティブ部デザイナーだ。

　昔から美術が好きで広告業界に憧れていた私にとっては天職……のはずなのだけれど、現実は簡単じゃない。仕事は忙しくて徹夜も泊まり込みもしょっちゅうだし、それなのに成果なんかちっとも出やしない。

　渾こん身しんのポスターデザインを上司のＡＤアートディレクターに鼻で笑われることも日常なら、チームを組んだ営業部員に『なんだよこのへっぽこデザイン!?　お前、俺の話聞いてたか!?』なんてブチ切れられることもしょっちゅうだ。

　それでも私のＣＭコンテが採用されてプレゼンに通って大喜びしたこともあったけれど、タレント側からＮＧが出て結局ポシャッてしまったときはさすがに泣いた。

　やりがいってなに？　仕事ってなんのためにするんだろう？　終電で帰りながらそんな虚無な哲学が浮かんできてしまう毎日。

　当然彼氏なんかできないし、忙しすぎて友達とも疎遠になりつつある。

　そんな私の心の支えが占いやパワーストーン……いわゆるスピリチュアルだ。

　スピリチュアルはいい。自分じゃどうにもできないことでも、不思議なパワーでなんとかしてくれる気がする。迷ったときは道を指し示してくれるし、満まん身しん創そう痍いでズタボロな心だって、パワーストーンが癒いやしてくれるんだから。

　そんなわけで、スピリチュアル女子の私は今日もラッキーカラーとパワーストーンで武装して会社へ向かう。

　今日は大事な大事なプレゼンがある。私にとってはかなり大きな案件だ。

　広告代理店というのは、その名の通りクライアントからオーダーされた広告を作るのが仕事だ。

　広告を作るにはまず社内でチームを組む。うちの場合はたいてい、メインで企画を進める営業部員がひとり、データから顧客のニーズを計るマーケティング部からふたり、そしてポスターや映像、キャッチコピーやロゴなど美術を担当するクリエイティブ部からふたりの計五人でチーム編成する。もちろん案件が大きければ人数は増えるし、それ以外にもカメラマンなど外注のスタッフもいたりする。

　懇意にしているクライアントからはストレートに依頼が来ることもあるけれど、たいていは他社との競合プレゼンに勝たねばならない。そして見事プレゼンに勝って企画が通ったら、セールスプロモーション会社や映像制作会社らと改めてチームを組み、広告制作に取りかかるのだ。

　今まで地方局ラジオのＣＭや小さな会社のポスターしか任せてもらえなかった私だけれど、今回は初めて大手菓子メーカーの新商品の企画に参加させてもらえることになった。

　このチャンス、絶対モノにしたい！と意気込んだ私は、営業部員の駄目出しにも負けず、ＡＤの嵐のような修正指示にも負けず、連日の睡眠不足にも負けず、なんとかプレゼンで使えるＣＭコンテを完成させて、今日を迎えたのだ。

（大丈夫……！　あんなに頑張ったんだもん、絶対にクライアントだって気に入ってくれるはず）

　会社のビルの前に着いた私は、深呼吸をしてシャツの上からガーネットのネックレスをギュッと握りしめる。

　ガーネットは努力を実らせてくれる成功の石。きっと私の努力を後押ししてくれるに違いない。

「よし！」

　気合を入れて社内に入ろうと顔を上げたときだった。

「あいたっ!?」

　突然後ろから頭をはたかれて、私は目を丸くして振り返る。

　と、そこには――。

「会社の前でぼさっと突っ立ってんな。通行妨害してるぞ、大福」

「ひっ！　周す防おうさん！」

　思わずひきつった声が出てしまい、目の前の端正な顔が不機嫌そうに片眉を上げる。

　モラハラやセクハラに厳しいこのご時世に平気で人の頭をはたいてきたのは、我が社の営業部員、周防遥はるかさんだ。

　二十九歳で営業部チーフを務める彼は、誰しもが認める我が社のエースだ。彼の神がかった人当たりのよさと人脈を駆使した戦略のプレゼンは大手広告会社にさえ一歩も引けを取らず、大きな案件をバンバン勝ち取っている。

　すでに東京経済広告賞とジャパンＣＭ大賞という大きな広告賞をふたつもとっており、この業界では〝しののめの周防〟といえば、かなり名が通っているほどだ。

　私も何度か一緒にチームを組んだことがあるけれど、本当に彼はすごい。

　百八十センチを超える長身に芸能人顔負けの爽さわやかイケメンフェイス。もちろん女性受けは抜群なのだけど、彼がすごいのは老若男女に好かれることだ。

　周防さんみたいな今どきのイケメンって頭の固いおじさんたちには受けが悪かったりするのに、彼はそんなおじさんのハートまで鷲わし掴づかみにしてしまう。

　卑屈にならない腰の低さ、好感度抜群の爽やかスマイル、洞察力を駆使し相手をマックス上機嫌にさせるトーク。卓たく越えつしたリサーチ能力は雑談や接待、手土産などに遺い憾かんなく発揮され、その効果は抜群だ。

　とどめに、締めるところは締める男らしい誠実さを見せることで、どんな頑固おやじでも最後は彼に惚ほれ込んでしまう。

　まさに営業の鑑。営業をするために生まれてきたかのような男。

　……しかし。当然そんな聖人君子のような人間などいるはずがなく。

「ほら、さっさと歩け。俺の進路を妨害するな」

「よ、よけていけばいいじゃないですか！　ちょっと！　小突かないでくださいよ！」

「小突かれたくなかったらシャキシャキ歩け、大福餅」

　後ろから頭をノックするようにコツコツ小突きながら、周防さんは私の真後ろを歩いてくる。否応なしにスピードを上げて歩くものの、彼の方が一・五倍くらい脚が長いのですぐ追いつかれてしまう。

　営業先での仏のような人当たりのよさとは真逆に、社内での周防さんはとんだ俺様でいじめっ子だ。特に私は目をつけられているらしく、隙あらばこのように虐しいたげられている。

　ちなみに〝大福〟というのは、私の見た目がモッチリしていて名前が〝あずき〟ということから周防さんがつけたあだ名だ。

　……モッチリしてないもん。ＢＭＩ標準だもん。

　さすがに仕事中や人前では大福呼びはしないけれど、ふたりきりのときなどは彼の嗜し虐ぎゃく心しんに火がつくらしく、このように動く大福餅扱いだ。ひどい。

「で、ちゃんとコンテの修正全部終わったんだろうな？」

　会社内に入り小突くのをやめた周防さんは、私の隣を歩きながら尋ねてきた。

「もちろんです！　三み坂さかさんにもデータ送ってＯＫもらいました」

　今日のプレゼン、チームの企画リーダーは周防さんだ。彼のしごきのような駄目出しはきつかったけれど、最終的には周防さんにもＡＤの三坂さんにもＯＫがもらえるコンテができた。我ながら胸を張りたい。

「よし。あとは向こうの質問に答えられるようにしとけよ。オドオドした態度見せるなよ」

「はい！」

　はっきり言って、周防さんのことは苦手だ。営業の天才とはいえ阿あ修しゅ羅ら像並みに裏表激しいし、駄目出し容赦ないし、人を大福呼ばわりするし。

　けれど、営業部員としての実力は認めざるを得ないし、チームを組めばそれが安心感にも繋つながる。

　私にとっては大きな今回の企画。周防さんがリーダーでよかったと密かに思う。

（大丈夫。周防さんが認めてくれたコンテなんだから、絶対うまくいく！）

　コンペは今日の午後から。私はシャツ越しのガーネットにそっと手を当て、今からドキドキしている胸を押さえた。




　――ところが。

「コンセプトもキャッチコピーもいいんだけどねえ。なーんか絵面が薄っぺらい印象がするんだよねえ」

　こちらの説明を聞き終えたクライアントの責任者が苦笑いを浮かべて言ったその台詞せりふに、周防さんはじめチームの表情が固まった。

　会議室のプロジェクタースクリーンに映っているのは、私が昨夜三時までかかって仕上げたＣＭコンテ。それを、責任者の男性は腕を組んで首を捻ひねりながら眺めている。

「アオハルっていうの？　最近はテレビつけるとしょっちゅうこういう青春系ＣＭ見るじゃん？　なんかもう食しょく傷しょう気味なんだよねえ。このプール飛び込むシーンとか既視感アリアリだよ」

　手に持った企画書をペンでペシペシ叩きながら言った責任者に、他のクライアントのメンバーも調子を合わせるように頷うなずいたのを見て、私は焦って口を開いた。

「薄っぺらいなんて……そ、そんなことないです。ちゃんとその先にメッセージ性があって……」

　確かにカテゴリとしてまとめてしまえばクライアントの言う通りだ。でも、よくあるものと差別化を意識して作ってある。

　もっとちゃんと見てほしいと思うのに、真っ向から否定された私は焦ってしどろもどろになってしまう。

　そのとき。

「分かります。テレビでこの手のＣＭ見るたび、またかよってなりますよね。けど、飽和状態になっても需要が絶えないほど、十代からの支持率は圧倒的なんですよね～青春系」

　私の前に立った周防さんがニコニコとしながら話を始めた。

「まあ私たちは長年生きてますから『また青春系かよ！』って思いますけど、実際に青春してる層――中高生は毎年新しい層が生まれますからね。我々からは使い古されたように見えても、彼らにとっては新鮮で、かつ身近に感じるのは間違いありません。今回の商品『ウォーターグミ』のターゲット層はまさにそこで、同じく十代に人気のある俳優を使うことで――」

　周防さんが説明していくうちに、クライアントたちからは「まあ、そうだなあ」とか「飽和するほど鉄板ってことだもんな」などといった声があがり始めた。

　……自分の作ったものを『薄っぺらい』なんて言われて動揺して、相手のニーズも考えず反論しようとした自分が恥ずかしい。

（周防さんがいてくれてよかった……。私の反論じゃ、ただの独りよがりになるとこだった）

　けれど、周防さんのおかげで風向きは少しよくなったものの確実な手応えといえるものは得られず、コンペは終わった。




「……ごめんなさい。私が足引っ張った形になっちゃいました」

　帰りのタクシーの中で私はしょんぼりと肩を落としながら、隣に座る周防さんに謝った。

　企画のコンセプトは間違っていなかった。コピーも褒められてた。駄目だったのは私のコンテだけだ。

　クライアントの言う通りだ。自分では差別化して作ったつもりでも、結局どこかで見たような場面の繋ぎ合わせしかできていなかった。平凡で目新しさを感じられない絵面。

　ああ。私にもっとセンスがあれば、もっとコンセプトの説得力を増すコンテを描けていたら、きっとあんな難色を示されなかったのに。

（ほんと……努力だけじゃどうにもならないなあ、この世界）

　明らかに私のせいで足を引っ張ってしまったことが心苦しくて、申し訳なさで俯うつむいた顔が上げられない。

　他のメンバーは別の打ち合わせに向かったり、用事があって社に戻らないそうなので、車内は周防さんとふたりだけだ。

（きっと周防さんも呆あきれてるだろうな）

　そう思ってますます気持ちが沈みかけたとき、コツンと隣から軽く頭を小突かれた。

「ちげーよ。俺の作戦ミスだ。今回ターゲット層が分かりやすかった分、他の競合相手とアプローチの仕方が被ってたのかもしれないな。似たようなコンテが集まって辟へき易えきしてたんだろ」

　周防さんはこちらを見ず、前を向いたままそう言った。

　てっきり呆れられて罵ば倒とうのひとつでもされるかと思ったのに。自省で冷たい石みたいになっていた私の心が、少しだけほぐれる。

（もしかして、私がひとりで抱え込まないように気を使ってくれたのかな……って、違うか。仕事にそんな甘っちょろい考え持ち込む人じゃないしね）

　それはそれで、自分を省みることができる素直さは尊敬に値する。いかにもプライドが高くて反省なんかしなさそうなのに。

　どちらにしろ周防さんのいいところを見たような気がして、密かに感服していると。

「けどまあ九割はお前のコンテが悪いけどな！　もっとセンス磨いてクライアントのおっさんどもがぐうの音ねも出せないモノ作れるようになれよ、大福！」

　突然こちらを向いた周防さんが私のおでこに人差し指を当て、グリグリと押してきた。

「えっ、す、すみません……？」

　あれ？　周防さん今、『俺の作戦ミス』って言わなかった？と混乱するものの、あ、別に私が悪くないとは言ってないかと納得もした。

「あーむしゃくしゃする。今夜反省会するぞ、夜八時に『Bierビーア Ladenラーデン』な」

　Bier Laden はビール専門のダイニングバーだ。会社からほど近いこともあって、うちの社員の憩いこいの場というか溜まり場みたいになっている。

「あの、でも私、明日までに出さなきゃいけないロゴ案があって……」

「八時までに終わらせろ。一秒たりとも遅刻は許さん」

　爽やかなはずの切れ長の目で眼光鋭く睨にらまれて、私は青くなりながら「はい……」と返すことしかできなかった。




　――午後七時五十八分。

　なんとか時間ギリギリに三坂さんにＯＫをもらった私は、会社から Bier Laden までダッシュでやって来た。

　息を切らせ店に駆け込むと一番手前のテーブル席に周防さんが座っているのが見えたので、まっすぐそこへ向かう。

「お……お待たせしました……！」

「遅い」

　駆けつけた私を見て、周防さんは労うでもなく居丈高に言った。

　せっかく走ってきて遅刻しなかったのに、結局怒られるのだからやりきれない。

　しかもメイクを直す暇ひまもなかったし、汗びっしょりだし、今日のプレゼンのために張り切って履いてきたハイヒールで走ったせいで足が痛いしで最悪だ。

　すでに疲労困こん憊ぱい気味になりながら席に座ろうとした私は、改めてとあることに気づく。

「……あれ？」

　四人掛けのテーブルには周防さんひとりしかおらず、チームの他のメンバーは誰もいなかった。

「まだ他の人来てないんですか？　っていうかここじゃ狭くありません？　移動するかテーブルくっつけます？」

　店内を見回すけれど、特に混んでいるようでもない。店員さんに言えばもっと広い席に移してもらえそうだ。

　ところが周防さんは、座れと言わんばかりに自分の向かいの席を指さすと、驚くことを言いだした。

「いいんだよ、ここで。俺とお前しかいないんだから」

「は……はい!?」

　なんで!?　めっちゃ嫌です！とあやうく叫びそうになったのを、慌てて呑のみ込んでこらえる。

　けれど顔に出るのは抑えきれなかった。うっかり苦々しい表情を浮かべてしまい、周防さんの眉間にしわが一本刻まれる。

「俺は反省会とは言ったが、チームみんなでとはひと言も言ってねえぞ。で、なんか文句あるのか？」

　人食いオオカミみたいな目で睨まれ、私は内心悲鳴をあげながら、「な、ないです～」と引きつった笑顔で席に座った。

　ただでさえ気乗りしなかった飲み会が、一気に拷問と化してしまった。周防さんとふたりきりだなんて、絶対にいじめられるに決まっている。今すぐコンプライアンス窓口に駆け込みたい。

　――ところが。

「とりあえず、お疲れ。乾杯」

「お、お疲れ様です……乾杯」

「ほら、いっぱい食えよ。腹減ってるんだろ」

「はぁ……どうも」

「そこ冷房寒くないか？　席替わってやってもいいぞ」

「いえ、大丈夫です」

　なにがどうしたのか。周防さんはものすごくフツーだった。

　笑いながら手元のピスタチオでも投げつけてくるんじゃないかとヒヤヒヤしていた私は、あまりに普通な態度の周防さんに不気味ささえ感じてしまう。

（どうしたんだろう……よくない霊にでも憑とりつかれたのかな）

　怪け訝げんさ丸出しの私の視線も気にせず、周防さんはなんと私の分のサラダまで取り分けてくれた。ここまでされるともはや怖い。

　けれど傍はたから見ればこの光景はまったく別のものに見えるらしく、近くの席の女性客がうっとりとした目で周防さんを見ている。たぶん『あんなにイケメンなのに気が利いて優しくていいな～』とか思われてるっぽい。

　全然違いますよ！　これは霊の仕業で、普段の彼は私の頭をノッカーかなんかと勘違いしてるドＳですよ！と心の中で叫ぶものの、確かに客観的に見るとこんなイイ男なかなかいない。

「ほら」と言って取り分けたサラダの小皿をこちらに差し出す手は男らしく大きいのにスマートで、こちらが「どうも」と言って受け取ったときに「どんどん食べろよ」と言って微笑んだ顔は、芸能人顔負けの爽やかさだ。

　彼の本性を知らなかったら、私だってときめいてしまいかねない。

　けれど残念なことに爽やかマスクの裏の顔を嫌というほど知り尽くしている私は、優しくされても恐怖を覚えるだけだ。

「そういえばお前、まだアレやってんの？　石にひなたぼっこさせるやつ」

　サラダのトッピングの生ハムを口に運びながら、周防さんがそんなことを尋ねてきた。

「ひなたぼっこじゃありません、月光浴です。もちろんやってますよ。ちゃんと浄化してあげないと、パワーストーンの効果が弱まっていっちゃうんですから」

　パワーストーンはこまめな手入れが必要だ。効力を十分に発揮させるために、何回か使った後は石の種類に合わせて月光浴や流水、お香などで浄化してあげなくてはならない。

　周防さんは私がスピリチュアル好きなことを知っている。以前飲み会でちょっとだけ話したのだけれど、そのときは『石を？　浄化？　お前馬鹿なの？』と思いっきり馬鹿にされたのだ。

　今夜は不気味なほどおとなしいと思っていたけれど、パワーストーンの話を振ってきたということはやっぱりいじめる気満々だなと思い、私はとっさに身構える。

「別に馬鹿だと思ってくれて結構ですよ。おまじないだって神様だって、信じたい人が信じればいいんです。周防さんにとっては馬鹿でも、私にとっては心の支えですから」

　ところが。てっきり『なんか生意気だな』とピスタチオを投げつけられるかと思いきや、周防さんはビールグラスをテーブルに置き私から視線を逸らすと、少し気まずそうに口を開いた。

「……馬鹿だなんて思ってねえよ。好きなものは好きでいいんじゃねえの」

　モゴモゴと言いづらそうに伝えられたその言葉に、私は自分の耳を疑った。

（ん？　んん!?　だって前は馬鹿って言ったよね!?　はっきりと『お前馬鹿なの？』って私のことディスったよね!?）

　どういう風の吹き回しだろうか。やっぱり今日の周防さんはなにか憑ついてる。怖い。帰りたい。

　すっかり怯おびえている私を見て周防さんは一瞬不機嫌そうに口をへの字に曲げたけれど、すぐにため息をついて今度は困ったように眉尻を下げた。

「悪かったよ、あのときは。お前の好きなもの馬鹿にしたような言い方して悪かった。……っていうか、俺の口が悪いことくらいお前知ってるだろ？　本心じゃないんだからいちいち真に受けるなよ」

　最後は開き直ったものの、周防さんの口から謝罪の言葉が飛び出して、私は驚きのあまり手にしていたピスタチオを取り落としてしまう。

　周防さんはグラスに残っていたビールを自や棄けのようにあおって一気に飲み干すと、さらに言葉を続けた。

「今日だってお前はよくやったよ。反省会って言ったけど、反省することなんかなにもない」

「い、い、いえいえ。反省します。今日のプレゼンは私が九割悪かったです」

「うるさい。俺が褒めてるんだから素直に喜べ」

　横柄ながらも褒められて、もはやなにがなんだか分からない。

　もしかしてからかわれているのだろうか。これは新手のパワハラかなにかだろうかとヒヤヒヤしたけれど、周防さんは私と目が合うとまるで照れているのをごまかすように顔を逸らした。

（なんか今日の周防さん……変）

　彼の耳が赤く染まっているのは酔いのせいなのか、それとも。

　なんだか私まで妙な気持ちになってきて、頬ほおが熱くなっていくのを感じた。――そのとき。

「あれ、梓希さん？」

　聞き覚えのある声に呼びかけられ、ハッとそちらを振り向いた。

「小こ宮み山やまさん！」

　振り向いた先にいた人物を見て、私の顔が一瞬でへにゃっと緩む。

　小宮山瞬しゅんさん。うちに出入りするフリーのカメラマンだ。

　カメラマンってわりとワイルドなイメージの人が多いけれど、小宮山さんは見た目も撮る写真も繊細だ。

　栗色の髪はふわふわのパーマヘアで、黒目がちな大きな目と相まって中性的な魅力がある。身長は高くスラリとしていて細身の体型が美しい。性格もソフトで誰に対しても物腰が柔らかくて優しく、ある意味誰かさんとは正反対だ。

　私より三つ年上の二十七歳で、当然この業界は私よりも長いのに全然威張ったりせず、一緒にチームを組んだときには親切に色々教えてくれたりする、まさに聖人だ。

「こんばんは。晩ご飯？」

　柔らかな笑みを向けられて、私の胸がキュンと鳴る。嬉うれしくて顔が綻ほころんでしまうのを止められないまま、立ち上がって「はい！」と頷いた。

（ああ本当に素敵、小宮山さん。そのふんわりした笑顔、大好き……！）

　この過酷な業界に舞い降りた天使のような彼に、私は恋をしている。

　もちろん彼は非常にモテるのだけれど、今現在は彼女がいないとの噂うわさだ。

　できることなら告白して恋人に立候補したい。でも私は身のほどを知っているので、小宮山さんのような容姿も中身もパーフェクトな男性と、見た目もイマイチで取り柄もない自分が釣り合わないことくらい自覚しているのだ。

（いいなあ、小宮山さん。せめていつか小宮山さんとふたりきりで食事ができるようになりたいなあ）

　そんなことを思いうっとりとしていると。

「あ、周防さんご一緒だったんですね。こんばんは、お疲れ様です」

　小宮山さんが奥の席に座っていた周防さんに気づき、ぺこりと頭を下げた。

「お疲れ様です。小宮山さんもこれから晩飯ですか？　よかったら一緒にどうです？」

　周防さんも軽く頭を下げ、お得意の営業用爽やかスマイルを浮かべる。

　周防さんが誘ったのをいいことに、私もそれに便乗して小宮山さんに同席を勧めた。

「そうですよ、ぜひ一緒に！　さあ、さあ、さあ」

　周防さんとふたりきりというシチュエーションから逃れられるうえ、小宮山さんと一緒にお酒が飲めるなんて。一気に地獄から天国だ。

　けれど小宮山さんは眉尻を下げて笑うと「実はこれからチームで食事がてらの打ち合わせなんで……」とやんわり断った。

　それと同時にお店に入ってきたお客さんが、「小宮山さーん」と声をかける。私と同じクリエイティブ部の同僚たちだ。

「それじゃあ、失礼します」と一礼して、小宮山さんはテーブルから離れていった。

　私と周防さんに気づいた同僚の人たちも、こちらに向かって会釈をしたり手を振ったりする。

（あーあ、行っちゃった……）

　お店の奥に進んでいった彼らを見届けてから、私は振り返って自分の席へと座り直した。すると。

「……ど、どうかしましたか？」

「は？　なにがだよ？」

　向かいの席の周防さんは頬杖をつき、ものすごーく不機嫌そうにそっぽを向いていた。

　小宮山さんが去ったので営業スマイルをやめたのは分かるのだけれど……なんか明らかにさっきより機嫌が悪くなっているような。

「あの、お疲れでしたらそろそろお開きにしましょうか？」

「疲れてねえよ。いいからお前はもっと食って飲め。そんで太って本物の大福になっちまえ」

　こちらが気を使ったというのに、なんという言い草だろうか。なにが気に食わないのか知らないけれど、八つ当たりはやめてほしい。

　不機嫌オーラ全開の周防さんを前に、当然食事など喉を通るはずもなく。早く帰りたいなぁと思いながら、私はチビチビとグラスのヴァイツェンを飲みつつ視線をさまよわせていた。

「……小宮山のどこがいいんだよ」

「え？」

　ふいに声をかけられ、私は窓の外に向けていた視線を慌てて周防さんに戻す。

　彼は相変わらず不機嫌そうだけれど、怒っているというよりはどことなく寂しそうな顔をしていた。

「どこがいいって……どういう意味ですか？」

　質問の意図が分からず聞き返せば、周防さんはますますムッとして私から視線を逸らしてしまった。

「だから！　……どうしてお前は小宮山の前だと、エサもらえる犬みたいな顔してるんだって聞いてるんだよ！」

（い、犬!?）

　なんかめちゃくちゃな悪口を言われた気がするけれど、ようは小宮山さんへの好意が顔に出てしまっていたということだろう。

　しかし犬って……、私、そこまでだらしない顔してた？

「だって小宮山さん、すごくいい人じゃないですか。誰にでも、いつでも優しくて。意地悪なこと言わないし、威張らないし、冗談でも人のこといじめないし。言葉遣いも柔らかくて、いつも笑顔で。あとむやみに怒ったり不機嫌になったりもしないし。すごくすごく素敵な人だと思います！」

　犬だなんて、ひどいけなし方をされたせいで、つい周防さんへのあてつけみたいな言い方になってしまった。

　でもこれくらい反撃してもいいと思う。周防さんなんて小宮山さんと自分を比べて、少しは自省すればいい。

　けれど。少し言いすぎただろうかと我に返ったのは、周防さんの眉間にみるみるしわが刻まれていったのを目撃したからだ。

（あ、やばい。逃げたい）

　どうして彼の機嫌が悪くなったかは分からないけれど、火に油を注いでしまったのは確かなようだ。

　身の危険を感じて思わず椅子から腰を浮かしかけたとき。

「……ふーん」

　周防さんは再びそっぽを向くと、眉間のしわを消して大きく息を吐き出した。

　それから伝票を取って立ち上がると、「悪い。少し酔ったみたいだから、先に帰るな。お前はゆっくりしていけ」と言って、さっさとレジへ行ってしまった。

「え？　あの……？」

　ひとり残された私は目で周防さんを追いながら、呆ぼう然ぜんとする。

（なんで？　もしかしてガチ切れ？）

　まさか席を立つほど怒らせてしまっただろうかとも焦ったけれど、それは違うような気もした。周防さんはどんなに腹が立ったときでさえ、人と向き合うことはやめない。そこは密かに尊敬している。

（じゃあなんで……？　具合でも悪いのかな）

　会計を済ませ店を出ていく彼を遠目に見ながら、私はなんだかしょんぼりとした気持ちになった。

　周防さんと一緒にいるときは嫌だなと思うのに、離れた後はなんとなく寂しい。そう感じるのはいつものことなんだけれど、今日は特にその気持ちが強いような気がした。

（悪いことしたかな……。今日の周防さん、ちょっと優しかったもんね。気を使って料理取り分けてくれたり、パワーストーンのこと謝ってくれたり。それなのに私、態度よくなかったかも……）

　申し訳なさに胸がキュッと詰まり、私は無意識に服の上からネックレスのガーネットを握り込んだ。










人智を超えた恋の始まり




　それは制作会社に打ち合わせに行く、とある日のタクシーの中でのこと。

「えーっ!?　和わ花かちゃん、彼氏できたの!?」

　私は隣のシートに座った営業部員、最も上がみ和花の衝撃発言に、車内ということも忘れ大声をあげた。

「梓希、声大きい！」

　シーッと人差し指を口元に当てられ、私は焦って自分の口を手で押さえながら、「ご、ごめん」と謝った。けれど驚きは収まらず、私は目をまん丸くしたまま和花ちゃんのことをじっと見つめてしまう。

　和花ちゃんは私と同期入社の営業部員だ。友達というか戦友というか、入社以来この業界に日々振り回され、『今日も疲れたね』とクタクタになって笑いながらビールを飲む仲だった。

　まだまだ経験浅い新人がこの業界でうまくいかないのは当たり前のこと。そんな痛みも共に分かち合い、『いつかは大きな広告大賞取ろうね』なんて励まし合っていた私と和花ちゃんだったけれど……ここ数カ月、彼女はすこぶる調子がいい。

　プレゼンの勝率も確実に上がっているし、以前は複数の案件に手こずって常にバタバタしていたのに、最近は余裕をもってスマートにこなしているように見える。

　そしてなにより、彼女は美人になった。新人特有のやぼったさみたいなのがなくなり、洗練された大人の女の雰囲気を醸し出している。

　共に〝疲れた新人〟というカテゴリにいたはずだったのに、いつの間にか営業部員としても女としてもステップアップしてしまった和花ちゃんに、私はここ最近、密かに焦りを感じていた。

　いったい彼女になにがあったのか。華麗な変貌を遂げた理由が知りたくて問い詰めたところ、和花ちゃんは恥ずかしそうに口ごもりながら驚きの理由を教えてくれたのだ。

　――『私が変わったように見えるなら、たぶんそれは……彼氏のせいかも』と。

　友達の成功や幸せは嬉しい。素直に祝福したい。けれど、仕事も順調でどんどんいい女になっていき、あげくに彼氏までできたなんて。

　羨ましいどころか、和花ちゃんが手の届かない高みに行ってしまったようで、残された私は情けなさのあまり、「トホホ」なんて漫画みたいなため息が漏れる。

「和花ちゃん、私を置いてどんどん高みへ行っちゃうのね。仕事もバリバリできて彼氏もいるなんて、そんなのもう天上人じゃん。和花ちゃん輝きすぎて、私にはもう直視できないよ」

　キラキラオーラをまとっているように見える和花ちゃんが眩まぶしすぎてたまらず、手で目を覆う。

「まーたワケ分かんないこと言って。梓希といい、クリエイティブ部の人って表現が時々おかしいよね」

　そんなふうに呆れて苦笑する姿すら、大人の女の余裕が窺うかがえて眩しい。

「だって、彼氏なんて羨ましすぎるよぉ。しかも、仕事や外見にまで影響してくるってことは、よっぽどいい恋してるんでしょ？　ねえねえ、どんな人？　年齢は？　仕事は？」

　今度は好奇心丸出しで詰め寄ると、和花ちゃんははにかんだ笑みを浮かべて「その話はそのうちね」と私の肩を押しやった。

「それより梓希こそ彼氏作らないの？　好きな人いるって前に言ってなかったっけ」

「小宮山さん！」

　好きな男性の話題が出て、私は間髪入れずとっさに答えてしまった。

「ああ、そうだった。カメラマンの小宮山さんね。その後、進展はあったの？」

　和花ちゃんには私が小宮山さんに恋してることは言ってある。けれどそれを話したのはかれこれ半年以上前だし、それ以降なんの進展すらなく報告もないのだから彼女も覚えていなくて当然だろう。

「進展なんてあったら真っ先に和花ちゃんに話してるよ～。相変わらず私が一方的に好きなだけ。絶賛片思い中だよ」

　なんとも情けない私の報告に、和花ちゃんは「ふーん」と考える素振りをしてからこちらへ向き直った。

「梓希から告白したりしないの？」

「……しない。だってあんなカッコいい人が私のことなんか彼女にするわけないもん」

　分かりきったことを聞かれて、私は拗すねたように唇を尖とがらせて言う。

　洗練された細身で長身の小宮山さんと並んだら、私なんかぼってりとしたカボチャだ。小宮山さんがカボチャを彼女にする可能性をどこに見出せというのか。

　けれど和花ちゃんは「そうかなあ」と悩ましそうに小首を傾げた。

「確かに小宮山さんはイケメンだけど、梓希にだって十分チャンスあるんじゃないかな。カッコいい人ってさ、高嶺の花に見えて案外そうでもなかったりするんだよね」

　不思議な自論を展開した和花ちゃんに、今度は私の方が小首を傾げる。

「どうしてそんなことが分かるの？　……まさか実体験？　もしかして和花ちゃんの彼氏って〝高嶺の花〟レベルのイケメンなの!?　ひぇっ」

　彼女の恋人が高レベルイケメンの可能性が浮上し、私は驚きょう愕がくと羨ましさでまたしても大声を出してしまう。

　和花ちゃんは「シーッ！　シーッ！」と人差し指を口元に当てた後、赤くなった顔を落ち着かせるように咳せき払いをしてから、真面目な表情で私を見据えた。

「私のことはいいの。それより梓希、恋って自分が思ってるより身近にあるものだよ。勇気出してきっかけ作ってみたら、案外あれよあれよという間にうまくいったりするんだから。だから最初からあきらめてないで、ちょっとだけ動きだしてみなよ」

　その言葉に妙に説得力を感じるのは、やはり彼女の実体験だからだろうか。羨ましい。

　けれどそのおかげで、私の胸には根拠のない自信がムクムクと湧いてきた。

「そ……そうだね。ありがとう、和花ちゃん。ちょっと頑張ってみようかな。もしかしたら万が一ってこともあるし！」

「そうだよ、あきらめないで！」

　和花ちゃんに励まされ、なんだか気持ちの盛り上がってきた私はこぶしを強く握る。

「よーし。私も小宮山さんとお付き合いして、イイ女になって、仕事もバリバリこなしちゃうもんね」

　鼻息を荒くしたところで、タクシーは打ち合わせ場所の制作会社へと到着した。

　いろんな意味で気合を漲みなぎらせてタクシーを降りた私だったけれど、この日の打ち合わせは揉めに揉め、制作会社の担当さんの「そもそもコンテのセンスがないのが問題なんだよなあ」という盛大な嫌みに打ちのめされ、私の自信や気合など木こっ端ぱみじんに吹っ飛ばされたのだった。しんどい。




　――週末。

　気を取り直した私は恋愛に前向きになるべく、都内某所にあるビルの地下にやって来ていた。

　実はここ、スピリチュアル女子の間で『当たりすぎてヤバい』と密かに評判になっている占い師、シャーマン美鈴の占いの館があるのだ。

　なんでもシャーマン美鈴は占いに秀でているロマの民の血を引いているとかで、彼女のタロット占いは百発百中だとか。ロマの占いなのになぜシャーマンなのかは謎だけれども。

　とにかく彼女の占いは当たる。さらに彼女が開発しているまじないグッズはとんでもなく効力があると聞き、私は小宮山さんとの恋愛を叶かなえてもらうべくここまで足を運んできたのだった。

「お次の方……椛田梓希さん、どうぞ」

　相談事を用紙に記入し、待合室で自分の順番を待っていた私は、名を呼ばれ緊張しながらシャーマン美鈴のいる部屋へと入っていく。

「よ、よろしくお願いします」

　シャーマン美鈴は紫の衣装に身を包み顔の半分をベールで隠すという、とても分かりやすい占い師の格好をしていた。

「椛田さん……恋愛成就のご相談ですね」

　わりと恰かっ幅ぷくのいい中年女性といった感じのシャーマン美鈴は、私の相談内容を細かく確認してからおもむろにタロット占いを始めた。そして。

「『吊るされた男』の正位置……よいとはいえない未来が出ていますね」

　一枚のカードをめくり、私に向かって厳しい結果を突きつけた。

「そ、そんなぁ」

　泣きそうな顔をする私に、シャーマン美鈴は目力のこもった眼差しを向けて説明する。

「あなたがどんなに恋の成就を願っても、運命は動かず停滞することを示しています。つまり現状は変わらない。あなたは永遠に片思いのまま。これは星の決めた運命なので、自力で変えることは不可能です……しかし、私の力ならばそれを覆すことができるでしょう」

　絶望的な未来を告げられた後に一いち縷るの希望を提示されて、私は思わず目を輝かせる。

「ぜひ！　力を貸してください！　私は素敵な彼氏を作って、イイ女になって、仕事もうまくいって、協力会社の嫌みな担当者をケチョンケチョンにしてやらなきゃ気が済まないんです！」

　もはや私の中では、素敵な彼氏ができれば世界がすべてうまく回るような気がしているけれど、まあさして間違ってもいないだろう。

　とにかく、私は現状を変えてくれるような素敵な彼氏が欲しいのだ。そしてそれは絶対、小宮山さんしかありえないのだ。

　すがるような気持ちでお願いした私に、シャーマン美鈴はテーブルの引き出しから小さなガラス瓶を出して見せた。

　マニキュアの小瓶くらいの大きさのそれにはピンク色の液体が入っており、いかにも妖あやしい雰囲気を漂わせている。

「これは惚れ薬です」

　あまりにも安直というか予想通りの言葉に、私は内心『ええーっ!?』と引きつった声をあげた。

　まさか西暦も二千年を二十年も超えようかというこの時代に、惚れ薬などというオカルトなものが存在しようとは。スピリチュアル女子の私もさすがに懐疑心が抑えきれない。

　けれど私が怪訝な顔をしようとも、シャーマン美鈴は怯ひるまないどころか自信満々にその小瓶を差し出してきた。

「これを意中の人に飲ませるのです。そうすれば彼は間違いなくあなたの虜とりこになるでしょう。効果は絶対です。万が一効かなかった場合には、薬代だけでなく今日の占い代も全額返金いたしましょう」

　返金保証までつけられて、私の中に迷いが生じる。

　いくらなんでも惚れ薬なんてありえないとは思うものの、ここまで自信満々に言われると信じたくなってしまうのが人の心というものだ。

「こ、これ、人体に悪影響とかないものなんですか？」

「大丈夫です。ローズリキュールをベースにセージやジャスミンなど催さい淫いん効果のあるものを加え、月光浴で月のパワーを閉じ込め、私がまじないをほどこしたものですから」

　飲ませたとしても健康に害はなさそうだ。だったら冗談半分で試してみるのもアリかもしれない。

「お……おいくらですか？」

　馬鹿馬鹿しいと思う気持ちと、もしかしたらと願う気持ちをごちゃ混ぜにしながら、私は汗の滲にじむ手でバッグからお財布を取り出した。




　――翌週。

「梓希！　あんた、ば……っ！」

　人のいない、会社のリフレッシュスペースの隅っこで、和花ちゃんは私とピンクの小瓶を交互に見つめてから呆れたように叫ぼうとして口を噤つぐんだ。心底呆れたけれど友人を『馬鹿』と罵ののしるのは気が引けたのだろう、和花ちゃんは優しい。

　その代わり眉間にしわを寄せ盛大なため息を吐き出してから、和花ちゃんは「あのさぁ」と口を開き直した。

「今、二十一世紀だよ？　もう令和になったんだよ？　分かってる？　惚れ薬なんて何百年前の遺物だっての。そんなものが本当に存在するならば、日本は少子化なんかになってないと思わない？　梓希がスピリチュアル好きなのは知ってるけど、もうちょっと科学的な視点っていうものを持とうよ」

　冷静にお説教されて、途端に自分が阿あ呆ほうに思えてくる。恋を成就させてイイ女になるはずが、なんだか逆行していっている気がするのはどうしてだろう。

「分かってるって！　私だって本気で信じてるわけじゃないよ。おまじないっていうか、ジョークっていうか……体に悪影響がないなら試してみてもいいかなーって思ったくらいで……」

「でもそれ、お金出して買ったんでしょ？　いくら？」

「……三万円」

「ばっ……馬鹿ぁ!!」

　結局こらえきれず私を罵った和花ちゃんは顔を両手で覆い、「ごめん。私が恋人作れなんて発はっ破ぱかけたのがいけなかったんだ。本当にごめん」とついには自分を責めだした。

「ちょ、ちょっと。和花ちゃんのせいじゃないし。それにほら、効かなかったら返金保証だってあるんだから、ね。ほら、今日ちょうど小宮山さん来てたし、さっそく試してみようかな」

　自分の馬鹿っぷりがいたたまれなくなってきた私は、なんとか場の空気を変えようと思い、無邪気さを装った明るい声で言う。

「そうそう、説明書ついてるんだ。えーと、まず用意するのが惚れ薬とドリンクだって」

　惚れ薬には小さな本型の説明書がついてきた。それに従い、私は近くの自動販売機で紙コップのアイスコーヒーを買った。

「それから次は……『方法はカンタン、相手の飲み物に惚れ薬を数滴混ぜるだけ！　相手がそれを飲んだときに目を合わせることがポイントよ！』……だって」

「説明軽すぎない!?　ってか方法簡単すぎない!?　そんなの三万円の商品につける説明書じゃなくない!?」

　和花ちゃんのツッコミが適切すぎて、私も頭が痛くなってくる。

　絶対騙されたとものすごい後悔が押し寄せてくるけれど、それを認めるには三万円は大きすぎるので、私はへらりと力なく笑った。

「まあまあ。えーっとそれから……『飲ませた直後から効果はすぐに発揮されます！　特に相手の名を呼んであげると、相手のラブ度がアップしちゃうかも』だってさ」

　名前を呼ぶたびに想いが強くなるなんてロマンチックじゃない、と、私は無理やりポジティブに考えながらコーヒーに惚れ薬を二、三滴垂らす。

　かすかにローズの香りが鼻をかすめたけれど、数滴だったのですぐにコーヒーの香りに混ざって消えた。

　あとはこれを小宮山さんに飲ませるだけだと思っていた私は、説明書の最後のページに書かれていた注意書きを読んで目を疑った。

「え？　え？　……『注意。惚れ薬の効果は一生続きます。相手はあなたを一生愛するので、あなたも相手を一生愛してください。もしあなたからの愛が得られなくなったら、そのとき惚れ薬を飲んだ相手は命を失うでしょう』……って、なにこれ怖っ！」

「怖っ！　ってか胡う散さんくさっ！」

　なんだこの謎ルール。こんなの聞いてない。人体に害はないって言ってたのに、人命に害はありまくるじゃん！

「駄目駄目！　こんなの小宮山さんに飲ませらんない！」

　今は小宮山さんに恋している私だけど、その想いが一生続くかといわれたら分からない。私はまだそこまで彼のことを知らないし、なにより彼氏すらできたことがないのに一生添い遂げられる覚悟なんて私に分かるわけがない。

「騙されたあ～！　こんなの使い物にならないよ！」

　もはや認めざるを得ない。私はシャーマン美鈴に騙されたのだ。

　ああ馬鹿らしい。返金保証があるとはいえ、時間を無駄にしたうえ乙女心を弄もてあそばれたようで悔しくてたまらない。

「詐欺にしてもやり方が雑っていうか、馬鹿にしてるよね。まあ、小宮山さんに怪しいもの飲ませる前に気づいてよかったんじゃない？」

「ほんとそれ。あーあ、馬鹿みたい。こんなもの捨てちゃお」

　盛大なため息をつきながら、私は惚れ薬の混じったコーヒーの紙コップを持って椅子から立ち上がる。そして隅にある手洗い用の流し台に向かったときだった。

「あー、つっかれたぁ～」

　そんなことをぼやきながら誰かがリフレッシュスペースに入ってきた。

　振り返ってその人物を目にとめて、私の背筋がヒヤッと冷える。

「ひぃっ、周防さん！」

　どうやら休憩に来たらしい周防さんは、自分の肩に手を当てコキコキと首を鳴らしながらこちらへと近づいてくる。そして私のことを見つけると、切れ長の目に意地悪そうな光を湛たたえてまっすぐ私の前までやって来た。

「なにサボってんだ、大福。ジュースなんか飲んで太ってる暇があったら馬車馬のように働け」

「サボってな……あいたっ！」

「口ごたえ禁止」

　いきなり因縁をつけられたうえデコピンまでかまされて、私は途端に涙目になる。

　本当、この人苦手だ。なんで私にばっか意地悪するの？

「お疲れ様です、周防さん」

「ああ、最上もいたのか。お疲れ」

　椅子に座っていた和花ちゃんに気づいた周防さんは、普通に挨拶をする。

　同じ同期のはずなのに、この扱いの違いはなんなんだろう。

　そのとき、周防さんの視線がテーブルの上でとまったのを見て、私の肝が冷えた。

　ヤバい。テーブルの上には惚れ薬の小瓶が置きっぱなしになっている。こんなのが見つかった日にはどれだけ馬鹿にされるか分かったもんじゃない。

　どうか気にとめませんようにとハラハラしていると、突然手に持っていた紙コップをヒョイと取り上げられた。

「なにこれ、ブラックコーヒー？　まあ、いいか」

「へ？」

　キョトンとしている私の目の前で、周防さんはニッと口角を上げるとなんと――。

「あ、あ、あああああーーっ!!」

　取り上げたコーヒーをゴクゴクと一気に飲み干してしまったのだ。

「だ、駄目えーっ!!」

　慌てて取り返そうとするけれど、時すでに遅し。プハーっと口から離された紙コップは見事に空っぽで、それを見た私は一気に血の気が引いた。

「ちょうど喉渇いてたんだ。うまかった、ごちそうさん」

　そう言って空になったコップを私の手に戻した周防さんは、意地悪そうな笑みを浮かべる。そして次の瞬間。

「――ん……？」

　私の目をじっと見つめて、動きを止めた。

　――『相手がそれを飲んだときに目を合わせることがポイントよ！』

　惚れ薬の説明書を思い出して、私の全身からドッと汗が噴き出す。

　ヤバいヤバいヤバい!!

「見ちゃ駄目！　こっち向いちゃ駄目です！」

　このままでは周防さんが私に惚れてしまうと思い、慌てて顔を逸らし、隠すように手を前に突き出した。

　まさか、惚れ薬なんて効かない。こんなのはデタラメの嘘っぱちだ――そう思いながらも嫌な予感に鼓動が加速する。

　リフレッシュスペースにはしばし沈黙が訪れ、私がおそるおそる顔を前に向け直したとき。

（う……うっそーーー!!）

　目に映ったのは、頬をほんのり赤らめて恥ずかしそうに口元に手を当ててソワソワとしている周防さんの姿だった。

（まさか効いたの!?　本当に惚れ薬が効いちゃったの!?）

　今まで見たこともないような態度の周防さんを前にして、私は口を大きく開けたまま唖あ然ぜんとする。ふと横を見ると、和花ちゃんも同じ表情をしていた。

（これ……まさか、効いてる？）

（まさかあ！　そんなはず……まさか……）

　和花ちゃんとアイコンタクトで会話していると、さっき手に戻された空の紙コップをふいに奪われた。

「え？」と視線を戻した私に、周防さんは照れたようにニコリと笑いかけてくる。

「悪い、勝手に飲んじゃって。ちょっと悪ふざけが過ぎた。お詫わびになにか奢おごるよ。なにがいい？」

　実に周防さんらしくないしおらしい物言いに、私は心の中で『ギャーー!!』と絶叫した。確定だ。間違いない。あの惚れ薬は――本物だった。

　私に対してこんなに丁寧で優しい周防さんは初めてだ。その強烈な違和感と、惚れ薬が効いてしまったという二重のショックで、私の顔はどんどんと青ざめていく。

「だ、だ、大丈夫です……。お、お、お気になさらず……」

　震える声でそう告げ、ギクシャクとした動きでその場から離れようとした。すると。

「ちょっと待って。顔色がよくないぞ。少し座って休んだ方がいい」

　なんと肩を抱かれ、優しく椅子に座らされてしまった。

　さらに彼は自動販売機で手早くアイスティーを買うとそれを私に手渡し、「忙しいだろうけど無理するなよ。あんまり具合悪いようなら俺に連絡しな。家まで送っていってやるから」などと言って、軽く私の頭を撫なでてから去っていった。

　再びリフレッシュスペースに沈黙が流れ、しばらくしてから私は和花ちゃんと顔を見合わせガタガタと震えだす。

「あああああ……どうしよう和花ちゃん……薬効いちゃった……」

「お、お、落ち着いて、梓希。き、き、きっとなにかの間違いだから」

「優しい周防さん怖いよう……あんなの周防さんじゃない……」

　もはや冷静ではいられない。私は真昼の悪夢を見ているような気分で震え続け、その日は仕事がろくすっぽ手につかないほどだった。




　その日の夜。

　私はキリのいいところで仕事を切り上げ急いで会社を出ると、一目散に『シャーマン美鈴の占いの館』へ向かった。

　もう彼女に土下座でもなんでもして、惚れ薬の効果を解いてもらうしかない。私と周防さんの人生に関わってくるのだ。

　一刻も早くなんとかしてもらいたくて、私は駅に着くと占いの館があるビルまで走っていった。ところが。

「……嘘……」

　地下の階段を降りて、私は衝撃のあまり手に持っていたバッグをその場に落とした。

　占いの館があった場所にはシャッターが下ろされ、『空き店舗』と書かれた紙が貼ってある。

「嘘でしょ!?　ちょっと！　シャーマンさん！　美鈴さーん！」

　信じられなくて、私はすがるような思いでシャッターを叩き大声で呼びかけた。すると物音に気づいたのか一階の店舗の人がやって来て、迷惑そうに顔をしかめて話しかけてきた。

「そこ夜逃げだよ。昨日から客やら借金取りやらが押しかけてるけどもぬけの殻からなんだ。だから騒がないでくれる？　うるさくて上の階まで響くんだよね」

「す、すみませんでした……」

　謝って頭を下げながら、私は愕がく然ぜんとする。

（夜逃げ？　どういうこと？　じゃあ、惚れ薬の効果を解いてくれる人は……いないの？）

　打つ手がなくなり、目の前が真っ暗になった。他力本願で惚れ薬なんかに頼ろうとした自分を猛省する。

「ごめんなさい、神様ぁ！　だから時間を巻き戻してー！」

　あまりにも絶望的なこの状況に、私は自分が大人だということも忘れてオイオイ泣いてしまった。

　一階の店舗の人は痛々しい視線を送りながら去っていき、私は薄暗い地下のシャッターの前でひとり、打ちひしがれていた。




（終わった……私の人生終わった……）

　翌日。私は絶望的な気持ちを引きずったまま仕事をしていた。

　うちの会社は社員の固定席を作らないフリーアドレスなのだけど、クリエイティブ部はデスクトップパソコンや大型モニターが必要なため個人デスクも用意されている。けれど、それらを使わないで済む作業のときは、他の部署と同じく自由な席で作業していいことになっている。

　それをいいことに、今日の私はなるべく目立たないフロアの隅っこのデスクで隠れるように作業していた。

　なぜって、周防さんに見つかりたくないからだ。

　当然だけれど、私は周防さんの恋人になる覚悟などできていない。彼に好意を寄せられてもどうしたらいいのかさえ分からないのだ。いつまでも彼を避け続けるわけにもいかないけれど、とりあえず今は顔を合わせたくない。

　私は幽霊のように気配を消し、フロアの隅っこで液晶タブレットを使って作業していた。

　そうして作業に没頭すること小一時間。

　ふいに頭の上に影が落ち、私は反射的に顔を上げた。するとそこには――。

「珍しいとこで作業してるな」

「ひっ！　周防さん!?」

　上から覗き込むようにデスクの正面に立つ周防さんの姿が。

　思わずひきつった声を出してしまった私に、周防さんは一瞬キョトンとする。

　いつもならこの後、『なんだ、その嫌そうな反応は』と睨まれたうえ、おでこを指でグリグリされるのが定番だ。

　もはや条件反射で「わぁ、すみませんっ」と謝っておでこをガードすると、周防さんは眉尻を下げて困ったように笑った。

「悪い、作業に集中してたのに驚かせちゃったな」

　そうして手元のタブレットに影を落とさないように一歩下がった彼の姿を見て、私は心の中でまたしても驚愕の悲鳴をあげた。

（なにこのいつもと百八十度違う態度……！　す、周防さんって、惚れた相手にはこんなに謙虚なの!?）

　惚れ薬の効果とはいえ、あまりにいつもと違う彼に驚かざるを得ない。と同時に、今まで真逆な態度をとられていたということは、周防さん的に私は恋愛射程圏内から一番遠いところにいたわけだと理解して、なんとなく複雑な気分になった。

（私のこと全然好きじゃないのに恋心なんか抱かされて……なんか周防さんにものすごく申し訳なくなってきた）

　そんな罪悪感を覚えソワソワとしていると、周防さんはらしくない歯切れ悪い様子で「あのさ」と話しかけてきた。

「……もし今夜あいてるなら、晩飯でも一緒にどうかと思って」

　その誘いに、肩がビクッと跳ねた。

　反省会でも飲み会でもない、純粋なディナーのお誘い。惚れた相手に対するそれがどんな意味を持っているかなんて、デート経験のない私にだってさすがに分かる。

　お誘いに乗るわけにはいかないと思い断ろうとすると。

「お前、海老好きだろ？　海老フライ専門店ってのがあるんだけど、一緒に行かないか」

　まさかの私の好物をピンポイントに突いてきた誘惑に、気持ちが一瞬ゆらぎそうになった。

（海老フライ専門店……！　なにそれ気になる！）

　うっかり目を輝かせてしまったけれど、すぐ我に返り首を横に振る。そして「せっかくだけど、ごめんなさい。今夜は予定が……」と口にしかけたときだった。

「う……っ」

　目の前の周防さんが小さく呻うめいて、苦しげに顔をしかめた。

「ど、どうかしましたか？」

「いや……？　なんか急に胸が苦しくなって」

　その答えを聞いて、私はゾッと背を冷たくする。

　――『もしあなたからの愛が得られなくなったら、そのとき惚れ薬を飲んだ相手は命を失うでしょう』

　まさか、もしかしてこれって……惚れ薬のせい？　私が周防さんの愛に応えてあげないと、本当に周防さん死んじゃうの？

（だ……駄目！　それだけは駄目！）

　私は顔を青くしながら立ち上がり、慌てて周防さんの手を取った。

「い、行きます！　ぜひ一緒に行きましょう！」

　いくら苦手な周防さんだからって、彼の命を脅かすなんてことは絶対あっては駄目だ。彼は本当に意地悪だけど、仕事は優秀だし頼りになるし、この会社にいなくちゃならない人なんだから。

　それにもしいなくなったら、私だって寂しい。それ以前に、惚れ薬なんて私の馬鹿な買い物のせいで他人が害を被ることが、あってはならないことなんだけれども。

　ガッチリ両手を掴んでお誘いを快諾すると、周防さんの苦しそうだった顔がスッと柔らかな笑顔に変わった。

「そっか！　喜んでくれてよかった」

　その嬉しそうな笑顔に今度はこちらの胸がズキンと疼うずく。

（周防さん……本当に私のこと好きになっちゃったんだな）

　彼の幸福も命も私次第になってしまったのだと痛感して、申し訳なさに逃げ出したくなる。

「仕事、夜の八時くらいまでには終わらせられるか？　俺も夕方からは社内にいる予定だから、終わったら連絡してくれ」

　そう言って周防さんはさらににっこり微笑むと、「頑張れよ」と私の頭を軽く撫でてから踵を返して去っていった。

　その背を見つめながら椅子に座り直し、私はため息をひとつつく。

　手元の液晶タブレットにあてもなく【ごめんなさい】と書き、すぐに消して、深く項うな垂だれた。




　周防さんが連れてきてくれたお店は、まだ三日前にオープンしたばかりだという、日本でも珍しい海老フライ専門店だった。

　こんなお店を知ってるなんて、さすがはなにかと情報に聡さとい広告代理店営業部だなと密かに感心する。

　店内は地中海リゾート風の内装になっており、ブルーとホワイトベースの爽やかなインテリアで統一してある。お洒落で話題性抜群のお店は当然満席で賑わっていたけれど、周防さんは個室を予約してくれていたので、落ち着いた雰囲気でテーブルに着くことができた。

　専門店だけあって、海老フライは絶品オブ絶品。衣はプレーン、アーモンドスライス、チーズ入りクラッカーの三種類もあってどれもサクサクしている。

　大ぶりの海老はプリプリの歯ごたえに、ほんのり甘みがあってジューシーで……私はこんな状況だというのについ「おいし～い」とうっとりと感激してしまった。

「本当に好きなんだな、海老。ほら、もっと食えよ。フリッターや唐揚げもあるぞ」

　舌した鼓つづみを打つ私を楽しそうに眺め、周防さんはそう言ってメニューを差し出した。

「わあ、フリッターもおいしそう～。……でも太っちゃうからやめておこうかな」

　一瞬フリッターのふわふわな衣に心惹かれたけれど、さすがに揚げ物のオンパレードはいけないと頭で警報が鳴る。ところが。

「好きなものくらい、ためらわずに食べてもいいんじゃないか？　それに……ちょっとくらいポッチャリしてる方が、お前はかわいいと思うけどな」

　悪いた戯ずらっぽくはにかむ周防さんの台詞に、私はあやうく口に含んだロゼワインを噴き出しそうになった。

（かわいい!?　今までさんざん大福餅呼ばわりしてきたくせに、ポッチャリがかわいい!?）

　惚れ薬のせいだと分かっていても、私に向かって『かわいい』なんて言う周防さんには慣れない。

　すさまじい違和感に困惑しながら、噴き出さないようにこらえたものの、気管にワインが入って小さくむせる。すると。

「大丈夫か」

　なんと周防さんが席を立ち、私の背を撫でながら口元をハンカチで拭ってくれた。

「だ、大丈夫！　大丈夫ですから！」

　いくら私に惚れている状態だとはいえ、これは過保護なのではないかとおののく。

　恋人というものができたことがないので分からないのだけれど、一般的に彼氏というのはこんなにも過剰に心配してくれるものなのだろうか。

　なんにせよ恥ずかしくて必死に周防さんの体を押しのけると、彼は「世話が焼けるな」と、やっぱり楽しそうに笑って向かいの席へ戻っていった。

（ヤバい……このままじゃ周防さんのペースに乗せられちゃう。いい雰囲気になる前にさっさと切り上げなくちゃ）

　私は水をひと口飲むと、改めて気を引きしめる。

　今夜、一番危惧すべきこと。それは彼からの告白やベッドへのお誘いだ。

　お断りしたいのはもちろんだけれど、そうすると周防さんの心臓が止まってしまいかねない。彼を死なせないためにも、私の貞てい操そうを守るためにも、これ以上いい雰囲気にはさせず、何事もないまま別れなければならないのだ。

「いつもビールばっかだけど、たまにはワインもいいな。もう一本飲むか？」

　いつの間にか空になっていた私のグラスに、周防さんがボトルからワインを注ぐ。

「いえ、もう十分です！　ごちそうさま！」

　私は焦って首を横に振りながら、ワインではなくグラスの水を飲んだ。

　これ以上酔って隙を見せるわけにはいかない。

「じゃあなにか、デザートでも頼むか」

　今度はデザートメニューを差し出してくる周防さんに、私はメニューを押し返すと「いいえ、結構です！」とお断りした。

　あまりにも頑かたくなに断り続ける私を不審に思ったのか、周防さんは少し複雑そうな表情を浮かべる。

「もしかして、さっき俺が〝ポッチャリ〟って言ったの気にしてるのか？」

「え？」

「だったら悪かった。俺、かわいいと思った相手にはつい意地悪な口のきき方しちゃうんだよ。これからは気をつけるようにするな」

　まさかの謝罪に、私は驚きと共に不覚にも胸が一瞬締めつけられてしまった。

　目の前の周防さんは、好きな相手に嫌われたくないといういじらしくて切ない顔をしている。これは間違いなく、恋する男の顔だ。

　客観的に見ればイケメンな彼の切ない表情の威力は抜群で、迂う闊かつにも胸がキュンとしてしまう。

「べっ……別に、気にしてませんから！　ただもうお腹いっぱいなので帰りたいだけです……！」

　うっかりこれ以上絆ほだされないように、私は思いっきり顔を背けながら言う。

　怪しさ満点なこちらの様子にもかかわらず、周防さんはふっと表情を和らげると、「そうか。じゃあ、そろそろ出ようか」と言って、伝票を取って椅子から立ち上がった。




　私がはっきりと『帰りたい』と言ったせいか、二軒目のお誘いはなかった。そのことには安心したけれど、周防さんはタクシーで私のアパートまで送っていくという。

　これはいわゆる〝送りオオカミ〟というやつではないだろうかと危惧した私は、当然お断りした。けれど今度ばかりは彼も引かず、話し合いの末、近くのタクシープールまで送ってもらうことになった。

　駅前のタクシープールまでの道すがら、周防さんは私の隣に並んで歩く。

　こちらが歩調を速めようが遅めようが彼はピタリと隣に並び、あまつさえ車道側に立ち車から守ってくれたり、道ゆく酔っ払いとぶつからないよう肩を抱き寄せてよけてくれたりした。

（周防さんって、彼氏になると気が利いて優しいタイプなのかも）

　時々さりげなくこちらを見ては私の様子を窺う彼の姿に、そんなことを思う。

　彼女の好きそうなレストランを予約して連れていってくれて、一緒にいるときは過保護でいっぱい甘やかして、並んで歩けばこうして守ってくれる。

　きっと恋人にしたらすごく幸せになれるタイプだ。おまけにルックスも肩書も完璧。

（――もし……）

　もしも今の彼の態度が惚れ薬のせいじゃなかったら私はどうしていただろうなんて、馬鹿なことを考えてしまう。

　惚れ薬なんてなしで本当に周防さんが私を好きになってくれて、こんなふうに優しくされたなら……私は心惹かれてしまったかもしれない。

　だってもともと、苦手だけれど嫌いではなかった人なのだ。厳しいけれど頼りになるし、一緒にいて楽しいと思うときもある。それに、いないと寂しい。

　ただいつも私のことだけいじめてくるものだから、苦手だっていう意識が根づいてしまっただけで。

（普段からこんなふうに優しかったらよかったのに……って、それはないか。周防さんが優しいのは惚れてる相手に対してだもんね。惚れ薬の効果がなければ、私なんて彼に優しく扱ってもらえることなんか一生ないんだから）

　なんだか虚しいような寂しいような気持ちになってしまい、顔を俯かせて歩く。

　するとすぐに周防さんが「どうした？」と話しかけてきた。

「なんでもないです。ちょっと考え事……今請け負ってるデザインのことで」

　勝手に落ち込んで余計な気を使わせてはいけないと思い、パッと顔を上げる。

　すると、私の顔を上から覗き込むようにしていた周防さんの顔が思わぬ近さにあって、ドキンと胸が跳ねた。

「あ……」

　至近距離で彼と目が合ってしまい、気まずさからすぐ離れようとした。それなのにどうしてか、彼の視線にからめとられたみたいで体が動かない。

　周防さんの瞳から目が離せないまま、自分の鼓動がどんどん速くなっていくのを感じたときだった。

「――……っ！」

　頭の後ろを大きな手で押さえられると同時に、噛かみつくように唇を重ねられた。

　駅へ向かう歩道は夜でも人が行き交っていて、そんな喧けん騒そうの中でされたキスは現実感がなくまるで白昼夢みたいで――。

　生まれて初めてキスをした私はただ立ち尽くしたまま目を閉じることもできず、周防さんの綺麗な顔のドアップを瞳に焼きつけることしかできなかった。

「――好きだ」

　唇を離した周防さんが真剣な表情で告げたその言葉が耳に届いたとき、固まっていた私の時間が動きだした。

　心臓は破裂しそうなほどバクバクしているし、顔はありえないほど熱くなっていくし、途端に周囲の人たちの視線や話し声が気になって仕方なくなる。

「あ、あのっ、わ……私、その、えっと」

　今夜告白されてしまうかもしれないと十分警戒してきたつもりなのに、不意打ちのキスですっかりパニックになってしまった。

　だってまさか、こんな人の目のある場所でそんな大胆なことするなんて予想外すぎる。

「だ、だ、駄目、です……だって、だって」

　頭が熱くてちっとも冷静になれやしない。なんとか彼の心臓を止めないようにしつつも断らなければいけないのに、私は真正面にある周防さんの端正な顔を見つめながら、（キスしちゃった、私この唇とキスしちゃった！）なんてことしか考えられずにいた。

「俺と付き合ってほしい、梓希」

　直球で交際を申し込まれ、まっすぐに見つめられ、もはや私に選択肢はなかった。

　だってここで首を横に振っちゃったら、周防さんの息の根が止まってしまう。

　だからといって、大混乱中の頭でうまく言い逃れる方法なんか浮かぶはずもなく。

　私は周防さんの熱い眼差しと周囲の好奇の目に囲まれながら、「……はひ」と声を震わせて頷くことしかできなかった。




「つ……疲れた……」

　ようやく自分のアパートに帰ってきた私は、着替えもせずにそのままベッドへと倒れ込んだ。精神的にクタクタでもう動く気力がない。

　あれから大変だった。告白を承諾した私を周防さんは大喜びで抱きしめ、周囲の人たちからは『おめでとー』なんて声をかけられたり拍手をされたり、あげくの果てには勝手に写真まで撮ろうとする人が出る始末だったのだから。

　周防さんは約束通り送るのはタクシープールまでで、〝送りオオカミ〟にはならなかったけれど、その代わり別れ際に『おやすみ』とおでこにキスをしてきた。

　恋愛経験のない私にとっては、おでこのキスでも刺激が強い。

　タクシーに乗ってからも胸のドキドキは収まらなくて、今日の私の心臓は一生分の鼓動を打ったのではないかと思う。

　そんなわけですっかり疲れ切ってしまった私は、スカートがしわになるのを気にしながらもベッドから起き上がれず、ぐったりとアザラシのように横たわっていた。

「どうしよ……状況がどんどん悪化していく……」

　惚れ薬を飲ませてからわずか一日でキスを経てお付き合いをすることになってしまった。このままでは順調に関係が進み、一年後には結婚、やがて出産等々と周防さんと温かい家庭を築くことになってしまう。

「それは困る～」

　赤子を抱えニコニコと微笑む自分と周防さんを想像してしまって、私は両手で顔を覆って嘆いた。

　私は彼と結婚なんてするつもりは当然ないし、周防さんだってこんな薬に操られて人生を決めるなんてまっぴらのはずだ。

　私は気を取り直すとガバッと体を起こし、バッグからスマートフォンを取り出した。

「シャーマン美鈴の居場所、探してみよう。もしかしたら私みたいに困ってる人が他にもいるかも……ＳＮＳで呼びかけたら情報集まるんじゃないかな」

　このまま惚れ薬なんかに人生を決められるわけにはいかない。周防さんと温かい家庭を築いてしまう前に、なんとかシャーマン美鈴に惚れ薬の効果を解いてもらわなくちゃ。

　登録してあるＳＮＳを使い情報を探していると、日付が変わって、ポーンという通知音と共に画面に【十月の運勢】という通知が出た。登録してある占いサイトから毎月一日に届くお知らせだ。

　とりあえず情報収集を中断してそれを見てしまうのは、私がスピリチュアル女子だから仕方ない。

【六白金星×うお座の運勢……十年に一度あるかないかの絶好調月間です！　恋も仕事も望むものはすべてゲット、怖いものなしの一カ月でしょう。ただし、欲張りすぎると後で痛い目を見るので、本当に欲しいものを見極めて。今月のパワーストーンはクリソコラが最適】

「絶好調～？　本当～？」

　今現在こんなに追い込まれて困っている状態だというのに、月が変わったからといって急に好転するとは思えなかった。それでももはや自分の手に余るこの状況に一縷の望みを求めて、占いを信じることにする。

　もしかしたら周防さんが突然正気に戻る可能性も、なくはない……かもしれない。

　私はベッドから立ち上がると、ジュエリーボックスからクリソコラのネックレスを取り出した。

　クリソコラは人生の成功と幸運をもたらしてくれる石。芸術的感性も高めてくれるので、私の仕事にはうってつけだ。

「よし！　絶好調の運気とパワーストーンの力があればなんとかなるかもしれない！」

　スピリチュアルの力を信じ、私はクリソコラにパワーを蓄えるべく小さなアクセサリートレイにネックレスをのせ、月の光がよく当たる窓際に置く。

　今夜は満月。石にフルパワーでチャージできる日だ。

「どうかどうか、全部がうまくいきますように」

　神秘的な青緑色の石に向かって手を組み祈りを込める。

　大丈夫。こんな間違った恋、きっとスピリチュアルが正してくれると信じて。










過保護確約同居




　私の十月は、「やっぱりスピリチュアルってすごい！」という感激で始まった。

　それは、もうすぐお昼になろうかという午前のこと。

　いつものようにクリエイティブ部門の自分のデスクで作業をしていると、駆け足で誰かがこちらに向かってくることに気づいた。

　なんだろうと思って顔を上げると、珍しく興奮した面持ちの周防さんが見えた。そして私に向かってグッと親指を立ててみせ、屈託なく破顔する。

「今連絡がきた。勝ったぞ、オーロラ製菓のコンペ！　お前のコンテ通ったぞ！」

　オーロラ製菓のコンペとは、周防さんと同じチームで参加した例のコンペだ。てっきり私のＣＭコンテが不評で落ちたかと思っていたのに――。

「本当ですか!?　やったぁ！」

　一度は駄目かとあきらめた分、喜びもひとしおだ。ましてや私にとって今までで一番大きな案件、全国区ＣＭなのだ。

　勢いよく椅子から立ち上がり、こぼれ落ちそうなほど目を見開くと、周防さんは腕を伸ばし私の頭をクシャクシャと乱暴に撫でた。

「ああ、よかったなあ。俺もてっきり駄目かと思ったんだけど……実ったな、お前の努力」

　頬を紅潮させ我がことのように喜んでくれる周防さんの姿が胸に染みる。コンペを勝った感激と相まって、思わず涙が込み上げてきてしまった。

「よかったね、椛田ちゃん。今までで一番おっきい仕事じゃない？　おめでとう」

「椛田は全国区ＣＭ初めてか。よかったなあ」

　私たちのやりとりを見ていたクリエイティブ部の人たちも、温かい声をかけてくれる。それがまた嬉しくて涙るい腺せんが決壊してしまった私は、鼻をすすりながら「ありがとうございます」と笑った。

　本当に嬉しい。大きな案件を勝ち取れたこともだけれど、周防さんやチームのメンバーの足を引っ張らずに済んだことがなによりよかったと思う。

　そんなことをしみじみ思っていると、ふと私の顔に手が触れてきて、長くて骨ばった指が目元を拭った。

「こんなことで泣くな、馬鹿」

　愛しさがあふれ出るような優しい声と指の感触に、心臓が大きく高鳴った。

「す、すびばせん……っ」

　なんだかたまらなく恥ずかしくなって、慌てて顔を俯かせた。

　一瞬見えた周防さんの顔はものすごく優しくて、けれどどこか切なさも混じっていたような気がする。

　胸がドキドキいうのを止められないまま、ハンカチで涙と鼻水を拭っていた私だったけれど――。

（……ん？　あれ？　……今、馬鹿って言わなかった？）

　そんな違和感に気がついた。

　惚れ薬を飲んでからというもの、周防さんは私に対して徹底的に優しい。言葉ひとつ取っても私が嫌な思いをしないよう、すごく気遣ってるのが伝わってくるくらいだ。

　そんな彼が……『馬鹿』？

　不思議な気がして俯いていた顔を上げると、周防さんはいつもとなんら変わらない様子で他の人と言葉を交わしていた。そして私が顔を上げたことに気づくと柔らかに目を細め、もう一度「よく頑張ったな」と褒めてくれた。

　その姿からは、特に惚れ薬の効果が切れたような様子は窺えない。

（考えすぎかな……。周防さんも嬉しくて、つい口から出ちゃっただけかもしれない）

　私は改めて「ありがとうございます」と頭を下げると、崩れてしまった目元のメイクを直すべく化粧室へと向かった。




　コンペに勝っただけではない。私の絶好調はそれからも続いた。

　オーロラ製菓のＣＭ作りは驚くほどスムーズで、予定していたスタッフもタレントもスタジオもひとつの変更もなく押さえられ、イメージ通りの画が撮れた。

　と同時に、他に抱えていた案件も怖いほどうまくいき、ロゴデザインもポスターデザインも営業に一発ＯＫをもらうほどだ。ＡＤの三坂さんからの修正指示は出たものの、なんだか今までよりコツを掴むのがたやすく、リテイクの数は普段の半分以下で済んだ。

（やっぱりスピリチュアルってすごい……！　占いもパワーストーンもすごいっ！）

　占いの結果通りの順風満帆、そしてクリソコラのもたらすパワー通り、芸術的感性の高まりをしみじみと実感して、私は改めてスピリチュアルの偉大さを感じる。

　――けれど。

「梓希。俺そろそろ帰るけど、一緒に帰れそうか？」

　ここ最近すっかり日課となった周防さんのお誘いを聞きながら私は、一番大きな問題だけは解決しなかったなあ、と心の中で唸うなった。

　絶好調で怖いもの知らずな十月も今日で最後だけれど、結局周防さんの惚れ薬の効果が解けるような兆しは見られなかった。もちろん、シャーマン美鈴の行方も相変わらず手がかりなしだ。

「ご、ごめんなさい。今日もまだかかりそうで……」

　眉尻を下げてそう返せば、周防さんは少しだけ寂しそうに笑って「そっか」と私の頭を軽く撫でる。そうして「あんまり無理するなよ」と言って、踵を返し廊下へ出ていった。

　彼とお付き合いをすることになってから、退勤時になるとほぼ毎日繰り広げられているやりとりだ。まあ退勤時といっても帰る時間はお互い不規則で、今日も夜の十時を回っていたりするんだけれど。

　周防さんは自分が帰るとき、必ずクリエイティブ部の私のところへ来て声をかける。時間によって『一緒に帰ろう』だったり『晩飯行かないか』だったり。

　けれど私は仕事にかこつけてそれを断り続けていた。

　どうやら仕事などやむを得ない理由で断り、彼が拒まれたと思わない状態ならば、命に別状はないらしい。

　そのことに気づいて、私は仕事を盾に彼からの誘いから逃げていた。

　ちなみに嘘だとそれは通用しないようなので、私は仕事のスピードを調整し、周防さんと退勤時間が被らないようにやりくりしている。

　今日も周防さんが帰ってから三十分後にキリのいいところまで終わらせ、退勤の準備をする。ところが。

（あ、あれっ？　周防さん？）

　廊下に出た瞬間、その先に周防さんの姿が見えて、私は慌てて体を室内へ引っ込めた。

　こちらに気づかれないようそっと窺い見ると、他の社員と真剣な様子でなにか話している。おそらく急遽対応しなければいけないトラブルかなにかが発生したのだろう。

　この業界、問題が起きれば昼夜関係なく対応に追われ、泊まり込みや徹夜などもザラだ。

　それから周防さんは話を終えると、手近な部屋へと入っていった。どうやら帰り損ねた模様だ。

（なんか大変そうだな……）

　こっそりと周防さんの様子を窺っていた私は、彼と話していた人物がまっすぐこちらへ向かってくるのが見えて、ビクリと肩を跳ねさせた。

「なんだ、椛田。まだ残ってたのか」

「はい……お疲れ様です」

　それはＡＤの三坂さんだった。三坂さんは私の横を通って自分の席へ座ると「うーん」とパソコンの画面を悩ましそうに眺めて唸った。

「……なにかあったんですか？」

　もしかして周防さんのトラブルと関係あるのだろうかと思い聞いてみると、三坂さんは自分の顎あご髭ひげをジョリジョリとさすりながらくたびれた口調で話しだした。

「今、周防が担当してる駅用ポスターな。採用したタレントが薬物使用で捕まっちゃって、使えなくなっちゃったんだよ」

「えぇっ!?　だってあれ、もう撮り終えて納品目前でしたよね!?」

　想像以上にやっかいなトラブルに、私は思わず大きな声をあげる。

　クライアントや制作現場の都合で急な変更は数あれど、納品目前にそれはつらい。

「ああ。だから今、周防が大急ぎで撮り直しの手配中だよ。で、代わりのモデルはタレントの事務所がお詫びにってことで人気タレントを融通してくれたし、クライアントも納得してくれたんだけどさ。やっぱタレントのイメージに合わせて、ポスターのデザイン少しいじらないといけなくなってさ」

　そう言ってチラリとこちらを見た三坂さんの視線に気づいて、私はハッとする。

　もうクリエイティブルームには私と三坂さん以外誰も残っていない。

　嫌な予感がしてゴクリと唾を飲みながら後ずされば、三坂さんは聞こえよがしに大きなため息をついた。

「明日の朝までにはラフ出したいんだけど、担当してる碇いかりが別の現場行っちゃってて連絡つかねえんだよ。あいつのことだし、もう飲みに行って泥酔しちゃってるのかもしれねえなあ」

「そ、そうですか……」

「俺が代わってやってもいいんだけど、俺も今抱えてるのが締め切り間近でなー。代わってやりたいのはやまやまなんだけどなー」

　ついにはこちらをガン見しだした三坂さんに観念して、私はトボトボと席に戻ると着ていたコートを脱いでパソコンを立ち上げた。

「データ、送ってください……」

「お、やってくれるかー椛田。いやあ、お前はいいやつだな。修正指示はもう入れてあるから、楽勝だから安心しろ」




　――午前一時半。

　どうして自分の担当でもないのに私は夜通しの残業をしているのだろうか。そんな不満を抱く気持ちはとっくに消え失せた。

「三坂さんのフォント指示、これで本当に合ってるの……？　なんか違う気がする……二パターン作っておいた方が安全かな……」

　私の独り言がブツブツと響くクリエイティブルームには、他に誰もいない。

　三坂さんは三十分ほど前に『明日の朝チェックするから、完成したら俺のパソコンに送っといてくれ』と言って帰ってしまった。

　三坂さんは楽勝なんて言っていたけれど、ラフの修正箇所はほぼ全体にわたっていて、私の腕では確実に朝までかかるシロモノだ。

「写真もこのままじゃ駄目だ……どうしよう、三坂さんに確認したいけど……電話出てくれるかな」

　画面とにらめっこをしている目が、ぼんやりとかすんでくる。私はモニターから顔を遠ざけると瞼まぶたをギュッと閉じてから、デスクに置いておいた目薬を差した。

　いったん集中力が途切れると、途端に疲れを感じる。肩が凝っているのか頭が痛いことに気がついて、軽く眉間を押さえた。

　そういえば最近、仕事の進しん捗ちょくが絶好調なのと周防さんのお誘いを避けるため、残業ばかりしていた。仕事がうまくいって気分が高揚していたせいで、疲れがたまっていたことに気がついていなかったかもしれない。

　意識をしてしまったせいか、それとも気がつかなかった疲れが限界を迎えてあらわになったのか、自分の体がやけに重く感じられた。

（やばい……帰りたいかも）

　とりあえずひと休みして体力を補おうと椅子から立ち上がったとき、廊下から急ぎ足の靴音が聞こえ、クリエイティブルームのドアが開いた。

「……周防さん」

　部屋に入ってきたのは周防さんだった。なんだか慌てたような、困ったような顔をしている。

「すみません、ラフの修正まだかかります。朝までにはなんとかしますんで……」

　へらりと力なく笑う私に構わず、周防さんは表情に険しさを増しながら席まで大股でやって来た。そしてやけに神妙な面持ちで口を開く。

「悪い。三坂さんが『ラフは俺がなんとかする』って言ってくれたから、俺、てっきり三坂さんがやってるものだと思ってて……。さっき三坂さんからのメッセージでお前に任せたって知って、びっくりして……。ごめん、お前にこんなことさせて」

　どうやら周防さんはラフの修正が私に丸投げされたことを、ついさっき知ったらしい。

　調子よく引き受けたあげく私に丸投げして、しかも自分が帰ってからそれを周防さんに報告するとは。三坂さんの無責任っぷりにイラッとしたけれど、それよりも目の前の周防さんがあまりにも申し訳なさそうな顔をしていることの方が気になった。

「いいですよ、緊急事態ですし。それに私、普段みんなの足引っ張ってばっかりですから。せめてこういうときぐらい役に立たなくっちゃ」

　それは私の偽りのない気持ちだ。

　この仕事が、助け合って、融通を利かせ合って、協力し合っていかなくちゃどうにもならないことぐらい、もう身に染みて分かっている。

　ましてや周防さんには仕事の面では何回も助けてもらっているのだ。私のできることで彼を助けられるのならば、力を貸すことにためらいはない。……三坂さんと碇さんに対する不満は少々あるけれど。

　私の言葉を聞いた周防さんはそれでも眉を八の字にすると、手を伸ばし私の目元に触れる。

「でもお前、最近残業続きで帰り遅いだろ。今日も徹夜じゃ体壊すぞ」

　もしかしてすでに隈くまができていただろうかと焦った私は、彼の手からパッと離れ大げさに微笑んでみせた。

「大丈夫ですって！　私、若いし！　体力あるし！」

　すると、下げた眉は戻らないものの口角をわずかに上げて微笑んだ周防さんは、「ありがとう。正直、かなり助かってる」と頭を下げた。

　自分だって大変だろうに、人への感謝を忘れないところは周防さんのいいところだと思う。

「俺も今夜は帰れないから、なにかあったら声かけてくれ。隣の部屋にいるから」

　そう言って出ていった周防さんは、三十分後に食べ物の入った袋を持って再び私の席へやって来た。

「夜食。裏のファミレス、テイクアウトやってるから買ってきた。徹夜なんだから飯はしっかりとれよ」

　ちょうどお腹がすいていた私は、「ありがとうございます」と笑顔でそれを受け取る。

　私の頭を軽く撫でて周防さんが出ていったのを見てから、受け取った袋の中を見た。

「……海老クリームパスタと、シュリンプサラダ……海老ばっかじゃん」

　クスクスと小さく笑いながらも、それをおいしくいただいた。

　疲れていた体が少し元気になったような気がしたのは、私にできたての好物を食べさせようとしてくれた周防さんの気持ちが胸に染みたからかもしれない。




「おい、椛田。椛田、起きろ」

「ん……あれ……あれっ!?　今何時!?」

　ぐっすり眠っていた私は、朝の光の眩しさと体を揺らす誰かの手で目が覚めた。

　その瞬間、真っ先にラフの提出時間のことが頭によぎり、勢いよく頭を起こす。

「うわっ、びっくりしたあ」

　デスクに突っ伏して眠っていた私が飛び起きたのを見て、驚いているのは三坂さんだった。

「あ……三坂さん……おはようございます」

　まだ頭が夢から覚めきってない私に、三坂さんは「大丈夫か？　お疲れさん」と言って自分の席へ戻っていった。

（そうだ……朝方に完成したデータ送った後、少し休もうと思ってそのまま眠っちゃったんだ）

　ちょっと仮眠するつもりだったのに、外はもうすっかり明るい。時計を見たらもうすぐ八時になるところだった。

「データ、確認して周防に回しといたからな。ちょっと直すとこあったけど、それはこっちでやっといたから」

「そうですか、ありがとうございます……」

　ようやく頭が覚醒してきた私は、椅子から立ち上がろうとする。と同時に視界が揺れ、ガンガンと響くようなひどい頭痛に襲われた。

（やばい、これって……）

　自分のおでこに触れてみると、明らかに普段より熱かった。

　まずい。絶対風邪ひいた。

「仮眠とるならそっちのソファ使っていいぞ。こないだ俺が寝たからちょっとおっさん臭いけど」

　三坂さんは親切にそう言ってくれたけれど、このままソファなんかで寝たら悪化するのが目に見えている。

「いえ、大丈夫です」

　できることならば早退して病院に行って家で休みたいところだけれど、今日は昼から例のオーロラ製菓のＣＭ試写会があるのだ。私の初めての全国区ＣＭ作品。休むわけにはいかない。

　ふらつく足に気合を入れてトイレまで行き、メイクと髪を整え直す。

「うぅ……我ながらひどい顔……」

　まるで一カ月分の疲れが出たようなゲッソリとした顔に、いつもより厚めにファンデーションを塗っていった。

　ふとスマートフォンを見ると、いくつかの通知に交じって『今月の運勢』からのお知らせが来ていた。

「そっか……十月が終わっちゃったんだ……」

　早いもので今日から十一月。どうやら私の絶好調の波は終わってしまったようだ。

「だからって、いきなりこんな絶不調なんてなあ……」

　昨日まで最大限に力を発揮してくれていたクリソコラのネックレスをブラウスの上から手で押さえため息をつくと、ゴホゴホと咳まで出てきた。やばい、どんどん悪化している。

（そういえば、欲張りすぎると後で痛い目見るって十月の運勢に書いてあったっけ。……でも別に私自身が望んで欲張ったわけじゃないんだけどなあ）

　妙な理不尽を覚えながら、ポーチに常備してあるマスクを取り出して装着する。

　ついでに確認した『今月の運勢』には、【大きな変化のある時期。自分の心に嘘をつかないで】とあった。

（変化、変化……もしかして十月の功績が認められて私もＡＤに昇進しちゃうとか？）

　クリエイティブ部は超実力主義だ。結果さえ出せれば二十代でもＡＤになれるし、さらに有能な人は三十代でも独立していく。

（いいなあ、ＡＤに独立……憧れちゃう）

　けれどいくら先月ちょこっと活躍したからといって、自分がまだまだその域に達していないことくらい自覚している。

　ＡＤに昇進じゃないなら大きな変化ってなんだろう？と小首を傾げ、私はゴホゴホと咳込みながらクリエイティブルームへと戻っていった。




　私が初めて手掛けた全国区ＣＭ『ウォーターグミ』の試写会は、なかなかの盛況で終わった。

『青春系は飽きた』とボロクソ言っていたクライアントの人も、完成品には満足そうな笑みを浮かべ、「いやあ、いいねえ。アオハルは」なんて言いだす始末だ。

「本当によく頑張ったな、梓希」

　試写会から帰るタクシーの中で、隣に座った周防さんは上機嫌でそう褒めてくれた。

　彼も昨夜はトラブルの対応に追われ徹夜しているはずなのに、ちっとも疲れが見えない。体力があるのか、それとも仕事中は気を張っているのかは分からないけれど、すごいなあと素直に感心した。

　それに引き換え、私はといえば――。

「ありがと……ございます……」

　試写会が終わってタクシーに乗り込んだ途端気が緩み、耐えていたしんどさが一気に押し寄せてきてしまった。

　頭がクラクラとしてまともに座っていられず、周防さんにもたれかかってしまう。

「梓希……!?　お前、顔が真っ赤……っ！」

　私のおでこに手を当てた周防さんが、息を呑む音が聞こえた。

　心配かけてはいけないと思うけれどもはや気力ではどうにもならず、私は意識がぐるんぐるんと渦うずに呑み込まれていくのを感じながら、そのまま瞼を閉じた。

「――ん……」

　目が覚めたとき感じたのは、気管の心地よさだった。かすかに香るハーブのいいにおいと、ほどよい湿り気を帯びた空気。

（呼吸が楽だ……嬉しい……）

　当たり前に呼吸できることがありがたくて、私は安心のあまり再び眠りに引き込まれそうになる。けれど、すぐ近くで人の動く気配を感じて、ハッと頭が覚めた。

「……どこ？」

　開いた双そう眸ぼうに映ったのは見知らぬ天井。首を横に動かして見た光景は、白い壁と木目調とアースカラーの家具を基調にしたナチュラルモダンな室内。そして――。

「お、起きたか」

　ワイシャツ姿の周防さんが、そこにいた。

「え？　ここどこ？　って私……あれ？」

　ガバッと体を起こし辺りをキョロキョロと見回す。その勢いで冷たい空気がヒュッと気管に入り込み、途端にゴホゴホと咳が出た。

「あー馬鹿、なにやってんだ。ほら、あったかくして寝とけ」

　周防さんは私の肩を押さえると強引に体を寝かせる。そこで私は初めて、自分がベッドに寝ていたことに気がついた。

　周防さんは横になった私の体に布団をかけ直し、ポンポンと軽く胸のあたりを叩いてから話し始めた。

「俺んちだよ、ここは。お前んちの詳しい住所知らないし、とりあえず俺のマンションが近かったから連れてきた」

「周防さんの……おうち……？」

　その説明を聞いて、自分がタクシーの中で意識を遠のかせてしまったことを思い出した。

「目が覚めないようなら医者呼んだ方がいいかと思ったけど、そのぶんなら大丈夫っぽいな」

　周防さんはベッドの脇に屈むと腕を伸ばし、そっと私の頬に触れた。熱で顔が火ほ照てっているせいか、彼のひんやりとした手が気持ちいい。

「すみません……すごくご迷惑かけちゃったみたいで」

　タクシーからここまで運んでくれたうえベッドまで貸してくれたのかと思うと、申し訳なくていたたまれない。

　けれど周防さんは一瞬眉根を寄せ悲しそうな顔をすると、小さく「馬鹿。迷惑じゃねえよ」と言って私の頬を撫でた。

「お前が体調崩したのは俺のせいなんだから謝るな。疲れてるお前に徹夜で作業させたのも、こんなに悪化するまで気づいてやれなかったのも……本当に悪かった」

　真剣に自分を責めているその声色が、なんだか悲しくなる。

　作業を引き受けると決めたのは自分だし、そもそもあれは三坂さんに頼まれたのであって、周防さんが自分を責める必要はない。それに体調が悪いのに無理をしていたのも自己責任なんだから、周防さんが申し訳なく思う必要なんか全然ないのに。

　そう伝えようとして開きかけた口は、周防さんの人差し指で止められてしまった。

「また咳込むぞ。おしゃべりは後でな」

　それもそうだと思い口を噤むと、周防さんは指を離し少しだけ表情を和らげた。

「会社には俺から伝えておく。早退扱いでいいよな。それから、ゼリーとかヨーグルトとかは冷蔵庫に、スポドリと薬はここのナイトテーブルに置いとくから。あとレトルトのお粥かゆもキッチンにある。帰ったらちゃんとしたもん作ってやるから、悪いけど今はそれ食っててくれ」

「はい……っていうか、あの」

「そばにいてやりたいけど、まだ打ち合わせが二件残ってるんだ。終わったらすぐ戻るから、おとなしくしておけよ」

　どうやらここへ運ばれてからまだ長い時間は過ぎていないらしい。窓の外も明るいし、おそらく一時間も経っていないのではないかと思われた。

『私、このままここにいていいんですか？』と尋ねたかったけれど、周防さんは立ち上がると私の頭を軽く撫でてから部屋を出ていってしまう。

　そして忙しなさそうにジャケットを着ながら戻ってきて、「タオルもここ置いとく。足りなかったら脱衣所漁ってくれ」と言って、タオルの束をナイトテーブルに置いていった。

「じゃあ行ってくる。水分摂れよ」

　そう言い残し、周防さんはあっという間に玄関を出ていった。

　ドアの外から聞こえる施錠の音を聞きながら、ひとり残された私はしばらくぼんやりとしながら考える。

（……自分ち帰った方がいいのかな……。でも、おとなしくしておけって言われたし……）

　冷静に考えれば自宅へ戻るのが正しいのだけれど、熱があるせいか判断力が鈍っている。

　それに、ふかふかのベッドに、加湿器でほどよく空気の潤っているこの部屋は心地いい。手元に水分と薬があるのもありがたい。今から寒い外へ出て、乾燥している街を歩き、痛む頭とだるい体を引きずって自宅まで戻るのは正直しんどい。

（周防さんが帰るまでの間、もう少し休ませてもらおうかな）

　もうひと眠りすれば自宅へ帰る体力分くらいは回復するかもしれないし、と心の中で言い訳をして、私は薬とスポーツドリンクを飲んでから布団に深く潜り込むとゆっくりと瞼を閉じた。




　再び目が覚めたとき部屋はすっかり暗くなっていて、ベッドサイドランプの仄ほのかな灯りがついているだけだった。

（今何時だろう……）

　あれからどれくらい寝ていたのだろうと思い、私はベッドから起き上がるとまだ少しふらつく足元に気をつけながら、寝室のドアを開けた。すると。

「お、調子はどうだ」

　ドアを開けた先にはリビングがあって、ソファに座ってノートパソコンを開いていた周防さんが振り返った。

　その姿は長袖Ｔシャツとルームパンツに、濡れたラフな髪という風呂上がりのスタイルで、彼がずいぶん前に帰ってきていたことを表していた。

「か、帰ってたんですね。すみません、すっかり寝込んじゃって……今何時ですか？」

「もうすぐ十一時かな」

　その返事を聞いて、私は目をまん丸くする。

「ご……ごめんなさい！　こんな遅い時間までお邪魔しちゃって！　すぐおいとまします！」

　思っていたよりずっと時間が過ぎていたことに衝撃を受けた。

　私ってばいくら周防さんが親切にしてくれたからとはいえ、甘えすぎだ。彼だって疲れて帰ってきただろうに、こんな時間まで病気の他人が家にいたらくつろげないに決まっている。

　帰り支度をしようと焦る私は、自分がスウェットの上下を着ていることに気がついた。当然、着替えた覚えはない。

「え？　え!?　これって？」

　スウェットの裾を引っ張って目を白黒させていると、ソファから立ち上がってやって来た周防さんに「落ち着け」と頭をポンポンされてしまった。

「とりあえず飯食え。お前、結局あれからなにも食ってないだろ。うどん作ったから食べろ」

「で、でも、これ以上ご迷惑は……」

「迷惑じゃないって言っただろ。おとなしく食わないと無理やり鼻から流し込むぞ。分かったか」

　なんか恐ろしいことを言われた気がして、私はとっさに「は、はいっ」と返事してしまう。

　おとなしくダイニングのテーブルに着いていると、少し経ってから熱々の湯気をたてるうどん鉢を周防さんが運んできた。ご丁寧に小鉢とレンゲもついている。

　ネギのたっぷりのったかきたま風うどんは出だ汁しのいい香りがして、それを嗅いだ途端さっきまでゼロだった食欲がムクムクと湧いてきた。

「いただきます」と丁寧に手を合わせ、小鉢に取ったうどんをひと口啜すする。

　出汁と優しい卵の味、それに生しょう姜がの香りが口の中いっぱいに広がって、風邪で弱っていた心と体に染み込んでいく。

「うまいか？」

　向かいの席に座って頬杖をつきながら周防さんが尋ねる。

「すごくおいしいです……」

　素直に答えると、周防さんは嬉しそうに目を細めて満足げに頷いた。




　お腹がいっぱいになると、気分も落ち着いて頭も少し働きだしたような気がする。

　今さら私は自分のおでこに冷却シートが貼られていたことに気づいたし、メイクが落ちかけてとんでもない顔になっていたことにも気がついた。

　周防さんは「気にすんな」と言ったけれど、とりあえずボロボロのメイクはシートで落とし、最低限の眉毛だけ書き直す。

　洗面所から戻ってくると、リビングのテーブルに薬とスポーツドリンクが用意され、「座れ。そんで薬飲め」と命令された。

「今夜はもう遅いから泊まっていけよ」

　いきなり当然のように驚くことを言われて、私は飲み込んだばかりの薬を喉に詰まらせそうになった。

「で、で、で、でも……！」

「病人をこんな夜中に帰すわけにいかないだろ。それにお前が風邪ひいたのは俺のせいなんだから、治るまで看病させろ」

　ああ、そういうことかと、私は内心ホッとする。自分だけ妙な意識をしてしまったことが恥ずかしい。

「でも、これ以上ご迷惑は……」

「お前、熱で脳みそ溶けたのか？　迷惑じゃないって言うの三回目だぞ。今度言ったら顔中に冷却シート貼るからな」

　冷却シート十六枚入りの大箱を手に持って見せつけられ、私は思わず口を噤んだ。

「それに恋人同士なんだから、こういうときは頼って甘えろよ。その方が俺は嬉しい、分かったな」

　きっぱりとそう言い切った周防さんを見て、私はまたしても強烈な違和感を覚え、首を傾げそうになった。

（……あれ？　さっきから物言いがずいぶん尊大じゃない？　なんかもとの周防さんに戻ったような……？　でも今、恋人同士だから甘えろって……。あれ？　今の周防さんって惚れ薬効いてるの？　効いてないの？）

　なんだかよく分からなくなって、ひたすら目をしばたたいてしまう。

　すると周防さんは私の頬を手で挟み、「なんだその素っ頓狂な顔は。返事しろ、返事」と言って、モニャモニャと頬を捏こねた。

（やっぱり意地悪周防さんに戻ってる気がする。ってことは……薬の効果が解けた!?）

　顔を手で挟まれながら一瞬目を輝かせた私だったけれど、次の瞬間それは間違いだったと思い知らされる。

「――っ……！」

　周防さんは私の顔を両手で捕まえたまま、唇を重ねてきた。押しつけ、角度を変えて深く重ね、最後はチュッと音を立てて離れる。

「……っ、か、風邪うつっちゃいますよ……」

　頭が一気に熱くなった私は、もう疑問など考えられない。というか考えるまでもない。これは惚れ薬の効果持続中だ。

　周防さんは顔から手を離すと私の唇を軽く親指でなぞって、「上等。むしろ俺にうつして治せ」と楽しそうに歯を見せて笑った。

　キスのせいで熱が上がってしまったのか、ますます思考回路の鈍った私はソファから立ち上がると「そろそろ寝ます……」とフラフラしながら寝室へ戻ろうとした。

　けれどノブに手をかけたところで、重大なことを確認し忘れていたことに気づき振り返る。

「そういえば……このスウェットって……」

「ん？　俺のだけど？　未使用のやつだから安心しろ。サイズが合ってないのは我慢しろ」

「もしかして、着替えさせたのって――」

「俺以外、誰がいるんだよ」

　これまたさも当然のように言われて、私は真っ赤になった顔を手で覆うと、その場にしゃがみ込んだ。

（み……見られた！　周防さんに下着姿見られたぁ!!）

　彼氏いない歴イコール年齢の私、下着姿を男性に見られたのは当然初めてである。

　私がこんなに盛大にショックを受けているというのに、周防さんは「あ、そうだ」と呑のん気きな声を出すと、なにやらガサガサとさせながらこちらへ近づいてきた。

「ほら、着替えのインナーとパンツ買っといてやったぞ。汗かいたままじゃ下着も気持ち悪いだろ。だからってさすがにパンツは俺の貸すわけにもいかないしなあ。感謝しろよ、デパートのランジェリーコーナー入るのめちゃくちゃ恥ずかしかったんだからな」

　……この人は過剰に優しいのか、それとも案外デリカシーがないのか。

　周防さんって対人スキルがすさまじく高いと思っていたけれど、恋人に対してはむしろマイナスなのではないだろうか。

　私は差し出されたランジェリーショップの紙袋をひったくるように受け取り、「ご親切にどうも！」と乱暴に言い放って寝室へ逃げ込んだ。

　私の態度を見てさすがにまずいと感じたのか、ドアの向こうから「緊急事態だったんだから仕方ないだろ。……ごめん、悪かった」と、しおらしい声が聞こえた。




　昨日ひたすら寝まくったせいか、今日は朝早く目が覚めた。時計を見るとまだ午前七時前だった。

　まだ少し体がだるいけれど昨日よりはだいぶよくなったと、ベッドから体を起こして思う。

　調子がちょっとよくなったせいか、体が汗で汚れていることが気になりだした。

　そういえばおとといは会社に泊まり込みだったせいで、かれこれ二日もお風呂に入っていない。

　シャワーを貸してもらおうと思い、周防さんの買ってくれたランジェリーの袋と昨日着ていた自分の服を持って静かに部屋を出る。すると。

「あ……」

　リビングのソファで、周防さんが寝ているのを見つけた。

（そっか、そうだよね。私がベッド取っちゃったから周防さん寝るとこなくなっちゃったんだ）

　昨日は熱があったせいで頭が働かず、そんな当たり前のことにも気づけなかった。

　ソファはゆったりとしたふたり掛けのものだけれど、背の高い周防さんが寝るには少し窮屈そうだ。ひじ掛けから脚がニョッキリはみ出てる。

（これじゃ疲れとれないよ……）

　私は足音を忍ばせるとソファに近づき、落ちかけていた毛布をかけ直した。

　規則正しく寝息を立てている周防さんは起きる気配がない。初めて見る彼の寝顔がなんだか珍しくて、私はソファの脇にしゃがみ込むとマジマジと眺めた。

　瞼を閉じた無防備な顔のせいか、いつものような威圧感がない。それどころか、あどけなくてかわいい気さえする。

　触れてみた髪はちょっとだけ硬くて、なんとなく〝男の人〟って感じがした。

「きれーな顔……」

　肌も綺麗だし、睫まつ毛げも長いし、なにより目鼻立ちのバランスが完璧な顔を間近で見て、思わずしみじみと呟く。

　少しだけ開かれた唇はほどよい厚みで淡い色をしていて、大人の色気をふんだんに醸し出している。この唇と何回もキスをしてしまったんだなと思うと、なんだかやけに恥ずかしくなってきてしまった。

　直接触れず宙で唇の輪郭をなぞって、指をそっと引っ込める。

「……ごめんなさい……」

　本当なら、この唇がキスするのは私なんかじゃないはずなのにと思ったら、胸が痛むほど申し訳なくなってしまった。

　キスをするのも、献身的に看病してくれるのも、全部惚れ薬のせいだ。彼の愛情や誠意を弄んでいる自覚と、本来ならそれは私が与えられるものではないという現実がやけに苦しい。

　私はもう一度小さく「ごめんなさい」と呟くと、立ち上がってリビングを出ていった。




　シャワーを浴び身支度を整えて戻ってくると、部屋にコーヒーの香りが漂っていた。

「おはよう」

　そう言ってソファに座りコーヒーを飲む周防さんは、タブレットで今朝のニュースをチェックしている。

「おはようございます。すみません、静かにシャワー使ったつもりだったけどうるさかったですか？」

　私の物音で起こしてしまったかと思い焦ったけれど、周防さんは「いや、気にならなかったけど」と空になったコーヒーカップだけ持ってソファから立ち上がった。

「それより朝飯なにがいい？　お粥？　スープとパン？　シリアルとかヨーグルトもあるけど」

　キッチンへ向かい冷蔵庫を開ける彼の背中に、私は「朝食まで迷惑をかけるわけには」と言いかけて口を噤んだ。

　危ない。顔面冷却シート十六枚の刑になってしまう。

「……よかったら私が作ります。いっぱいお世話になったお礼に」

　言葉を変えてそう申し出ると、周防さんはこちらを振り向き私のおでこにピタリと手を当てた。

「……昨日よりはましだけど、まだ微熱あるな。いいからおとなしくしてな」

「そ、そうですか？　でもだいぶ元気に……」

「病人はおとなしくして着席、着席」

　そう言って周防さんは私の肩をグイグイ押しやり、ダイニングの席に着かせてしまう。そしてキッチンに戻り、手早くエプロンをつけると、「で、なにが食べたいって？」と腕まくりをしながら再度聞いてきた。




　温かいポタージュスープとフルーツヨーグルトの朝食をとりながら、周防さんはこれから私を病院へ連れていくと宣言した。今日は撮影スタジオに直行するので、ついでに車で病院まで送っていってくれるらしい。

　なんだかとことんお世話になってしまって申し訳ないなあと思いながらヨーグルトを口に運んでいると、彼はさらに過保護なことを言いだした。

「病院終わったらここでも自分の部屋でもいいけど、帰りな。まだ熱あるし、仕事してたら絶対ぶり返すから休んだ方がいいぞ」

「そんな！」

　確かにまだ熱っぽくて体の節々は痛むけれど、昨日みたいにふらついたりへたばるほどでもない。咳もずいぶんおさまっている。

　それに今週が締め切りの仕事もふたつあるし、新しいコンペの打ち合わせも今日から始まるのだ。これ以上休んでいる暇はない。

　そう訴えると周防さんは「また寝込んだら元も子もないだろ」と顔を渋くしたけれど、最終的に「打ち合わせが終わったら即行帰れ。デザインの作業は家でやれ」と私に言い渡した。




　――確かに周防さんの言い分は正しい。体を壊してしまっては元も子もないのは分かっている。けれど、いったん出社してしまうと簡単には帰れなくなってしまうのが仕事というものだと思う。

　午後七時。とっくにコンペの打ち合わせは終わったというのに、私は自分の作業に追われて帰れないままでいた。

　朝に私を病院まで送っていった後、周防さんはそのまま撮影の現場入りをして会社には戻ってきていない。彼の目がないのをいいことに、私は少しだけやっていっちゃおうと自分のデスクで仕事を始め、ズルズルとこんな時間まで残ってしまった。

　だって会社で進めた方がすぐにＡＤや営業部に確認取れるし、資料やサンプルもあるし、断然スムーズに作業が捗はかどるんだもん。

　……けど。さすがにこんな時間まで残っているのは失敗だった。

　そう後悔したのは日が沈み気温が下がってきた頃、やたらと咳込むのを自覚したときだった。

（やば……夜になってまた熱上がってきたかも。しんどくなる前に帰らないと）

　キリのいいところで仕事を切り上げ、急いで帰り支度をする。

　けれど玄関ロビーに出て外から入り込んでくる外気にさらされた途端、マスクをしていたにもかかわらず冷たい空気が刺激となって咳が止まらなくなってしまった。

（駄目だ、どんどんつらくなってきた。満員電車で帰るのきついな……タクシー拾おうかな）

　そんなことを考え、他の人の迷惑にならないようロビーの隅へよろよろと移動しながら咳がおさまるのを待っていたときだった。

「この馬鹿！」

　そんな怒鳴り声と共に、乱暴ながら誰かの手が私の背を撫でさすった。

「……周防さん……」

　顔を上げると、心底呆れた表情の周防さんの姿が目に映った。どうやら現場から帰ってきたところらしい。

「打ち合わせ終わったらさっさと帰れって言っただろ、馬鹿。それともお前のチームは五時間も六時間もダラダラ話し合ってたのか？　ったく」

　ビシビシとお説教をしながらも、周防さんはロビーにある椅子まで私を連れていき座らせてくれて、手に持っていたペットボトルのお茶を差し出した。

「とりあえずそれ飲んで待ってろ。課長への報告だけ済んだらすぐに家まで送ってやるから」

　そう言って自分の着ていたコートを私に羽織らせると、彼は駆け足で階段を上っていってしまった。

　言うことを聞かず無理したあげく結局また迷惑をかけることになって、さすがに猛省する。

（病院にまで送っていってくれたのに、それを無駄にするようなことしちゃった。申し訳ない……周防さん、怒ってるよね）

　もらったお茶を飲み喉を落ち着かせながらしょんぼりと反省していると、再び駆け足で周防さんがロビーに戻ってきた。

「ほら、行くぞ。歩けるか」

　私の腕を掴んで立ち上がらせながらそう言う声は、思ったほど怒ってはいなかったけれど、代わりに心配が滲んでいた。

　そのことがものすごく申し訳なくて、私は心の底から自分を馬鹿だと思った。




　今朝、車で出ていった周防さんはそのまま現場から会社まで直行していたようで、私のことも車で送ってくれた。

「ごめんなさい。打ち合わせが終わったらすぐ帰ろうと思ってたんですけど、つい……。自己管理できていませんでした。反省してます」

　助手席に座り、しょんぼりと俯いて言えば、周防さんは呆れたようなため息をひとつ吐き出してから「まったく」と口を開いた。

「お前に限らずクリエイティブのやつはそういうとこあるよな。作業に没頭しすぎて自分の体力置いてきぼりにしていきなりぶっ倒れたり。……まあそういう性分なんだろうけど、社会人である以上、自己管理も仕事のうちだぞ」

　もっともなことを言われ、私はぐうの音も出ない。「はい」と小さく返事するのが精いっぱいだった。

　実は私、入社した年も一度やらかしてしまっている。

　念願の広告会社のデザイナーになれて夢心地だった私はとにかくクオリティの高いものを作ろうと不眠不休で頑張り続け……睡眠不足と脱水症状で倒れ半日入院するという失態をさらした過去があるのだ。

　結局あの頃から成長していないなあと振り返り、ますます情けなさが募る。

　ひっそりと落ち込んでいると、信号待ちで車を停めた周防さんが「あのさあ」と話しかけてきた。

「お前さ、うちで暮らせよ。お前の自己管理、危なっかしくて信用できないんだよ。すぐに仕事に夢中になるし、自分の体力把握してないし、怪しい占いとか石に頼ろうとするし」

「へ？　……え？」

　周防さんの言ったことが理解できず、うっかり間の抜けた声を出してしまう。

　っていうか、最後なんか関係ないことディスられなかった？

「そうだ、それがいい。俺がそばにいればちゃんと飯も食わせるし睡眠もとらせるし、ついでに休みの日はジムにも連れていける。よし、決まり」

「ちょっ！　ちょっと待ってください！　え？　……暮らすって……私が？　周防さん……と？」

「それ以外に誰がいるんだ」

　ポカンとしている私に構わず、周防さんは信号が青になったのを見てスムーズに車を発進させた。

「え？　えええっ!?　それってど、同居……？」

「そこは恋人同士なんだから同棲って言えよ。まあデザイナーとして長生きしたいんだったら、俺と住むべきだな。今のお前の危うい健康管理のままだと、三十まで生きられるか分かんねーし」

　いくらなんでも三十までは元気だろうと憤慨するものの、そこにツッコんでる場合じゃないと気を取り直す。

　問題は同居！　……同棲？　どっちでもいいけど、周防さんと一緒に暮らさなくちゃいけないということだ。

「む、む、無理です！　いきなり周防さんと暮らせだなんてそんな――」

　当然全力で否定しようとしたけれど、その途端、周防さんが「ん？」と眉間にしわを寄せ自分の胸に手を当てる。

「……どうかしました？」

「いや、なんか……心臓がキュッとした感じがして」

　心の中で『ひぃぃ！』と叫び声をあげて、私は顔を青ざめさせた。

　――『もしあなたからの愛が得られなくなったら、そのとき惚れ薬を飲んだ相手は命を失うでしょう』

　つまり同棲を断るイコール愛がないと思われちゃうってこと!?

　この期に及んで効果抜群の惚れ薬の効き目を恨みながら、私は唇を震わせ涙目になって言った。

「よ……よろしくお願いします……」

　すると運転席の周防さんの顔がパッと嬉しそうに綻んだ。

「そんじゃさっそく、今から荷物取りに行くか。とりあえず服とか必要なものだけ持っていって、大きなものは週末でいいな？」

　もうどうにでもなれとやけくそな気持ちで「はい」と作り笑いをすれば、周防さんは前を向いたまま手だけこちらに伸ばし、満足げに私の頭を撫でた。










スイッチ




　私が周防さんと暮らし始めたという報告を聞いて、和花ちゃんは丸い目をこれ以上ないほど大きく見開いた。

「そ、それって同棲……だよね？　え？　じゃあもう、いくとこまでいっちゃったってこと？」

　声を潜めているものの、テーブルに前のめりになって尋ねる和花ちゃんはビアゴブレットを力いっぱい握りしめている。そのまま割れるのではないかと私は内心ヒヤヒヤしながら、首を横に振った。

「してないよ。だって一緒に暮らし始めてまだ一週間だもん。第一、寝室別々だし」

「寝室別なの？」

「うん、自分の布団持ってきたから。書斎借りてそこで寝てる」

「……へえ～」

　微妙な感嘆の声を出して和花ちゃんは目を丸くしたまま姿勢を戻すと、握りしめていたゴブレットをあおってフルーツビールをひと口飲んだ。

　――半強制的に周防さんと暮らすことになってから一週間が経っていた。

　同棲を言い渡されたときは不安しかなかったけれど、いざ暮らし始めてみると私はあまりの快適さに不安どころか満足してしまっている。

　同じ広告会社とはいえやっぱり営業部の主戦力ともなるとお給料は桁違いなのだろう。周防さんのマンションはセキュリティ万全、二十四時間コンシェルジュ対応、バスはフルオート機能付き、トイレも自動洗浄というセレブ仕様なのだ。

　しかも２ＬＤＫの部屋はどこも広くて清潔なうえ、明るい木目とアースカラーを基調にしたナチュラルインテリアで統一されていて、心安らぐ空間になっている。

　住居が快適なだけでも素晴らしいのに、さらに周防さんは料理がうまいのだ。

　なんでも器用にこなしてしまう人だとは思っていたけれど、彼はすさまじく手際がいい。『疲れてるから簡単なものでいいよな』なんて言いながらキッチンに立って、いつも十五分くらいで主菜、副菜、ごはんにお味み噌そ汁しる、それにちょっとした箸休めまで揃そろえた二人前の食事を作り上げてしまうのだから驚きだ。

　周防さん曰く、『俺は男だからな。チマチマ作ってられない』とのことで、半調理品や自作の冷凍品、ときにはインスタントなどもフル活用するそうだけれど、私から見ればベテラン主婦レベルの腕前だ。

　私だってひとり暮らしなのだから自炊はしていたものの、ご飯を炊くのが億おっ劫くうでたいていパスタだったし、なによりこんなにテキパキ作れない。

　今のところ食事作りは朝が私、夜が周防さんの担当になっていて、私は彼の作るご飯が楽しみで残業しても食事をとらず帰るくらいだ。

　住居も食事も文句なしに快適。しいて不満をあげるとしたら、ひとりだったときには毎朝の習慣と化していた〝占いを見てから下着を決める〟という行為ができなくなったことくらいだろうか。さすがにノーブラ・ノーパンでテレビの前で待機してるわけにもいかないし。

　そんな感じで始まった同棲生活。環境がよいせいか風邪もあっという間に治ったし、私は実に調子のいい毎日を送っている。

　今日は周防さんが忙しくいつ帰れるか分からないというので、和花ちゃんと Bier Laden に来ている。

　和花ちゃんには、周防さんに告白され付き合うようになったことは伝えていたが、同棲にまで発展してしまったことを報告したのは今日が初めてだ。

　案の定彼女は目を丸くしていたが、私と周防さんがまだ最後まではしていないと聞いて、なにやら「うーん」と考え始めてしまった。

「惚れ薬のせいとはいえ、周防さんってもしかしてすごくいい恋人なんじゃない？　梓希のこと本当に心配して献身的に尽くしてくれて。なにより一緒に暮らし始めたのに安易に手を出さないってのがすごい」

　感心した様子で言った和花ちゃんに、今度は私の方が目をパチクリとさせる。

　献身的に尽くしてくれることには同意だ。けれど、同棲一週間で手を出さないのはそんなにすごいことなのだろうか。

「私、彼氏いたことないから分からないんだけど、それって感心するようなことなの？」

　コソッと小声で尋ねれば、和花ちゃんは再び「うーん」と首を傾げてから私よりさらに小さい声で答えた。

「……一般的にはそうだと思う。若くて健康な恋人同士がひとつ屋根の下に住んでるのになにもないって、たぶんかなり異色。よーっぽど真面目で相手を大切に思ってるか、あるいは性的な関心が湧かないか」

　そう言ってから和花ちゃんは視線をチラッと一瞬下げて戻し、言葉を続けた。

「まあ、後者はないよね。その巨乳と一緒に暮らして関心が湧かないとか、健全な男ならありえないかな」

　急にとんでもないことを言われ、私は顔を真っ赤にして隠すように自分の胸を両腕で覆う。

「きょ……巨乳じゃないし！　普通だし！」

　平均より大きめの胸は、私のコンプレックスだ。というか、全体的に肉づきのいい体すべてがコンプレックスなのだ。

　ＢＭＩは標準だし、体重もそこまで重くはないと思う。けれど体質なのだろう、どこをとっても私の体はフクフクしている。ダイエットしてもこぢんまりとしたフクフクに変化するだけで、すっきりとしたスレンダー体型にはならない。

　ぶっちゃけ、周防さんが私を〝大福〟と呼ぶのも理解できる。あまり背が高くないのと色が白い方なのもあって、モッチリフクフクな私は実に〝大福〟っぽい。

　気をつけないと悪目立ちする胸も、ネイルの映えない子供みたいな手も、丸い顔も、ショートパンツなんか絶対穿はけない太ももとお尻も、みーんなコンプレックスだ。

「っていうか、周防さんってたぶん私みたいなデブはタイプじゃないんだよ。惚れ薬が効く前はさんざんからかわれたし。うん、そうだ。だからエッチしたがらないんだよ。惚れ薬の効果をもってしても、私には興奮できないんだ」

　きっとそうだと思いポンと手を打つと、和花ちゃんは「はぁ～？」と明らかに不愉快そうな声を出した。

「なに？　嫌み？　Ｆカップで普通って、毎日豆乳飲んでもＣカップに届かない私への嫌み？　ん？　てか梓希と私、そんなに体重変わんないよね？　それでデブってケンカ売ってんの？」

「う、売ってないって！　だって和花ちゃんの方が五センチも背が大きいじゃん！」

「梓希だって私より四カップも胸大きいじゃん！　それで体重ほぼ同じって解せない！」

　私も和花ちゃんも酔っぱらっていたのだろう。実にくだらないことで真剣に言い合ってしまった。すると。

「仕事の後なのに元気いいですね、ふたりとも」

　ふいに後ろから声をかけられて、私はびっくりして口を手で押さえてから振り向いた。

「こ……小宮山さん……」

　そこに立っていたのは、なんと小宮山さんだった。

　恥ずかしいことで言い合っているのを聞かれてしまっただろうかと思い、顔がカァッと熱くなっていく。

「お疲れ様です。梓希さん。最上さん」

「お疲れ様です」

「お……お疲れ様です……」

　今の会話、いったいどこから聞かれていただろうとハラハラしたけれど、小宮山さんはいつもと変わらない陽だまりのように柔らかな笑みを浮かべている。

「小宮山さん、打ち合わせですか？」

「いえ、納品終わったんで今日はチームのメンバーと打ち上げです。最上さんたちは？」

「私たちはただの女子会です」

　そう言って和花ちゃんがにっこり笑ってゴブレットを軽く掲げてみせると、小宮山さんは「楽しそうでいいですね」と目を細めた。

　どうやら会話は聞かれてなかったみたいだと、密かに胸を撫で下ろす。すると。

「梓希さん。今度の六ろっ本ぽん木ぎのイベントって出る？」

　ふいにこちらに話を振られて、私は焦りながらコクコクと頷いた。

　デザイナーを含むアーティストは会社以外の横の繋がりも重要だ。情報交換、若手育成、日本全体のアーティストのレベルの底上げや待遇向上のためにも、イベントやシンポジウムなどがたびたび開かれている。来月も都内で活動するデザイン系アーティスト向けのイベントがあり、私もそれに招かれていた。

　私が頷いたのを見て小宮山さんは「あ、じゃあ」と言うと、いったん口を噤んでから少しだけ声のトーンを落として続けた。

「終わった後、よかったら少しだけ付き合ってもらえないかな？　ちょっと相談したいことがあって」

「へ!?」

　思いもよらなかった申し出に、素っ頓狂な声が出てしまう。

　小宮山さんが私に相談したいことってなんだろう、想像もつかない。でも憧れの存在である彼がなにか困っているのなら、力になりたいと思う。

「わ、私なんかでよければ……」

　そう答えると小宮山さんは嬉しそうに口角を上げて「ありがとう。じゃあ、イベントでまた」と軽く手を振り、去っていった。

　彼の後ろ姿を見ながら、私はなんだかドキドキとしてしまう。

　憧れの人に頼られた嬉しさと、もしかしたら初めて小宮山さんとふたりきりでお茶か食事をすることになるかもしれない期待で。

　そんな思いを馳はせていた私に、和花ちゃんが心配そうな声で尋ねる。

「ねえ、それって大丈夫なの？」

「え？　なにが？」

「小宮山さんとイイ感じになっちゃったら、周防さんヤバいんじゃない？　惚れ薬まだ効いてるんでしょ？」

　和花ちゃんの言葉を聞いて、私はハッと息を呑んだ。

「え!?　でも、だって……相談に乗るだけだし……別に浮気とか、そういうことには……な、ならないよね？」

　周防さんの顔が頭によぎって、心臓がバクバクする。

　一瞬でも小宮山さんとふたりきりで会えるかもしれないことを期待してしまった気持ちは、もしかして浮気とみなされるのだろうか。

「うーん、どうなんだろう。周防さんの受け取り方次第とか？」

「じゃあ本人が知らなければいいってこと？」

「分かんない。もしかしたら他の男のお誘いを受けた時点でアウトってこともありうるし」

「えぇっ！　じゃあ周防さんもう駄目じゃん！」

　惚れ薬の明確なルールが分からない以上、憶測を立てても仕方ない。不安で仕方なくなった私は、とりあえず周防さんにメッセージを送って安否を確認することにした。

【お仕事まだかかりそうですか？】と無難なメッセージを送ると、すぐに【順調にいけば午前三時頃帰れる。先に寝てろ】と返ってきた。

　特に異変を感じられないそのメッセージを見て、大きく安あん堵どの息を吐いた。

「よかったぁ、生きてる……」

　心底ホッとして胸を撫で下ろすと、向かいの席で和花ちゃんが「なるほど」となにかに納得したように頷いていた。

「ちょっとだけ惚れ薬のルールが分かったね。薬は神様的な視点じゃなく、あくまで周防さんの気持ちに反応するわけだ。ってよく考えたら当たり前か」

　確かに周防さんのあずかり知らぬところでまで薬が反応するなんて超常現象すぎてありえない。けれど、そもそも惚れ薬自体がオカルトなのだから油断はできないのだ。

「とりあえずはよかったね。でもこれからどうするの？　周防さんって勘よさそうだから、こっそり小宮山さんと二股かけるのは難しいと思うよ」

　フォークに刺したヴァイスブルストをパクリと口に運んでから言った和花ちゃんの言葉に、私は「ふ、二股なんてしないよ！」と全力で否定する。

　けれども「でも小宮山さんの相談に乗るんでしょ？　その後誘われたらどうするの？」と畳みかけられ、私は思わず言葉を詰まらせた。

「……小宮山さんが私なんか相手にするわけないじゃん。ありえないよ」

「そうかな、『相談に乗ってほしい』なんてきっかけを作るための常じょう套とう句くだと思うけど」

　自分でも自分の考えがまとまらなくて、頭の中がゴチャゴチャしてしまった。

　……今でも小宮山さんに憧れる気持ちは健在だ。だってあんな素敵な人そうそういない。優しくて穏やかでカッコよくて、彼の恋人になれたら最高だろうなと思う。

　でも――その気持ちを周防さんの命と天てん秤びんにかけたとき、答えは迷う間もなく一瞬で出る。

　恋より人命が大事なのは言うまでもない。けれどそれ以上に私は……周防さんを失いたくないと思っていることに気がついた。

　さっき慌ててメッセージを送ったとき、返信が来るまでのわずか数分はこちらの心臓が止まってしまうのではないかと思うほどドキドキとした。

　周防さんが死ぬのはもちろん嫌だし、彼の体に害が及ぶのも嫌だ。

　それに……惚れ薬のせいとはいえ、私が浮気したことで彼が傷つくのさえ嫌だ。

　これがどういうことなのか、自分でもよく分からない。ただひとつ言えることは、私にとって周防さんは大切な存在で間違いないということだ。

「……やっぱ、小宮山さんの相談は断ろうかな。ありえないとは思うけど、万が一、小宮山さんがそういうつもりだったら困るし」

　ぽつりとそうこぼせば、和花ちゃんはテーブルに頬杖をついて悩ましそうに言った。

「個人的には、周防さんってちょっと俺様だけどいい人だし恋人にするにはうってつけだと思うけどね。でも梓希が好きになれないなら意味ないし、やっぱり小宮山さんのことが好きなら応援するよ。さっきは〝浮気〟って言い方したけどさ、周防さんとの関係は不可抗力なんだから、梓希が小宮山さんを好きでも浮気にはならないと思うんだ。だから小宮山さんと会うことを後ろめたく思わなくてもいいんじゃないかな」

「和花ちゃん……」

　応援してくれる友達の言葉をありがたく思いながらも、私はやっぱり考えてしまう。

　憧れの小宮山さんと進展するかもしれないチャンス。でもそれって――周防さんより大切？と。

「……ありがと、和花ちゃん。もうちょっと考えてみるね」

　私は微笑んでお礼を言うとビアグラスに残っていたヴァイツェンを飲み干して、「そろそろ帰ろっか」と椅子から立ち上がった。




「……眠れない……」

　帰宅し布団に潜ってからも和花ちゃんと話したことが頭の中をグルグルして、私はさっぱり寝つけないでいた。

（もし……私が周防さんのことを好きになれたら、きっとすごく幸せなんだろうな）

　和花ちゃんの言う通り、恋人としては最高の人だと思う。でも私はやっぱり小宮山さんに憧れてる。今日だって、相談に乗ってほしいって私を頼ってもらえてすごく嬉しかった。

（……それなのに……周防さんに隠れてまで小宮山さんと会おうと思えないのはどうしてなんだろ……）

　瞼を閉じれば周防さんと小宮山さんの顔が交互に浮かぶ。

（ううーん……）

　考えすぎてなんだか恋とか付き合うとかよく分からなくなってきた私は、布団から起き上がると枕元のスマートフォンを確認した。

　時間はもうすぐ午前五時。周防さんはまだ帰ってきていない。

　予定通りに進まないのがこの仕事の常だとはいえ、これじゃ寝る時間がないんじゃないかと思うとちょっと心配だ。まあ私もこの調子じゃ今日は眠れそうにないんだけれど。

　水でも飲んでこようと部屋から出た私は玄関から開錠の音が聞こえ、廊下で足を止めた。

「周防さん……、お帰りなさい」

「あれ、お前起きてたのか？」

　玄関の扉を開け入ってきた周防さんに駆け寄れば、とても分かりやすくお酒と煙草のにおいがした。

「遅かったですね、飲みに行ってたんですか？」

「んー。演出家の橋はし本もとさんが来ててさ、俺あの人に世話になってるから誘われたら断れねえんだよ」

　周防さんはそう話しながら靴を脱いだけれど、玄関にあがるなり廊下に座り込んでしまった。

「大丈夫ですか？　お水持ってきます？」

「いや、いい。それより立たせてくれ」

　お酒には結構強い周防さんが、珍しく深酔いしているみたいだ。営業は飲むのも仕事のうちなんて言われるけど、大変だなあと感じざるを得ない。

　すっかり脱力している周防さんに肩を貸そうと、しゃがんで彼の腕を取ろうとしたときだった。

「え……っ」

　まるで罠わなのように周防さんは近づいた私を抱き込み、ギュウッと腕の中に閉じ込めてしまった。

　外から帰ってきたばかりのひんやりとしたコートの感触、お酒と煙草とフゼアのラストノートが混じった大人の男性の香り。そのふたつに包まれて、私の胸が痛いほど高鳴る。

「す……周防、さ……」

「お前、もしかして俺が帰るの待っててくれたのか？」

「え？　いえ、っていうか、あの……」

「それとも俺がいなくて寂しくて眠れなかった？」

　やっぱりかなり酔っぱらっているらしい。周防さんは私を抱きしめたままニコニコととろけそうな笑顔で頬を擦り寄せてくる。

「かわいいなあ、お前は。本当にかわいい」

　そう言って顔にキスの雨を降らせてくるものだから、私は赤くなりながら焦って彼の腕から抜け出そうとした。けれど酔っぱらっているのに腕の力はしっかりしていて、私の体をがっちり拘束している。

「ちょ、ちょっと。周防さん、ストップ！　ストップ！」

「ははは、お前顔真っ赤。そういうとこもほんっとかわいい。まったく、そんなにかわいいと襲っちまうぞ」

　冗談めかして言いながらも、周防さんは私の首筋をカプリと甘噛みした。

　首筋に唇や歯が当たる初めての感触に、思わずビクリと肩が跳ねる。

「や、やだ……」

　ただでさえドキドキしていた心臓がさらに加速を始める。緊張のあまり全身がこわばって、彼の体を押しのける腕に力が入らない。

　恋人なのだからいつかこういう日が来るかもしれないと漠然と思ってはいたけれど、いざとなるとやっぱりちょっと怖い。自分が相手から性的に求められているのだと初めて実感することは、想像以上に私を緊張させた。

「梓希」

　首筋にキスしたり甘噛みしたりしながら、周防さんの右手がパジャマの上から私の胸に触れる。

　ますます緊張が募って声も出せなくなった私は、小さく震えながら目を固く閉じることしかできない。

　心臓が壊れそうなくらいドキドキしている。顔が熱い。顔だけじゃない、体の奥も熱くてなんだかすごく変な気分だ。

　吐息を聞かれるのすら恥ずかしい気がして、唇をギュッと噛みしめた。

（熱い……周防さんの唇も手もすごく熱い……違う、触れられたとこが熱くなってるの？　なんかもうよく分かんない……）

　早鐘を打つ鼓動に翻ほん弄ろうされたまま震えてひたすら固まっていると、私を抱きしめていた腕がパッと緩んだ。

　おそるおそる目を開けてみると周防さんはものすごく照れたような困ったような顔をしていて、「冗談だよ。ごめんな」と私の頭を軽く撫でてから自力で立ち上がった。

「シャワー浴びて少し寝るわ。お前もあったかくして寝とけ」

　そう言って少し足取りがおぼつかないながらもお風呂場へ行ってしまった彼の後ろ姿を見ながら、私は廊下に座り込んだまま立てないでいた。

（びっくりした……）

　まだ手が小さく震えている。ふーっと大きく息を吐き出すとようやく少し気持ちが落ち着いたけれど、代わりに今度は力が抜けて立つ気力がなくなってしまった。

（冗談……って言ってた。からかわれただけなのかな）

　――『よーっぽど真面目で相手を大切に思ってるか、あるいは性的な関心が湧かないか』

　ふと、和花ちゃんの台詞が頭によぎって、なぜだか胸がきゅうっと締めつけられた。

　ひんやりと冷えた玄関の廊下にはまだ周防さんと冬の空気のにおいが残っていて、私はぼんやりと天井を見上げながら自分の両腕を軽くさすった。




　翌朝……とはいっても周防さんが帰ってきてからわずか三時間後。

「おはよう。今日の朝飯なに？」

　キッチンでサラダを作っていた私に、寝室から出てきた周防さんはいたって変わらぬ様子で話しかけてきた。

「おはようございます。えっと、今日は……今日もパンとサラダとハムと卵です。毎日代わり映えのしないメニューですみません……」

「全然。俺はお前の作る朝飯好きだよ」

　そう言ってカウンターに差し出したコーヒーを受け取り、周防さんはダイニングの椅子に座ってタブレットでニュースを見始めた。

　いつもと同じ朝の光景なのに、コーヒーカップを持つ武骨な手に、ニュースを読む伏し目の睫毛の長さに、カップに口づける唇に、私はなんだかドキドキしてしまう。

（さっきあんなことがあったのに、周防さんは全然普通だな……。私ひとりだけ意識してて、なんか馬鹿みたい）

　涼しい顔をしてコーヒーを飲んでいる周防さんを見ていると、あれから一睡もできなかった自分が間抜けに思えてきた。

　さっきのは酔った勢いの悪戯で、彼は覚えてすらいないのかもしれない。

　切ったトマトを器に盛りつけながら、私は心の中で語りかける。

（和花ちゃん、やっぱり周防さんは私に性的な魅力なんか感じてないみたいだよ）

　それは正しくないこの恋に於おいて、私の貞操が保障される非常によいことのはずなのに。

　ガラスの器を持つ自分の子供っぽい手が、今日はやけにコンプレックスを刺激した。




　翌週の土曜日。

　例のアーティストイベントの後、私は近くのカフェで小宮山さんと話をしていた。

　一度は断ろうと思っていた彼の相談を結局聞くことにしたのは、ふたりきりではなかったからだ。

「こちら、由ゆ良らさん。最近僕のアシスタントをしてもらってるんだ」

　そう言って紹介されたのは、まだ大学生だという年若い女の子だった。

「はじめまして、由良です。三カ月前から小宮山先生のもとで、カメラを教わっています」

「ご丁寧にどうも。椛田です。しののめ広告でデザイナーをしています」

　由良さんと無難な挨拶を交わしながら、私は安堵と疑問の入り混じった気持ちを抱いていた。

　和花ちゃんの予想が外れ、デートの口実ではなく純粋な相談らしいのはよかったけれど、だとすると私なんかにいったいなにを相談するのだろう？

　私ごとき、小宮山さんに比べたら仕事の経験も横の繋がりも圧倒的に少ない。私が彼の力になってあげられることなんてあるのか疑問だった。

「今日はふたりきりより女の子に同席してもらった方がいいと思ってね」

　向かいの席に座った小宮山さんは、いつものように穏やかな笑顔でニコニコと言う。

（女の子が同席した方がいい？　いったいなんの話だろ）

　ますます相談事の見当がつかなくなった私は曖あい昧まいな笑みを返してから、運ばれてきた抹茶ラテをひと口飲んだ。

「実はね、来年ちょっと大きい個展を開く予定なんだ。スポンサーがついてくれてね、反響次第で写真集の出版も視野に入れてる」

「わあ、すごい！　おめでとうございます！」

　思わぬおめでたい話に、パッと顔が綻んだ。もしかしてそれに関するお手伝いを頼みたいのだろうか。それならば喜んで引き受けさせてもらいたい。

　けれど、ニコニコとしながら小宮山さんが続けて話した内容は、私の想像のはるか斜め上をいくものだった。

「それで個展用に新しい写真を撮り下ろすつもりなんだけど、ぜひ梓希さんにお願いしたいことがあって」

「いいですよ。私にできることでしたらなんでも言ってください。お力になりたいです」

「本当？　じゃあ単刀直入に言うね。――梓希さん、僕にあなたのヌードを撮らせてもらえませんか？」

「それくらい、おやすいごよ……ええええぇっ!?」

　思わず大声をあげてしまい、カフェ中の視線がこちらに向けられる。

　慌てて口を手で押さえてから『え？　え？　今なんて？』という視線を小宮山さんに向けた。

「驚かせちゃってごめんね。でも真剣なお願いなんだ。実はずっと梓希さんを撮ってみたいと思ってて。僕は自分の作風を自分で理解しているつもりだけど、梓希さんの柔らかなイメージは僕の世界観にぴったりなんだ。今度の個展はカメラマンとして僕の真価が問われる。梓希さんにはぜひ僕の世界のミューズになってもらいたい」

　こんなお願いをされるだなんて、いったいどうして予想できようか。

　当然だけれど私は写真のモデルなんてやったことはない。ましてやコンプレックスだらけの体を撮ってもらって人に見せるだなんて、できるわけがない。

「ご、ごめんなさい。無理です。モデルなんてやったことないし、そもそも……私なんてモデルになれるような顔でも体でもないです。ごめんなさい」

　申し訳ないけれどとても力になれそうにないと思い、素直にお断りする。

　すると小宮山さんは「そんなことない！」と、彼らしくないほど熱のこもった口調で返した。

「梓希さんはすごく綺麗だ。大人の女性の魅力を内包しながら少女のような透き通った輝きも持っている。その表情も、雰囲気も、あなたを形どっている顔も体も、すごくすごく素敵だ。僕の世界に在ってほしい女性はあなたしかいない」

　カメラマンが被写体のテンションを上げるため、わりと情熱的な言葉を口にすることは知っている。でもそれがいざ自分に向けられるとなると、どうしようもない恥ずかしさとこそばゆさと、けれども、うっとりするような喜びに襲われ、私は頭が沸騰しそうになった。

「そ、そ、そんなことないです、それは小宮山さんの錯覚です……。私本当にただのおデブで、写真に撮られる価値とかありませんから」

「そんなふうに思うのは、梓希さんが自分の美しさに気づいてないからだよ。僕ならあなたを目覚めさせてあげられる。僕のファインダーを通してあなたはさなぎから蝶へと生まれ変わるんだ」

「私もそう思います。椛田さんは同性の私から見ても魅力的です。先生の写真ならばきっとその魅力を最大に開花させると思います。私も先生が撮った椛田さんが見たいです」

　由良さんまで参戦してきて、私はますます惑乱する。

　顔を赤くさせながら「でも、でも……」と戸惑っていると、ハッとした様子で小宮山さんが前のめりになっていた姿勢を戻した。

「ごめん、熱くなっちゃって……。強要するつもりはもちろんないから安心して。でも、少しでも前向きに考えてもらえたなら嬉しいな」

　頬をかきながら眉尻を下げて微笑む小宮山さんを見て、私の中に迷いが生じる。

　できることなら力になりたい気持ちは変わらない。それに……自信なんて全然ないけれど、自分では分からなかった魅力を一生懸命に語ってもらえたのは、正直すごく嬉しかった。

「えっと、あの……それってヌードじゃなきゃ駄目なんですか……？」

　服を着たフォト一枚くらいならいいんじゃないかという気持ちが湧いてくる。

　小宮山さんの世界のミューズなんて大それたものは無理でも、たくさんある作品の一枚くらいなら私でも協力できるんじゃないかと。

　少しだけ前向きな様子を見せた私に、小宮山さんの目が輝いた。

「そうだよね、いきなりヌードなんて言われたら抵抗感があって当然だよね。でもヌードっていっても卑ひ猥わいなものじゃないから。梓希さんの持つ独特の柔らかさや透明感を最大限に引き出すための手段なんだ。もちろん梓希さんが見せたくない場所は、布や小物で覆って写さないようにするから」

「現場ももちろん先生以外は女性スタッフのみにします。椛田さんを嫌な気持ちには絶対させませんから安心してください」

　どうやらヌードであることは決定事項らしい。そうなるとやっぱり引き受けることはできないと思う。

　だって自分の裸を知り合いどころか不特定多数の人に見せるなんてとても無理だし、それに小宮山さんに撮られるのだって恥ずかしい。

　……ただ。彼のレンズを通したら自分がどんなふうに見えるのかは、正直興味があった。

　私だってアーティストのはしくれだ。憧れのカメラマンに撮ってもらえることが、どれほど素晴らしいことかくらい理解している。

　それに――。

（こんな私でも小宮山さんが撮ってくれる写真なら、綺麗に見えるのかな……）

　ふとそんな考えがよぎり、百パーセント無理だと思っていた心の壁にかすかな亀裂が走った。

「す……少し、考えさせてください」

　無理だ、恥ずかしい、ありえないという気持ちの中に『綺麗に撮ってもらった私を見てもらいたい』という願望が小さく芽吹く。

（……見てもらいたい……って、誰に？）

　そんな自問自答は目の前の小宮山さんの笑顔と、「うん、よく考えて。でも絶対後悔させないから」と言って握られた手の感触で吹き飛んだ。




（――やっぱ、どうかしてたかも。モデルでもないただの会社員の私が、すっぽんぽんの写真なんてさらせるわけないじゃん）

　帰宅した私はリビングのソファにぐんにゃりともたれかかりながら、今日のことを改めて考えていた。

　一瞬でも撮ってもらいたいと思ったなんて、小宮山さんの情熱に押されて思考がおかしくなっていたとしか思えない。私みたいな大福餅が脱いだところで、知人友人にドン引かれ、両親に嘆かれるのがオチだ。

「無理無理。やっぱありえないって」

　ひとり苦笑して呟き、ひじかけにもたれかからせていた体を起こす。

　今日は周防さんもどこかへ出かけたみたいで、夕方私が帰ってきたときには彼は家にいなかった。

　時計の針は午後五時を少し過ぎたけれど、彼から帰宅の旨を報せる連絡はない。

（どこ行ったんだろ、周防さん。晩ご飯別々とは言ってなかったけど……そろそろ帰ってくるのかな）

　周防さんの交友関係はめちゃくちゃ広い。仕事柄と彼の性格もあってか、私的な友人から仕事がらみのお付き合いまで、常にお誘いの声がかかっている状態だ。

　別行動するときは必ず誰とどこへ行くかは伝えていってくれるのだけど、はっきり言って私は把握しきれていない。

（退職した先輩と飲みに行くって言ってたっけ？　あれ、それは今週の木曜日だっけ？）

　そんなことを考えていたら、テーブルに置いていたスマートフォンからメッセージの着信音が鳴った。逸る気持ちで手に取れば、それは案の定、周防さんからだった。

　けれど。

「……なに、これ……？」

【今日は会えて嬉しかった。ゆっくりできなくてごめんな。また必ず時間作るから、今度はふたりきりで会おう。愛してる】

　どう考えても私宛てではないその内容に、目を見張って動けなくなる。

　一瞬意味が分からなかったけれど、それが〝他の誰かへ送るはずだったメッセージの誤爆〟だと理解して、手のひらに嫌な汗が滲んだ。

（〝ふたりきりで会おう〟ってどういうこと？　〝愛してる〟って……え？　どうして？）

　胸が不快にざわつく。

〝浮気〟という単語が浮かんだけれど、すぐに疑問で頭がいっぱいになった。

（惚れ薬が効いてるのに、浮気ってできるものなの？　まさか……惚れ薬の効果が切れた？　それとも私に惚れてるだけであって、浮気や二股は可能ってことなの？）

　なにがなんだか分からなくて頭がグルグルする。けれど、周防さんの様子が今朝もいつもと変わらなかったことを思うと、惚れ薬が切れたというよりは浮気か二股の可能性の方が大きいような気がした。

　途端に胸がズキンと痛んで、涙が込み上げてくる。

　自分でもどうしてこんなにショックなのか理解できない。だってこの恋は偽物で、周防さんは薬のせいで私に惚れているだけで、そのうえ私は彼のことをなんとも思っていないはずなのだから。

　それなのに、浮気かもしれないと思っただけでポロポロと涙があふれていく。

　意味が分からない。悲しくて悔しくて寂しくてつらくて、こんな最悪な気分初めてだ。

　好きな相手にはすごく誠実で優しい人だと思ったのに。本当に周防さんの恋人になれたらすごく幸せだと思ったのに。浮気する人だなんて思わなかった。

（私じゃエッチする気になれないから、浮気したのかな……）

　自分で自分に追い打ちをかけるようなことを考えてしまい、ますます泣けてくる。

　惚れ薬の効果をもってしても彼にとって私は抱きたいと思えない存在だなんて、あまりにも惨みじめだ。

「もうやだ、こんなの……こんな恋、最低……っ」

　膝を抱えて泣きながら、私は逸らせなくなった自分の心と向き合う。

　周防さんに女として魅力を感じてもらえないことも、浮気されたかもしれないことも、どうしてこんなに苦しいのか――。

　いつしか私の方が彼に心惹かれていたんだと、偽物の恋に溺れていた自分に気がついて、その馬鹿さ加減にますます涙があふれた。

「ただいまー。梓希、帰ってるのか？」

　周防さんが帰ってきたのは、それから一時間後のことだった。

　誤爆したことに気がついたのか、メッセージはあれからすぐに送信取り消しされた。謝罪や言い訳が送られてこなかったところを見ると、なかったことにしてシラをきるつもりだろうか。

「なんだ、いるなら返事しろよ。晩飯まだだろ？　なにか食べに行くか」

　私の部屋としてあてがわれている書斎のドアを開き、周防さんは部屋の隅で座り込んでいる私の背に呼びかける。

　ご飯を食べに行くどころか彼の顔を見るのも今は抵抗があるけれど、怒ってだんまりなのはかわいくないと思い、渋々と振り向いた。

「……なんだ？　調子でも悪いのか？」

　そう言って周防さんは部屋に入ってくると、私の前まで歩を進める。

　そのとき、ふわりとお風呂上がりのような香りが鼻をかすめて、私はうっかり泣きだしそうな顔になってしまった。

「どうした、すごい顔して。また風邪でもひいたのか」

　おでこに当てられそうになった手を避けるように顔を俯かせると、「梓希？」と不思議そうな声が頭の上から聞こえた。

「ど……どこ行ってたんですか」

　まだ浮気って決まったわけじゃない。確定するまでは責めたり泣いたりしちゃいけないと自分に言い聞かせ、全身全霊で冷静を装う。

「どこって……言っただろ、取引先のフットサルチームの助っ人だって」

「じゃあどうしてシャンプーとかボディーソープのにおいがするんですか」

「は？　そりゃ試合の後にシャワー浴びてきたからに決まってるだろ。お前いいのか？　俺が汗と泥まみれのまま帰ってきても」

　妙なことを尋ねる私に、周防さんはだんだんと表情を怪訝そうに変えていった。

「お前、なんか変だぞ。どうしたんだよ、ちゃんと言え」

　しゃがんで目の高さを合わせた周防さんは、手を伸ばし私の顎を掴んで上向かせると、じっと顔を覗き込んでくる。悪いことをしていないはずなのに、私の方が目を逸らしたくなってしまうのはなぜなんだろう。

「……メッセージ、見ました」

「メッセージ？」

「だ……誰に送るつもりだったんですか？」

　自分はこういう場面に弱かったんだなと、知りたくなかった発見をしてしまう。

　これがいわゆる修羅場というものだろうか。冷静になりたくても気持ちのコントロールが効かず、気を抜けば泣いてしまいそうだし、嫌みで責めるような言い方しかできない。

　こんな自分はすごく嫌だなと思うのに、ちゃんと話し合える余裕がなかった。

「メッセージっていつのだ？　今日俺、お前になんか送ったっけ？」

「とぼけないでください！　周防さんが消す前に私見たんだから！」

　駄目だ、私本当にかわいくない。確定したわけでもないのに責めるなんて、すごく嫌な女になってる。

　そんな自分が情けなくて、周防さんがメッセージをとぼけたことが悲しくて、私はこらえていた涙をついにジャブジャブとあふれさせてしまった。

「ちょっ……、どうしたんだよお前？　おい、落ち着けって」

　泣きだしてしまった私にびっくりして、周防さんが慌てて手近にあったティッシュで涙を拭う。

「周防さん浮気してる～！　私知ってるんだからあ～！」

　子供のようにわんわん泣きながら訴えれば、周防さんは「はぁっ!?」とものすごく驚いた声を出した。

「なに言ってるんだお前!?　マジで意味が分かんねえ。俺が浮気とか絶対ねえよ」

「だって浮気相手に送るメッセージ、私に誤爆したじゃないですかあ～」

「だからさっきから言ってるそのメッセージってなんだよ？　見せてみろよ」

「あるわけないじゃないですか、自分で消したくせに～」

「はあ？　お前本当になに言ってるんだ？　寝ぼけてるんじゃないのか？」

　なんと不毛な会話だろう。すでに消された証拠を巡めぐって、浮気してるしてないの水掛け論。こんなの絶対解決するはずがない。

　周防さんもやってられないと思ったのか、呆れたように特大のため息をひとつ吐き捨てると、涙と鼻水でぐしゃぐしゃになってる私の顔を強引に胸に抱き寄せた。

「あー馬鹿らしい。なんで俺が浮気なんか疑われなくちゃなんねえんだよ。言っとくけど俺、めちゃくちゃお前のこと好きだぞ」

　なにひとつ解決していないというのに、その言葉が、抱き寄せてくれる手が嬉しいと感じてしまう。胸がキュッと締めつけられて、切なさと幸福に溺れそうになる。

　……けれど。

「そ、それは知ってます。でも……周防さん、私じゃ女としての魅力を感じないんでしょ？　だから他の女の人とそういうことするんでしょ？」

　彼が私のことをめちゃくちゃ好きなのは、惚れ薬が効いているのだから当たり前だ。それも虚しいけれど、問題は惚れ薬でもどうにもならないほど、彼が私に性的な魅力を感じないということだ。

　つくづく情けないと思う。恋心すら偽物で、女としても魅力を感じてもらえず浮気をされるなんて。しかも私の方が周防さんに本当に恋してしまって、こんなに醜態をさらすはめになるなんて。

　どこまでも格好悪い自分が嫌になってまた泣きそうになっていると、周防さんは胸から私を引きはがして、「だからどうしてそうなるんだよ！」と眉間にしわを刻んで言った。それから目に涙をためている私の顔をじっと見て言葉を詰まらせ、「お前……」と呟いてから表情を真剣なものに変えた。

「お前、もしかして……俺に抱かれたいのか？」

　ものすごくストレートに聞かれ、恥ずかしさのあまり頭の中が一瞬でパニックになる。

「ちっ……違っ……！」

　ぶんぶんと首を横に振りながら、顔が真っ赤になってしまう。

　別に抱いてほしいわけじゃなくて、ただ周防さんに女として魅力を感じてもらえなかったのが悲しかっただけだ。

　……あれ？　でもそれってつまりは抱かれたかったってこと？

「違うのか？」

　まるでこちらの心を読んだみたいに、周防さんが私の頬を両手で包み顔を近づけてくる。

「わ、分かんない……」

　もう頭が混乱しすぎて素直に白旗を上げれば、周防さんは「馬鹿」と小さく呟いてから唇を重ねてきた。

「ん……ん、っ、ぅ……んん」

　いきなりの深いキス。

　唇を割って強引に進入してきた舌は口腔をマーキングするみたいにあちこちねぶり、私の舌に自分の舌を押しつけて絡ませることを強要する。

「ふ……ぁ、あ……」

　拙つたないながらも絡めようと舌を伸ばせば、周防さんはそれを舌で撫で、吸い、甘噛みをして遊んだ。

　重なり合う唇の隙間から卑猥な水音が漏れ、乱れた呼吸の音と一緒に耳に届く。

　周防さんとキスは何回もしたことがあるけれど、こんなにみだらなキスは初めてだ。

　息を乱しながら周防さんは私の舌も唇も歯列も食んでねぶっていく。まるでお腹をすかせたオオカミが、私を食べつくしてしまおうとしているみたいに。

（周防さんケダモノっぽい……、なんかスイッチ入っちゃった？）

　明らかにいつもと違う様子に、胸がドキドキと高鳴る。

　激しいキスに唾液が口からこぼれ、それを手で拭おうとしたとき、周防さんが唇を離し唾液を舌で舐なめとった。

（なんか……周防さん、いやらしい！　やることいちいちエロい！）

　周防さんは私の両手首を掴むと、再びキスしそうなくらい顔を近づけて口を開く。

「早く言えよ、そういうことは。こっちはずっと我慢してやってたんだぞ。俺はてっきりお前が抱かれるの嫌がってると思ったから――」

「え？」

　驚くことを言われ、目を丸くしたときだった。手元に置いておいたスマートフォンが着信メロディを鳴らし始め、高まったムードが一変する。

　今は電話に出てる場合じゃないと思い無視しようとしたけれど、軽快なメロディはなかなか止まらず、微妙な空気に耐え切れなくなった周防さんがついに「……出ろよ」と掴んでいた手首を離した。

「はい、椛田です」

　こんなときに電話に出るのは妙な気恥ずかしさがあるなと思いながら通話をタッチすれば、受話口の向こうからは《もしもし、小宮山です》と柔らかな声が聞こえた。

「こ……小宮山さん！　あの、えっと、さっきはお茶ごちそうさまでした！」

　よりによって今、小宮山さんからかかってくるなんて！　ただでさえ抱いていた妙な恥ずかしさがさらに増したみたいで、私は変なテンションでしゃべってしまう。

《こちらこそ、時間作ってくれてありがとう。ごめんね、急にあんなことお願いしちゃって。びっくりしたよね。頼み方も強引だったなって反省したんだ。それで、梓希さんに嫌な思いさせてたら謝りたいと思って。ごめんね》

　ああ、やっぱり小宮山さんは優しい。大切なお願い事をされたのに快い返事をしなかった私に、こんなに気を使ってくれる。

「とんでもないです。私こそ……すぐにお返事できなくてごめんなさい」

《気にしないで。本当ならこんな頼み事、怒って断られても当然なのに。考えてくれるなんて、梓希さんは優しいね》

　お断りするつもりだったのに、そんな言われ方をすると罪悪感が湧いてしまう。

　困っているうちに、小宮山さんは《それじゃあ、もし気持ちが決まったら連絡してね》と告げて通話は終わり、私はうーんと眉間にしわを刻んでスマートフォンを置いた。すると。

「おい」

　不機嫌オーラ全開の声で呼びかけられ、私は周防さんを待たせていたことをハッと思い出した。

「あ、ごめんなさい。お待たせしました……？」

　いいムードの途中だったけれど、『お待たせしました』もなんかおかしいなと小首を傾げると、再び重低音の声で「おい」と呼びかけられ、こめかみに汗が伝った。

「お前……今日、小宮山さんと会ってたのか」

「え？　ああ、小宮山さんもイベントに出席されてたんで会いましたよ」

「『お茶ごちそうさま』ってなんだよ、ふたりで会ってたのか？」

　ものすごく不機嫌そうな周防さんから恐ろしい圧を感じて、私は彼がなにか誤解していることに気づく。

　これはヤバい、小宮山さんとデートしてたなんて思われたら、周防さんの心臓が止まってしまう。

「ふ、ふたりじゃないです、小宮山さんのアシスタントの子も一緒で三人です。イベント後にちょっと相談を受けてただけです」

　焦りながらそう説明すれば、「……ふーん」と言った周防さんから少しだけ圧が消えた。よかった。

「で、相談ってなんだよ」

　それでも周防さんはあぐらに頬杖をつき、不愉快さ丸出しで尋ねる。

「小宮山さん、今度個展開くそうなんです。それで、私にヌードモデルをしてほしいって」

　変な誤解をされないために、正直に言った方がいいと考えた私は馬鹿だった。大馬鹿だった。

「はあぁあ!?」

　驚きと怒りの混じった声で叫んだ周防さんは勢いよく立ち上がると、「っざけんな！」と私の真上から雷を落とした。

「なに考えてんだあのムッツリスケベ野郎！　ふざけんな！　おい、お前もちろん一発ぶん殴って断ってきたんだろうな!?」

　まさか周防さんを怒らせると思っていなかった私は、活火山のように手のつけられなくなった彼を前に「ひぃぃ」とおののきながらガクガクと震える。

「こ、小宮山さんはカメラマンですよ？　スケベじゃなく芸術なんだから怒らないでくださいぃ」

　芸術方面に身を置く私でもヌードモデルには抵抗があるのだから、そうではない周防さんがすんなり理解できるはずがなくて当然だった。そんな予測もできず素直に話した自分が馬鹿だったと激しく反省する。

「カメラマンだったら欲情しないとでも思ってんのか、この馬鹿！　芸術だか個展だか知らねえが、ヌードモデルなんて絶対に！　絶っ対にさせねえからな！」

　もはやとりつくしまもない。怒れる火山となった彼を前になすすべもない私だったけれど、ここまで頭ごなしにメタくそ言われるのは、アーティストのはしくれとして少しムッとした。

「わ……私だってヌードなんて恥ずかしいし、自分なんかができるとは思ってません。でも……下品な目で見ないでください。小宮山さんの写真はスケベとか欲情とかそういうものじゃないです。柔らかい世界観がすごく温かくて、見る人を癒してくれるような作品です。そんな素晴らしい世界のモデルに……私を選んでくれたんです。小宮山さん、私のことすごく褒めてくださいました。『大人の女性の魅力を内包しながら少女のような透き通った輝きも持っている』って……嬉しかった。自分ではコンプレックスばっかりで魅力なんてないと思ってたから。だから……小宮山さんのこと悪く言わないでください。周防さんには分からないかもしれないけれど、アーティストってそういうものなんです。スケベとかそういう次元じゃなく、性も美に昇華させられる人たちなんです」

　つい熱がこもってしまって、すごく嫌みな言い方になってしまったと後悔したときには、言葉は口から出た後だった。

　一度なにかを言おうと口を開きかけ、けれどもなにも言わず唇を引き結んだ周防さんはくるりと背を向けると、「……勝手にしろ」とだけ残して部屋を出ていってしまった。

　パタンと閉められたドアを瞳に映しながら、私はものすごい寂しさと不安に襲われる。

（なんで周防さんのこと好きって自覚した途端、こんなことになっちゃうの。恋なんか全然うまくいかない。もうやだあ）

　結局真相の分からなかった誤爆メッセージのこともあり、私の気持ちは地の底まで落ちていく。

　惚れ薬の力があるのに全然うまくいかない自分の恋愛力のなさが本当に嫌になった。




　同棲中のケンカがこんなに困ったものだと痛感したのは、それから五時間後のことだった。

「……お腹すいた……」

　あれからずっと部屋に閉じこもって悲嘆に暮れていた私は、やがて自分の行動範囲に悩みだした。

　お腹すいたし喉渇いたしお風呂にも入りたい。けれど部屋から出れば周防さんと顔を合わせてしまう。それはなんだかとても気まずい。

　こういうときケンカした相手がひとつ屋根の下にいるってなんて不便なんだろうと、私は初めて知る苦悩を噛みしめた。

「駄目だ、このままじゃ干上がってしまう。命には代えられない」

　腹を括くくった私はそーっと部屋を出て、キッチンへと向かった。どうやら周防さんはお風呂に入っているようだ。バスルームの方から音が聞こえる。

　顔を合わせずに済むチャンスだと思い意気揚々とキッチンへ入った私は、ダイニングのテーブルを見て動きを止めた。

　そこには、ふたり分のご飯が用意されラップがかけてあった。

（もしかして……ご飯作ってくれてたの？　しかも食べないで待っててくれたの？）

　驚いて目を見開いたまま固まっていると、ダイニングのドアが開く音がして、私は焦って振り返った。

「……食うか？　腹減っただろ」

　そこには濡れた髪をタオルで拭きながら立っている周防さんがいた。

　……私は、恋人も同棲も初めてだから。ケンカした後でもご飯を作って待っていてくれるのが普通のことなのかどうか分からない。けど。

「……食べます」

　きっとまだ腹が立っているだろうに彼がご飯を作ってくれたことが、私はすごくすごく嬉しかった。

　それは、心の中でグズグズ燻くすぶっていた嫌な気持ちが全部なくなっちゃうほどに。

「今味噌汁あっためるから。お前、おかずレンジに入れてくれ」

　キッチンに立った周防さんの指示に従って、私はお皿をふたつレンジへ持っていく。あたためのスイッチを押して、食器棚からお椀をふたつ出しながら口を開いた。

「さっきはごめんなさい」

「俺も。お前らの仕事すぐそばで見てるくせに、無神経な言い方して悪かった」

　それはお互い、ご飯の準備をしながらなにげない会話を交わすような自然な感じで。

「はい」とお椀を手渡したとき初めて目が合って、私たちはどちらともなく恥ずかしそうに笑みをこぼした。

　周防さんと一緒に暮らしていてよかったと、心から思った瞬間だった。




「だから、本当の本当にそんなメッセージ送ってない。神様仏様閻えん魔ま様に誓ったっていい。あと芸術でもお前の裸を他の男に見せるのは死んでも嫌だ」

「だからモデルはやりませんってば。そんな勇気ないです。あと、メッセージ見たのは本当です。夢でも幻でもありません。あ、この海老団子おいしい」

　ダイニングテーブルで向かい合ってご飯を食べながら、そんな会話を交わした。

　仲直りはしたもののお互いまだ不満も不安もあるままだ。そこは今度こそ冷静に話し合わなくちゃいけない。

　とりあえずまあ、ヌードモデルの件はお断りすると決めたからいいものの。問題は誤爆メッセージのことだった。周防さんは絶対送ってないって言うし、でも私は絶対に見たのだ。彼が嘘をついているようにも思えない。

「そうだ。メッセージは残ってないけど……」

　ふと思い立って私はスマートフォンを手にすると、メッセージアプリの画面を開いて見せる。

「あった。ほら、【メッセージの送信を取り消しました】って」

　メッセージそのものは消去されてしまっているけれど、それを取り消した通知はトーク画面に残っているのだ。

　周防さんは私の差し出したスマートフォンを受け取ると、画面を眺めて「なんだこれ」と呟いた後しばらく黙ってしまった。

　その表情が少しだけ険しく見えた気がして、私は一瞬ドキリとする。

　けれど周防さんはすぐに表情を呆れたものに変えると、スマートフォンを私の手に戻して軽い口調で言った。

「悪戯されたかも。俺今日、お前の話しちゃったから、悪ふざけ好きなやつが冗談のつもりでやった可能性あるな」

　そう言われると、そうなのかなと思えてくる。ここまで否定しているのだから周防さんが送ったというよりは、その可能性の方が高いような気がした。

　そして周防さんは「後で調べとくよ」と言って再びご飯を食べ始め、この話題は終わった。




　食事を終えた後、お風呂を済ませた私は冷たいミネラルウオーターを飲みながら、リビングのソファでテレビを観ていた。

　色々なことがあった一日だけど寝るまでにすっきりできてよかったと、ようやく安らいだ気分を満喫する。すると。

「お前、明日なんか用事あるのか」

　アイスを手にした周防さんがやって来て、私の隣に腰を下ろした。

　別にそれは普通の光景なのだけれど……いつもより距離が近い、というかほぼ密着した状態なのが気になる。

「明日は特に……。周防さん午後からジム行くなら、一緒に行きます」

「そっか。じゃあ朝はのんびりできるな」

　そう言って周防さんは小さな個別包装を開けると、ひと口大のチョコレートアイスを私の口の前に差し出してくる。

「……この時間にアイスは食べないです。太るから」

「一個ぐらいで太らねえよ。いいから食え」

　なんと周防さんはグイグイと私の口にアイスを押しつけてきた。なんつー強引な。

　周防さんって最初は惚れた相手に対してすごく丁寧で優しいと思ってたけれど、慣れてくると案外普段と変わらないんだなと最近思う。

　仕方なくアイスをパクリと口で受け取る。

　カロリーが気になるなあと思いながらも舌の上でコーティングのチョコが溶け、中のバニラの甘さに頬が緩みそうになったときだった。

「――ん……っ」

　周防さんが私の顔を両手で包み、深く唇を重ねてきた。口の中に強引に入り込んできた舌が私の舌の上のアイスを舐めて溶かし、甘さを共有して奪われる。

「あ……、ん、ん……」

　なんだか変な感じだ。チョコもバニラもふたりの唾液も甘く溶けて混じり合って、コクリと喉を鳴らしてそれを飲み込めば、媚び薬やくみたいに体が熱くなった気がした。

「……梓希」

　私の舌をおいしそうに舐めてから、周防さんが呼ぶ。

「かわいい。甘い。全部食べちゃいたい。お前本当かわいい」

　吐息交じりの声で囁きながら、周防さんはピチャピチャと音を立てて唇についたチョコを舐めとっていく。くすぐったくて、体がゾクゾクと震えた。

「柔らかい体もいいにおいのする肌も髪も、半分寝てる雪だるまみたいな顔も、ちょっと阿呆なところも、全部世界一かわいい」

　……なんか引っかかる部分もあるけれど、もしかして一生懸命褒めようとしてくれているのだろうか。

（あ。もしかして……私が小宮山さんに褒められて嬉しかったって話したから？）

　そんなことに気がついて、胸がキュッと締めつけられる。

　周防さんって仕事ではいくらでも美辞麗句を並べられるし、人当たりも完璧にいいけれど、恋人にはちょっとだけ不器用だ。

　それはきっと彼なりの誠実の表れ。ひと欠片かけらの嘘もない本当の彼で接してくれてるからだって、だんだん分かってきた。

　そしてそこに、溺れるほどの愛があることも。

（……嬉しい。私、周防さんのことすごく好きみたい）

　彼のことを知れば知るほど、どんどん恋に落ちていく。今まで自覚がなかったのが嘘みたいに胸が高鳴って、キスされるたびに心も体も溶けそうになった。

　――けれど。

「梓希……愛してる」

　周防さんが再び唇を重ね、私の胸にそっと触れたとき。

「あ……、だ、駄目……っ」

　私は腕を突っ張って、密着していた彼の体を押し離した。

　周防さんは一瞬驚いた顔をしたけれど、すぐに「怖いか？」と表情を緩め優しく髪を撫でてくれた。

　私はどんな顔をしていいか分からないまま首を横に振り、「まだ……その、待ってください」と懇願する。

　周防さんに……好きな人に抱かれたいと思う。けれど、今は違う。

　彼は私を好きじゃない。惚れ薬のせいで私を好きだと思い込まされているだけ。

　私は――本当に私を好きな周防さんに、抱かれたい。

「ごめんなさい。あの……周防さんに、だ、抱かれたいです。でも、もう少し……もうしばらく待ってほしいんです」

　本気で彼を好きになってしまったから、嘘の恋のまま結ばれるのは嫌だと思った。

　惚れ薬の効果を解いてこの恋をゼロに戻してから、私の本当の恋は始まる。オカルトにもスピリチュアルにも頼らず自分の力だけで彼を振り向かせ、好きになってもらうんだ。

　抱かれたいと言いながらストップをかけた私に、周防さんは驚きと困惑をないまぜにした表情を浮かべている。

「もう少し待てって……シャワー浴びてくるってことか？　あれ？　さっき風呂入ったばっかだよな？」

「そうじゃなく、もっと……その、数日っていうか……数カ月単位で……」

「数カ月!?」

　目を真ん丸に見開いて、周防さんが大声をあげる。

　そりゃそうだ。男の人の事情というものがどんななのかあまりよく知らないけれど、直前でストップをかけられて数カ月も待たされるのは、きっとかなりガッカリすることなんだと思う。

「なんで？」

　至極まっとうな質問をされ、どう答えていいものか悩む。

　惚れ薬のことを本人に言ってしまうのはアリなのだろうか。もしそれがルール的にアウトで周防さんの心臓が止まってしまっても困るし、そうじゃなくてもすごく訝いぶかしく思われるだろう。

「えっと……心と体の準備？　的な？」

　自分でもなにを言っているかよく分からなくて、周防さんはさらに当惑した表情になってしまった。

　けれど私の顔をしばらくじっと見つめると大きな深呼吸を一度して、「分かったよ、何カ月でも待ってやるよ」と少し拗ねたように言った。

「あ、ありがとうございます！」

　こんなわがままをすんなり聞き入れてくれるなんて。感激して思わず身を乗り出すと、周防さんはそれをよけるように後ずさり、ソファから立ち上がった。

　あれ？　やっぱり怒ってる？と思い顔を上げると、彼は手のひらをこちらに差し向けながら「あー、近寄んな」と背を向けた。

「……怒ってます？　ごめんなさい……」

　申し訳ないなと肩を落とすけれど、周防さんは「怒ってねえから」とぶっきらぼうな口調で返す。

「でも……あの、さ、最後までは駄目だけど、その……代わりにできることとかあればなにか」

「だーかーら、そういうこと言うなっての！」

　そして周防さんはもう一度大きく息を吐くと「頭冷やしてくる」と言ってリビングから出ていってしまった。

　ひとり残された私は意味が分からずしばらくソワソワとした気持ちでいたけれど、やがて『頭冷やしてくる』の意味に気がついて顔を真っ赤にした。

（も……申し訳ない……！）

　熱くなった顔を両手で覆って、ソファの隅っこで小さくなる。

　自分のためにも、色々我慢をしてくれている周防さんのためにも。一刻も早く惚れ薬の効果を解かなくっちゃと改めて決意する、土曜日の夜のことだった。










過去の噂と未来の約束




「そういえばお前、最近あんまアレやってないな。石にひなたぼっこさせるやつ」

　周防さんと暮らし始めてもうすぐ一カ月が経とうかという、ある朝。

　彼は手慣れた様子でネクタイを締めながら、リビングで正座してテレビの朝占いを待つ私に向かって言った。

「ひなたぼっこじゃありませんってば。月光浴です」と訂正しながら、私は彼の方に向き直って言う。

「スピリチュアルに頼りすぎるのはやめようと思ったんです。私、いつも大事な場面でスピリチュアルに頼ってたから。だから、これからはもっと自分の力を信じて、願いは自分の力で叶えようって。そうじゃなきゃ願いが叶ったって後で虚しくなるなって、気づいたんです」

　私がそんなふうに考えるようになったのはもちろん、周防さんへの恋心を自覚してからだ。

　いつか惚れ薬の効果がなくなったとき、今度こそ私は自分の力で彼に好きになってもらいたい。そうじゃなければどんなに愛されても悲しくなるだけだと知ったのだから。

　周防さんは数回瞬きを繰り返すと「へえ。なんか成長したじゃん？」と微笑んで、私の頭を軽くポンポンと撫でた。

　ちょっと褒められただけなのに、私は嬉しくて顔が勝手にニヤけてしまう。

　すると周防さんはおかしそうに肩を竦すくめながら「でも、占い見るのはやめないんだな」と、ククッと小さく笑った。

「こ、これはなんていうか、もう習慣ですから」

　痛いところを突かれしどろもどろになりながら返すと、彼はおかしそうに笑いながら、「お。うお座は恋愛運最高だってさ、よかったな」とテレビを指さして私の頬にひとつキスを落とした。




　なんだかんだと騒がしかった秋もいつの間にか終わり、気がつけば今年もあと一カ月を切っている。

　すっかりクリスマスイルミネーションに彩られた街を窓越しにぼんやり眺めながら、私は社内カフェでランチを食べていた。

（今年は帰省どうしようかなあ……やっぱ帰らないわけにはいかないよね）

　最近の私の頭を悩ませているのは、もっぱら年末年始の帰省のことだ。

　うちの実家は鹿児島県にある。両親は正月くらい帰ってこいと言うけれど、東京から鹿児島までは移動も交通費もお手軽ではない。だからといってそれを理由に帰省をしないと、私を心配した両親が後日上京して様子を見に来てしまうのだ。

　過保護ながら今まではそれでも親心がありがたかったものの、今年はちょっと事情が違う。実は私、周防さんと同棲を始めたことをまだ両親に話していないのだ。

　うちの両親、特に父はなかなかの堅物だ。婚前同棲なんて絶対に許さないだろう。

　今現在、私のアパートはまだ契約が続いているのだけれど、中はほとんどもぬけの殻になっている。帰省をせずに両親が訪ねてきたら、ひと目でここで生活していないことがバレるような状態だ。

　そうなれば当然同棲していることもバレるし、大目玉を食らうことは確定している。下手をすれば鹿児島に強制的に連れ帰されかねない。

　そんな事態を招かないためにも、今年の年末年始は私の方から実家に顔を出すしかないのだった。

（お正月、周防さんと迎えたかったけど……仕方ないか）

　ランチのグラタンを食べながらひっそりため息を吐き出したとき、「椛田さん」とふいに呼びかけられた。

「あ、東とう條じょうさん。お疲れ様です」

　顔を上げて見ると、テーブルの隣に背の高い男性の姿があった。

　長身で、全身を黒のファッションでコーディネイトした気き障ざなくらいイケメンなこの男性は、クリエイティブ部門のＣＤクリエイティブディレクター東條さんだ。

　私の直属の上司はＡＤの三坂さんだけど、東條さんはさらに上の役職で、クリエイティブ部門全体を牽けん引いんしていく立場にある。年齢は確か……まだ三十になったばっかりだっけ。

　彼は大手広告代理店からもヘッドハンティングが来るほど有能なクリエイターで、周防さんと並んでこのしののめ広告を支えている実力派と言っていい。もちろん私もクリエイターとして彼に尊敬の念を持っている。

「食事中に声をかけてすまない。今やってるコンテ、できたら俺に送ってくれ。今日は三坂さんが風邪で休んでいるから俺がチェックする」

「分かりました」

　用件を伝えると東條さんは「食事中に邪魔して悪かった」と軽く頭を下げてから去ろうとした。そして一歩進んでから振り返ると、「風邪が流行っているらしい。きみも気をつけなさい」と付け加えた。

「ありがとうございます」とお礼を言いながら、奥の席に歩いていった東條さんを見て密かに感嘆する。

（東條さん、なんか丸くなったなあ）

　彼が超有能なのは私が入社したときから変わらないけれど、以前はもっととっつきにくかった気がする。人当たりがよくないというか、コミュニケーションがあまりうまくないというか。

（クリエイターとしても天才で人当たりまでよくなったら、東條さん完璧人間じゃん。すごいなあ）

　私も早く東條さんみたいなＣＤになりたいと思う。いや、その前にＡＤが先か。

「よし！　午後も頑張ろう！」

　気合を入れると、私は手元のランチプレートを綺麗に食べつくし、意気揚々と席を立った。




　昼食を終えクリエイティブ部のフロアに戻る途中、廊下を歩いていたらやけに盛り上がっているデスクを見かけた。

「マジで？　よくＯＫ出たなあ」

「さっすが周防さんだよ。オンエアしたら話題になるぜ、絶対」

　周防さんの名前が耳に届き、私は思わず足を止める。

「あの……、ど、どうしたんですか？」

　特にミーティング中というわけでもなさそうだったので、思いきって近づき聞いてみることにした。

　するとその営業部の男性はまるで自分の手柄のように胸を張って答えた。

「『ルパルク』の夏用広告のイメージモデル、シンガーの璃り々りで決まってたんだけど、水着ＯＫが事務所から出たんだってさ」

「えっ！　それはすごいですね！」

　驚きの内容に、私も思わず目をまん丸くする。

　ルパルクは新しん宿じゅくにあるファッションセンタービルだ。若い女性にとってファッションの聖地ともいえるところで、もちろん季節やイベントごとの広告は注目を集めている。

　今年の夏の広告は競合コンペの接戦の末、周防さん率いるうちのチームが勝ったとは聞いていた。そしてイメージモデルとしてシンガーの璃々が決定しているとも。

　璃々は十代二十代の女性に大人気の、清純派シンガーだ。六年前にデビューして以来、一貫して白い衣装を基調としていて、決して俗っぽい格好は見せない。その現実離れしたピュアさと儚はかなさが若い女性に大受けし、一部では教祖のように崇あがめているファンもいるとか。

　そんな清楚さを売りにしてきた璃々が、まさかの水着姿になるのだ。もちろんデビュー以来、水着姿を披露するのは初めてである。

　ファッションの聖地ルパルクの広告モデルに、若い女性の教祖的シンガーの璃々。しかも水着姿初披露。これは話題になること間違いなしだ。

「すごいですねー。よく事務所が水着ＯＫ出しましたね」

　彼女が頑なに守ってきたイメージを変えかねないのだ。うちの会社的にはありがたいけれど、事務所的には大英断だったことだろう。

　すると営業部の男性たちはつくづくと感心したように言った。

「事務所は反対したらしいけど、璃々が自分からやるって言いだしたらしいぜ。すげえよな、周防さん。璃々にそこまで言わせるんだから」

「やっぱあの噂本当だったんだな。羨ましい、俺も見習いたいよ」

　……なんだろう、胸に嫌なざわつきを感じる。

　聞きたくないような気もするけれど、聞かなくては気になって仕方なくなると思い、私は「噂ってなんですか？」と尋ねた。

　すると――。

「五、六年前だっけ、まだ璃々がデビューしたばっかの頃。周防さんと璃々がデキてるって噂になったんだよ。まあすぐに別れたらしいけど、今回の件見ると焼けぼっくいに火がついたのかもしれないな」

　あああーっ！　聞くんじゃなかったあ！と後悔したときにはもう遅い。

　最悪な予感が的中して、私はあやうく白目を剥むいてしまいそうになった。

（璃々と!?　周防さんが!?　璃々と!?）

　あれだけのハイスペックイケメンだ、元カノくらいいても当然だとは分かっている。それに広告業界は芸能界とも繋がりが深いので、芸能人と付き合う人がいるのも珍しくはない。

　けれどよりによって大人気シンガーが元カノだなんて、衝撃が大きすぎる。

　いくら惚れ薬のせいとはいえ、璃々の元カレと付き合って同棲までしているだなんて。自分がとんでもない身のほど知らずに思えてきた。しかも――。

「ほら、こないだ覚せい剤で捕まって急遽ポスターのモデルが差し替えになった件あったじゃん。あれ、璃々と同じ事務所のやつだったんだよ。で、そのとき代わりのモデルに別の売れっ子タレントを手配するように事務所に言ったのが、璃々だったって噂だぜ。璃々がまだ周防さんのこと好きで、事務所に頼み込んだらしいよ。そんで、それがきっかけで最近復縁したとか」

「そ……そ、そうなんですか……」

　声がひっくり返りそうになるのを必死にこらえて、私はぎこちなく相あい槌づちを打つ。

『復縁ってなに!?　現在進行形で私、周防さんと付き合ってるんですけど！』と全力で詰め寄りたい気持ちをグッとこらえて。

　いくらなんでも復縁はないと思う……たぶん。同じ屋根の下で暮らして同じ会社に勤めているのだ。いくら私でもあからさまな二股くらいは気がつくと思う……たぶん。

　けど、例のポスターのモデル差し替えの件はものすごくしっくりきてしまった。

　あのとき事務所が用意したのはかなりの人気タレントだった。おそらく他の仕事のスケジュールより優先して、うちの撮影をさせてくれたと思われる。いくら自社のタレントの不祥事のお詫びとはいえ、容易なことではない。

　けれど事務所の中でもトップの人気を誇る璃々が一生懸命に頼み込んだなら、それくらいの便べん宜ぎは図ってもらえるかもしれない。

（ってことは璃々が今でも周防さんをめっちゃ好きってこと？　つまり私のライバルが璃々ってこと？　……無理すぎない？）

　まだ確定したわけではないものの、可能性の高い現状を理解して意識が遠のきそうになる。なんだこのハードモードは。

　言うまでもなく璃々は美人だ。ピュアなイメージにぴったりの清楚系美女で、スタイルもよくモデル並みの小顔なのも人気の秘密だ。透明感のある歌声は本当に素晴らしくて、彼女が歌い上げるラブソングは魔法が込められているんじゃないかと思うほど切なく胸に訴えてくる。

　そんな女神みたいな人を相手に、いったい私のなにが勝てるというのだろうか。

　今は惚れ薬が効いているけれど、解けた瞬間に勝敗がどうなるかなんて火を見るより明らかだ。

（璃々が元カノ……しかも璃々は今でも周防さんのことが好き……）

　ものすごく衝撃的な情報の数々にめまいがしてくる。

「ほんと、周防さんの人脈すげーよ。あの人の力だけで大手に張り合えるもんな」

「ソウデスネースゴイデスネー」

　もはや魂が半分抜けかけている私は心のこもっていない相槌をテキトーに打つと、愛想笑いの仮面を顔に貼りつけながらその場を去った。




（駄目だ……全っ然集中できない）

　窓の外も薄暗くなりかけている午後四時過ぎ。私は人のなるべくいないワークスペースでひとり、デスクに向かって頭を抱えていた。

　目の前にあるのはマインドマップの紙。午後のブレストを経て自分なりにイメージを整理しようと思ったのだけれど、気がつけば用紙には〝元カノ〟〝シンガー〟〝清純〟〝復縁〟など、商品のイメージからは程遠い単語が枝を伸ばしてしまっている。

「シニア向けおせんべいをどう分析したら〝元カノ〟に繋がるんだっての……」

　我ながらなんて集中力のなさだと呆れたとき、部屋にひとりの男性が入ってくるのが見えた。

「あ……小宮山さん！」

　集中するためにつけていたヘッドホンを外し、椅子から立ち上がって彼に向かって軽く頭を下げる。するとこちらに気がついた小宮山さんも軽く頭を下げながら、私の方に向かってきた。

「こんにちは、梓希さん。今……大丈夫？　集中してる？」

　デスクの上に広げたマインドマップの用紙を見て、小宮山さんが遠慮がちに尋ねる。

「大丈夫です、全然集中してません」

　苦笑しながら即答すれば、小宮山さんは眉尻を下げて微笑み、「そういうときもあるよね」と肩を竦めた。

　辺りを見回し他に人がいないことを確かめてから、小宮山さんは少し声を潜めて話しだした。

「この間はごめんね。困らせるような頼み事しちゃって」

「い、いえ！　私の方こそお力になれなくてごめんなさい」

　ヌードモデルの話はあれから電話で正式にお断りした。

　彼にとって重大な頼み事だったと思うのに、それをお断りされても怒らないどころかこうしてフォローまでしてくれるなんて本当に小宮山さんはいい人すぎる。

　つくづくと彼の人徳の深さに感動していると、小宮山さんはチラリとデスクに視線を落としてから少しためらいがちに口を開いた。

「梓希さんって今……付き合ってる人いるの？」

「えっ!?」

「あ、ごめん。こういうこと聞くのセクハラかな」

　私が周防さんと付き合っていることは一部の人しか知らない。ましてや同棲していることまで知っているのは、社内では和花ちゃんだけだ。

　別に隠すことでもないけれど口ごもってしまうのは、やっぱりこの恋が本物じゃないからだ。

　惚れ薬のせいという後ろめたさもあるし、効果がいつ切れるかも分からない。そんな恋を意気揚々と人に話す気にはとてもなれない。

「えーと……い、一応」

　けれど直球で聞かれたからには嘘をつくのもためらわれて、私はモゴモゴしながらも素直に答えた。

　すると小宮山さんは驚くことに「もしかして周防さんかな？」とズバリ答えを当ててきた。

「ど、どうして知ってるんですか……!?」

　驚いて顔を赤くしながら聞けば、小宮山さんは「あははっ、当たっちゃった」と口元に手を当てておかしそうに目を細めた。

「前から仲いいなあって思ってたから、なんとなくね。そっかあ、じゃあ梓希さんにヌードモデル頼んだこと、周防さんきっと怒ったよね」

　この人はなんて勘がいいんだと、私はひたすら驚いて口をあんぐりと開ける。

　彼氏バレしただけでなく、周防さんとのやりとりまでピタリと当てられてしまった。

「まあ、その……ちょっとだけ……。で、でも、芸術だって理解してくれたし、それに周防さんに反対されたからヌードモデルを引き受けなかったわけじゃないです！　私が、その……勇気がなかっただけで……」

　周防さんのせいでヌードモデルを断ったと思われたら嫌だなと思い焦って言い訳すると、小宮山さんはさらにおかしそうにクスクスと肩を揺らし、「大丈夫だよ、分かってるから」と言ってくれた。

「けど、そっかあ。ちょっと残念だな。僕も梓希さんのこと気になってたから」

　なにげない会話のように小宮山さんがサラリと発言した内容に、私は「え？」と言ったまま一瞬固まる。そして少しはにかみながらも彼が瞳に蠱こ惑わくの色を浮かべたのを見て、私はその意味を理解し一瞬で頭が沸騰した。

「……っ、す、すみませんでした……」

　どうして謝っているのか自分でも分からないけれど、適切な言葉を考える余地などない。頭の中は『なんで？』『どうして？』のオンパレードで、おでこや手のひらにジワジワと汗まで滲んできた。

「謝ることないのに。梓希さんってやっぱりかわいらしい人だね」

　追い打ちをかけるようなことを言われて、恥ずかしさと気まずさと動揺から逃げ出したくなった私は、ぎこちなさすぎる笑みを浮かべて「そういえば今日は打ち合わせに来たんですか？」と全力で話を逸らす。

　すると小宮山さんは特に表情を変えることもないまま、「うん。Ｓ区の夏祭りのポスターのことで、東條さんと」とフツーに答えた。

　告白にも近い会話と仕事の話を同じ調子で話せるなんて、小宮山さんって繊細そうに見えて意外と肝が据わってるな、なんて密かに感心しながら、私は話題が変わったことにホッとしていた。

「夏祭りのポスター、今年は小宮山さんが手掛けるんですね！　すごーい！」

　Ｓ区の夏祭りは東京でも五本の指に入るほど大きな規模のお祭りだ。宣伝も全国区で打たれるので、広告費も相当のものになる。

　そんな大きな案件の写真を任されるなんて、やっぱり小宮山さんはすごい。

　けれど彼は「いやいや、すごいのは僕じゃなくて東條さんだよ」と首を振って謙遜する。

「東條さんは本当にすごいよね。僕は自分のことを感性寄りのアーティストだと思ってるんだけど、東條さんは膨大なロジックからクライアントとターゲットを結ぶ最短のデザインを導き出す天才デザイナーだ。あの人のイメージ通りの画が撮れたとき、確実にいいものになるって手応えを感じられるんだよ」

　小宮山さんの話に同調し、私はコクコクと頷く。

　東條さんのデザインは本当にすごいし尊敬している。大手広告会社が欲しがるほどの人材だ。彼ほどの才能ある人が上司で誇りにさえ思う。

「私、芸大時代の友達にしののめ広告で働いてるって言うと羨ましがられるんですよ。東條さんの下で働けるなんていいな、って。でも東條さんならもっと大手のＣＤにも余裕でなれそうなのに、なんでうちみたいな中堅に居続けてくれるんでしょうね」

　なにげなく言った私の話に、小宮山さんが『あれっ』という表情を浮かべた。それに気づいた私が目をしばたたかせると、彼は「梓希さん、まだ知らない？」と声を潜めて言った。

「東條さん、来年にはここ辞めて独立するんじゃないかって。結構あちこちで噂になってるから本当じゃないかな」

　人差し指を口元に当てて話されたその内容に、私はあやうく『えええーっ!?』と出しそうになった大声をごくんと呑み込む。

　確かに東條さんほどのデザイナーなら独立しても仕事は引く手あまただろう。急に聞かされたのでびっくりしたけれど、とても当然のことのようにも思えた。

「そっかあ……そうですよね、東條さんほどの人なら独立して当然かあ。でも三十代前半で自分の事務所を持っちゃうなんて、やっぱりすごいですよね」

　独立して個人事務所を構えることは、多くのデザイナーにとっての憧れだ。

（夢のまた夢だとは分かっているけれど、いつか私も……）

　そんな未来を思い描いてうっとりとしていると、小宮山さんのスマートフォンが鳴った。

「あ……っと、僕そろそろ行かなくちゃ。それじゃあ梓希さん、また」

　そう言って小宮山さんは手を振ると電話に出ながら歩いていってしまった。

　彼が部屋を出たのを見届けてから、私はストンと椅子に座る。

（なんか……情報量の多い時間だったな）

　周防さんと付き合っていることが小宮山さんにバレた。小宮山さんに『気になってた』と言われた。東條さんが会社を辞めて独立するらしいという話を聞いた。

　ぼんやりと背もたれに寄りかかりながら、さっきまでの会話を思い出す。

　どの話も驚くことばっかりだった。けど――。

『ちょっと残念だな。僕も梓希さんのこと気になってたから』

　そう言って悪戯っぽく見つめてきた小宮山さんの瞳を思い出し、私は熱くなった頬を両手で押さえながら、今日はもう作業に集中なんてできないことを悟った。




「帰省？」

「はい。お正月くらい顔出して親孝行しようと思って……」

　その日の夜。周防さんと一緒に晩ご飯のテーブルを囲みながら、私は年末年始に帰省する旨を告げていた。

「そういえばお前、実家遠いって言ってたもんな。鹿児島だっけ」

「そうなんです。交通費馬鹿にならないですよ～」

「でもいいじゃん。俺、九州って行ったことないんだよな。気候もいいし海も綺麗そうだし、羨ましいよ」

「でも台風めっちゃ来ますよ」

　そんな一見平和そうな会話を交わしながらも、私の心の中は台風のごとく乱れに乱れている。

　周防さんと璃々が過去に付き合っていたことも、今日小宮山さんから意味深なことを言われたことも。私の中では全然整理がつかず、心のどこにどんなふうに収めればいいのか分からない。

　落ち着かない気持ちでクリームシチューを口に運んでいると、周防さんがこちらをじっと見ていることに気づいた。

「……な、なにか？」

　そう尋ねると彼は「んー」と返事しながら視線をお皿に戻し、サラダのトマトをフォークに刺しながら言った。

「一緒に年越しできないの、ちょっと寂しいなーと思って」

『寂しい』だなんて、不意打ちでそんないじらしいことを言われて胸がキューンと締めつけられる。

　普段めちゃくちゃ気が強いくせに、そんなかわいい一面見せるなんて反則だ。

　思わず帰省を取り消したくなるけれど、それでは実家に強制的に連れ戻される結果になってしまうのでできない。

「ご、ごめんなさい……。私も周防さんと一緒に除夜の鐘聞きたかったけど……」

　実に残念だと思いながら肩を竦めると、周防さんはニッと歯を見せて笑い、「じゃあ来年な」と明るく言った。

「まあ年越しは駄目でもクリスマスあるしな。俺、二十四日はわりと早くあがれそうなんだけど、お前は？」

「たぶん大丈夫……調整できると思います」

「じゃあデートするか。ベタだけどイルミネーション見てうまいもんでも食いに行こうぜ」

　恋人同士なら当然のことかもしれないけれど、私にはその約束がすごくすごく嬉しくて。だからこそ――。

（璃々とも、そんなふうにクリスマスを過ごしたことあるのかな）

　そんな馬鹿な考えが一瞬頭をよぎってしまうことが、悲しい。

「ん？　嫌か？　なんかもっとテーマパークとかフェスとか盛り上がるやつの方がいいか？」

「い、いえ。全然。イルミネーションと食事がいいです」

　わずかに曇ってしまった表情を見逃さずに、周防さんはすぐに気遣ってくれる。

　その優しさを嬉しく思いながらも、作り笑いすら上手にできない恋愛下手な自分が情けなくて泣きたくなった。




　その週の土曜日。

　私は周防さんに車を出してもらって、自分のアパートへ荷物を取りに来ていた。

「もういっそ全部運び入れちゃえよ。必要なものがあるたびにチマチマ取りに来るの面倒だろ。うちの収納結構あいてるから、全部入りきると思うぞ」

「で、でも……大きいものとか運ぶの大変だし、その……」

「だから、引っ越し業者に頼んでそれを一括でやっちゃえって言ってんの。物置状態で家賃払い続けてんの馬鹿みたいだろーが」

　部屋にある本を段ボールにしまう手伝いをしながら、周防さんが呆れたように言う。

　彼の言うことはもっともなので、私はうまく反論できないまま、「い、いずれ……」と口ごもった。

　実にまったく周防さんの言う通りで、ほとんど帰ってきていないアパートに家賃を払い続けている現状は無駄だと自分でも分かっている。けれどそれでも私が賃貸の解約をしないでいるのは……いつ惚れ薬の効き目が切れるか分からないからだ。

　この同棲は惚れ薬の効果の上に成り立っている。つまり薬の効果が切れたらあっさり破局したあげく、周防さんのマンションを追い出される可能性があるのだ。

　そのときアパートを解約していたら、私は帰る場所がなくなってしまう。万が一にもいきなり宿なしになってしまわないため、私はアパートの解約ができないでいた。

「んで、あとは？　この空っぽになった本棚も持ってくか？」

「あ、車に乗りそうならお願いします」

　なんだかんだブーブー言いながらも、私の意思を尊重して手伝ってくれる彼に恐縮しつつも感謝する。

　周防さんは資料の入った重い段ボール箱を数箱と空になった本棚を玄関まで運び、「ちょっと休憩」と肩をグルグル回すと、キッチンへ行って「飲み物もらうぞー」と冷蔵庫を開けた。

「あ、冷蔵庫今空っぽですよ。私コンビニでなにか買ってきます」

　そう言って私はお財布を持って玄関を出ようとする。

「いってきまーす」とドアを開け玄関を出た瞬間、ドアの前に立ってインターフォンを押そうとしていた人物と目が合った。

「あらっ」

　ドアの前に立っていた人物は目を大きくして、そんな驚きの声をあげる。そして。

「あらやだ、びっくりしたわあ。ピンポン鳴らす前に出てきちゃった」

　ケラケラと明るい笑い声を立てて、隣に立つ男性の腕をバシバシと叩いた。

「お……お母さん！　お父さん！」

　今まさしくインターフォンを押そうとしていた人物は、まごうことなき私の父と母だった。

「な、なんで!?　どうして!?　えぇっ!?」

　鹿児島にいるはずの両親が突如として目の前に現れ、私は全力で動揺する。

　すると母は手に持った寿印入りの紙袋を掲げてみせて、「知り合いの人の結婚式に呼ばれてねえ。昨日お式行って一泊して、今日はまっすぐ帰るつもりだったんだけど、お父さんが急に梓希の顔が見たいって言うもんだから。ちょっと寄ってみたのよ」なんて朗らかに言った。

「でもいてくれてよかったわあ。急だったし、ピンポン鳴らしていなかったら帰ろうねってお父さんと言ってたのよ」

　なんつー気まぐれな突撃訪問だ。よりによって今このタイミングで鉢合わせたことに、自分の運のなさを呪うしかない。

「で、電話くらいちょうだいよ。私にだって都合ってものが……」

　とにかく部屋の中に周防さんがいることを知られてはならないと思い、私は開いていた玄関のドアを後ろ手でそ～っと閉めようとする。

　ところが、今まで黙っていた父がムッとした様子で口を開いた。

「親が会いに来たのにそげな言ゆ方かたはないやろ。おっかは疲れちょっど、お茶の一杯くらい出しやんせ」

　うちの両親は昔ながらの夫ふ唱しょう婦ふ随ずいだ。お父さんが言いだしたことは我が家では絶対に覆らない。

「でも、あの、そ、そうだ！　近くにおいしいカフェがあるから、そこでコーヒーでも……」

　絶対にうちにあげてはならないと必死にごまかそうとしていると、背後のドアの隙間から近づいてくる足音と共に声が聞こえてきた。

「おーい、梓希。まだいるのか？　コンビニ行くならついでにキッチンペーパー買ってきといてくれ。うちの切れてただろ」

　そして次の瞬間、背後のドアが大きく開かれその場の空気が凍りつく。

「……えっと」

　勘のいい周防さんのことだ、突然訪ねてきた中年夫妻と私が微妙な空気を醸し出しているのを見て、瞬時になにか悟ったのだろう。

　けれどさすがの彼も、とっさには言葉が出てこないと見える。

　私は顔面蒼白になりながら、父が「梓希。うちん娘にキッチンペーパーを買こけいかせる、こん偉そな男は誰だいかな？」と恐ろしい作り笑顔を浮かべたのを見て、もう駄目だと思った。




　――生きた心地がしない。という状態は今まさにこの瞬間だなと痛感しながら、私は淹いれたお茶を手が震えてこぼさないように気をつけながら、部屋のミニテーブルへと運んだ。

　そこにはキョロキョロと部屋を見回している母と、しかめっ面で腕を組んだまま押し黙っている父、そしてテーブルを挟んだ向かい側に周防さんが座っている。

　ピアノ線が張り詰めているかのごとく緊張感がビシバシ漂っているのは、言うまでもない。

「梓希ってば、なあにこのお部屋。荷物がガラガラじゃないの。前に来たときはこんなんじゃなかったわよねえ」

　お茶を並べ私も周防さんの隣に腰を下ろすと、母が不思議そうに尋ねてきた。

　無邪気な母の質問に、父の眉がピクリと動く。どうやらうちの両親は父の方が察しがいいようだ。

　ああ、もう駄目だ。言い訳の余地もない。娘が親に内緒で彼氏と同棲していただなんて、お父さんの特大級の雷が落ちるに決まっている。きっと有無を言わさず連れ帰らされる。さよなら東京、今日が私の東京での最後の日だ。

　もはや覚悟を通り越しあきらめの境地で白目になっていると、隣からコホンと小さく咳払いが聞こえた。そして。

「ご挨拶が遅れまして申し訳ございません。私、梓希さんとお付き合いをさせていただいております、周防遥と申します」

　周防さんは座布団から降りると床に正座し、深々と頭を下げた。

「あらあ、やっぱり彼氏さんなんねえ。はじめまして、梓希の母です。いつも娘がお世話になってます」

　母はニコニコと笑顔で返すけれど、父は相変わらずしかめっ面で黙ったまんまだ。

　それでも周防さんは怯まず続ける。

「梓希さんとは九月からお付き合いを始め、先月より私のマンションで一緒に暮らしております。本来なら暮らし始める前にご挨拶に伺いご両親のお許しを得るべきところを、私の不徳の致すところにより、このような形での報告になってしまったことをお詫び申し上げます」

「あらまあ。いいのよう、そんなに謝らなくて。同じ会社の方でしょう？　お仕事が忙しかったのよねえ」

　再び深々と頭を下げた周防さんに、母は明るくフォローを入れてくれるけれど、父の怒りはまったく収まっている様子がない。

「気に入らん。そげんのは言い訳や。俺は筋を通さん男は好かん」

　とりつくしまのない状態の父に、今度は私が焦って口を開く。

「ち、違うの、お父さん！　周防さんは私が風邪で倒れちゃったときに、ずっと自宅で看病してくれたの。それで、私の健康状態が心配だからって一緒に住んでくれることになって……。お正月には一緒に報告にも行こうって言ってたんだよ」

　お正月についてはちょっとフェイクを交ぜたけれど、あとは本当のことだ。

　もとはといえば、私の体調管理を気遣って始まった同棲なのだ。本気で心配してくれた周防さんの優しさを、分かってほしい。

「あらあら、この子は倒れたことも親に言わないで。まったく。ごめんなさいね、周防さん。ずいぶんご迷惑おかけしちゃったみたいで」

　相変わらず母だけはマイペースだけれど、父は当然「そげんのは言い訳や」と聞く耳を持たない。

「周防さんと言いもしたね。梓希は私たちの可愛むぜ娘です。そげな娘がひといで東京に出っちゆたとき、私たちがどれほど心せ配わしたか、分かりますか？　どげな理由を並べられても、あたが大事な娘をかどわかしたこち変わりはなか。こげなところに娘は置いちょけん。実家に連れ帰りもす」

　ついに連れ帰る宣言をした父に、私は真っ青になって「待って！　お父さん！」と叫ぶ。

　――ところが。周防さんは冷静な態度を崩さないまま、父をまっすぐに見据えて言った。

「かどわかしてはおりません。私は本気で梓希さんを愛しています」

「口ではなんとでも言っがな。証拠はあっとか？」

「私は梓希さんと結婚を考えております」

　一瞬部屋に沈黙が流れ、次の瞬間、父と母と私の「えぇっ!?」という声が響き渡った。

「決して浮ついた気持ちで梓希さんと交際していたわけではありません。私は梓希さんを人生の伴侶にしたいと思っています。もし梓希さんを鹿児島へ連れ帰るというのでしたら、私も東京での仕事をやめ鹿児島まで追いかけます」

　これにはさすがに父もポカーンとする。

　そしてそれ以上に、私は周防さんの横顔を見つめながらあっけに取られていた。

（け、け、け、結婚……!?　周防さんと、結婚……!?）

　うっかり頭の中が薔ば薇ら色になりかけたところでそもそも惚れ薬のせいだったことを思い出して冷静になる。

　けれどそれでも……周防さんが私のことをそこまで真剣に考えてくれていたことが嬉しい。嬉しすぎる。

「ど、どうせ嘘じゃろ！　口ではなんとでも言がなっ！」

　父は明らかに動揺しているもののそれでも簡単には納得しない。むしろ動揺したせいでムキになってしまっている。

「だいたい、お前みたいな軽薄そな東京男の言ことなんち、信じがならん！　じゃっで俺は梓希を東京に出すのは反対じゃったんだ！　こげな男に騙されおって！」

　テーブルをドン！と叩いて言った父に、周防さんが口を開くより先に言葉を返したのは、私だった。

「軽薄ってなによ！　周防さんのこと知りもせんよっで、勝手なこと言わんで！」

　まさか私が強く言い返すと思っていなかったのだろう、父も周防さんも目を丸くしている。

　私だってこんな頑固親父と口論するつもりはなかったけれど、周防さんのことを悪く言われるのは黙っていられなかった。

「せ……せからしか、お前は黙ってろ！　嫁入り前ん娘を傷もんにした男を軽薄ち呼んでないが悪か！」

「傷もんになんてなっちょらんもん！　私まだ処女だもん！」

　ついヒートアップしてとんでもないことを口走ってしまったときには、もう遅かった。

　唖然として固まっている父と母を前に、『ぎゃーー!!』と叫んで顔を覆って逃げ出したくなったけれど、もう言ってしまったものは仕方ないと腹を括る。

「す、周防さんはそげな人なの！　私のことほんのこて大切に想ってくれちょって、私が嫌じゃっち言たら絶対手を出さんの！　私の心が決まっまで何カ月でも待ってくれるって約束したんじゃって！」

　恥ずかしいのと、父に分かってほしいという気持ちが混ざり合って、なんだか涙が滲んでくる。

　半泣きになって必死に説得していると、母が「お父さん」と呼びかけて、笑顔でポンと父の腕を叩いた。

「もういいじゃないですか。周防さんは梓希との結婚を望んでくださって、梓希も周防さんのことを好きで、なにも問題ありませんよ。そりゃあ一緒に住む前にひと言欲しかった気持ちはあるけれど、あくまで梓希の体調管理を気遣ってくださった結果だったんだから。そこは大目に見ましょうよ」

「……お母さん……」

　まさかの母のお許しに、胸が思わず熱くなる。

　いつもは父の意見を尊重する母がたしなめてきたことに、父は困惑したように口をモゴモゴとさせた。

「周防さん、お勤めは梓希と同じ会社なのよね？」

「はい。梓希さんと同じ、しののめ広告の営業部主任を務めております」

「ほら、感心な方じゃない。周防さんも梓希も、東京の広告会社なんて立派なところで頑張ってるのに、年寄りのわがままで無理やり連れ帰ってふたりの将来を台無しにするなんて。よくないわよ、ねえ」

　母にそう咎とがめられて、父は「じゃっどん……」と言いかけた後、口をへの字に引き結んで黙った。

　最悪だった状況が好転しそうなこのチャンスを周防さんが逃すはずもなく、すぐさま頭を下げる。

「お約束します。絶対に梓希さんを悲しませるような真似はしないと。どうか梓希さんとの交際をお許しください」

　私もその隣で「お父さん、お願い」と頭を下げれば、父は困ったように頭をガリガリとかいてから口を開いた。

「周防さんち言たね。とりあえず正月に挨拶に来やんせ。そいかあ、結婚まで娘に手を出したや許さんぞ」

「はい！」

　ついに陥落した父を見て、信じられないような喜びで胸がいっぱいになる。

　隣の周防さんと『やったー！』とハイタッチを交わしたいところだけど、それをしたら水の泡になりかねないので我慢した。




　それから父と母は飛行機の時間があるからということで、すぐに帰っていった。周防さんが車で駅まで送ると言ったけれど、『お前に借りはまだ作ろごたなか』と父が子供っぽく突っぱね、母は『娘に初めて彼氏ができてショックなんですよ。許してあげてくださいね』と笑っていた。

　ふたりをアパートの前まで見送って部屋に戻るなり、「ふぅ～」と大きな息を吐き出して玄関にへたり込んだのは、私も周防さんも同じだった。

「……よかったあ……鹿児島に連れ戻されるかと思った……」

「本当だよ、めちゃくちゃ焦ったっつうの。でかいプレゼンでもこんなに緊張したことないぜ」

　気持ちが少し落ち着いてくるとさっきのやりとりが思い出され、別の意味で私の鼓動が速くなってきた。

「あの……さっき言ったことって……」

　私との結婚を考えているなんて、本当なのだろうか。なんだかいまだに信じられなくて、夢でも見ていたような気さえする。

　すると周防さんはグイッと私の頭を腕に抱き込んで自分の胸に押しつけると、「まあ、そういうことだ」と照れたようにぶっきらぼうに言った。

　それを聞いて私の顔がどんどん赤く染まっていく。やっぱり、夢じゃなかったんだ。

「ちゃんとしたプロポーズはそのうち改めてするから、それまでにお前も覚悟決めとけよ」

　こんなのもう実質プロポーズと同じじゃないですかと笑いたくなるけれど、私は彼の胸にギュッとおでこを押しつけて「……はい」とだけ小さく答えた。

（惚れ薬の効果、早く解かなくちゃ……できることなら、プロポーズされる前に）

　飛び上がりたくなるほど嬉しいからこそ、苦しくて切なくて後ろめたさが募る。

　周防さんへの気持ちが大きくなって、彼との幸せが大きくなればなるほど、取り返しはつかなくなっていく。

　彼の人生を変えてしまう前に、この間違った恋は終わらせなくちゃならない。

　分かっているのにその日が来ることが今はとても怖くて、苦しかった。

　複雑な思いを抱えて胸に抱かれていると、ふいにクスクスと周防さんの体が揺れた。

「それにしても、お前の薩さつ摩ま弁かわいかったなあ。初めて聞いたよ」

　おかしそうに笑う周防さんの顔を見上げて、私は「えっ」と驚いて抱きしめられていた腕から抜け出した。

「わ、私、薩摩弁なんかしゃべってました？」

「言ってた、言ってた。『勝手なこと言わんで！』とか『なっちょらんもん！』とか。かわいいから普段からそうやってしゃべれよ」

　夢中で父に反論していたから全然自覚がなかった。なんだかあまりに素の自分を見せてしまったような気がして、恥ずかしくなってくる。

「忘れてください……」

「なんでだよ。いいじゃん、薩摩弁。いつか子供が生まれたら教えてやれよ。バイリンガルな子に育てようぜ」

　楽しそうに笑って語るその姿に、私も微笑み返す。

　未来の約束は切ない。いつか魔法が解けたとき、それが叶うなんて保障はどこにもないのだから。

　けれど彼の笑顔があまりにも幸福そうだから。私は今だけ一緒に未来の夢を見る。

「あはは。それ、いいかも」

「だろ？」

　土曜日の昼下がりに語り合った未来は温かくて泣きたくなるほど幸せで。

　私はいつか魔法が解けてふたりの関係がどんな形になったとしても、きっとこの気持ちを忘れないと思った。










魔法が解けた日




　一月。新しい年も明け、明日はいよいよ仕事始めという日の夜。

「今日も手がかりなしか……」

　お風呂から上がった私はいつものようにリビングのソファでくつろぎながら、スマートフォンを見ていた。

　ＳＮＳで呼びかけているものの、相変わらずシャーマン美鈴の情報はなし。惚れ薬の効果の解き方も、さっぱりだ。

「探偵に捜索頼むといくらくらいかかるんだろ」

　新たな手段を求めてネットをさまよっていると、廊下の方から「よっしゃー！」と威勢のいい声が聞こえてきた。

「どうしたんですか？」

　声のした洗面所をヒョイと覗けば、お風呂上がりで上半身裸の周防さんが体重計の前でガッツポーズをしていた。

「仕事始めまでに体重戻ったぞ。さすが俺」

「うっ……」

　気まずさを感じそっとフェードアウトしようとした私を、周防さんが肩を掴んで止める。

「梓希は？　体重計乗ったのか？」

「の、乗りましたけど……」

「で、結果は？」

「…………」

　口を噤んでしまった私を見て、周防さんはニ～ッと人の悪い笑みを浮かべた。

「そっかあ、戻んなかったかあ。まあでも俺はいいと思うぞ？　この触り心地、最高だしな～」

　そう言って周防さんは私のお腹をパジャマ越しにフニフニと撫でる。

　私は肩を掴まれていた手を振りほどき全力で逃げると、リビングのドアの陰から「あと三日！　あと三日で絶対痩せますから！」と叫んだ。

　……そうなのだ。年末の連日の忘年会や飲み会、クリスマスのディナーに加え、鹿児島に里帰りしてごちそう攻めにあった私と周防さんは、ふたり揃って正月太りしてしまったのだ。

　自己管理に厳しい周防さんは『仕事始めまでに絶対体重戻す』と宣言し、鹿児島から帰るなりジムとマラソン三ざん昧まいの冬休みを過ごした。

　私も同じ志を持っていたはずなのだけれど……彼ほどストイックな性格ではないことが仇あだとなり、前より柔らかさの増したお腹はもとに戻らなかった。

「私、お正月に帰省すると必ず太るんですよね……。来年は帰るのやめとこうかな」

　リビングのソファに戻り自分のお腹を撫でながらブツブツと言えば、スウェットを着て隣にやって来た周防さんが、まだ濡れている髪を拭きながら口を開いた。

「俺、初めて鹿児島の雑煮食べたけどすごいよな。でかい海老がドーンと入ってて。あれはお前は太るわ」

　そうなのだ。鹿児島のお雑煮にはひと椀ごとに大きな焼き海老が入っているのだ。海老好きの私はこのお雑煮が大好きで、三が日中食べても飽きないくらいだ。

　さらに今年は周防さんが一緒だったので母と祖母が腕を振るいまくり、おせちの他に黒豚のしゃぶしゃぶに鳥刺しに骨付き豚の煮込みに、きびなごにカツオにかんぱちに……とごちそうのオンパレードだった。

　体重は増えてしまったけれど、そのおかげで終始和やかな雰囲気だったのはありがたい。

　父ももう頭ごなしに私たちの交際を反対することはなく、周防さんと焼酎を酌み交わしていたし、母と祖母にいたってはご機嫌で周防さんを大歓迎していたのだから。

　両親と周防さんがいい関係になってくれたことにホッとした反面、私の心の奥では消しようのない不安も燻っていた。

　惚れ薬の効果が解けたら、きっと私たちの関係は解消される。もはや周防さんが娘の夫になると信じて疑っていない両親は、そのときどれほど悲しむだろうか。

（いっそ……このまま薬の効果が解けない方がいいのかな）

　一瞬そんなズルい考えがよぎって、慌てて頭をブルブルと振る。

　そんなのは駄目だ。周防さんの本当の心で、スピリチュアルに頼らない私の力で、偽物じゃない恋をしなければ意味がないんだ。

　薬が解けたって確実に破局すると決まったわけじゃない。周防さんだって普通の人間だもの、私の努力次第で好きになってくれる可能性は必ずある。前向きに努力するのみだ。

　改めて早くシャーマン美鈴を見つけ出そうと気合を入れていると、隣に座った周防さんが隙をついて私の二の腕をプニプニと揉んできた。

「この揉み心地、たまらん……」

「や、やめてください！　痩せます！　絶対痩せますから！」

「無理しなくていいんだぞ。アイス食べるか？」

　逃げようとする私を腕に抱きしめながら、周防さんは楽しそうにからかう。

　本当にこの人はいじめっ子だなと思うけれど、嬉しくて顔が綻んでしまうのは止められず。

　私は、いつか薬が解けてもこんな幸福な関係を紡ぎ直せる日が来ることを願った。




　翌朝。今日から仕事始めの私たちは、ふたり揃って玄関を出て駅へ向かった。

「えーっと、今日は帰り遅いんでしたっけ」

「そう。挨拶回りの後、取引先の新年会。たぶん明日も挨拶行った後、誘われるな。しばらくは帰り不定期になると思うから、悪いけど晩飯は別々でな」

「分かりました」

　年末年始の挨拶回りと忘年会や新年会などへの参加は、営業部員の宿命だ。パーティーなどに正式に招待されることもあれば、内輪の宴会に呼ばれることもある。

　周防さんはお酒には強い方だけれど、やっぱり連日の飲酒は彼の体が心配だ。

「明日の朝から、朝食はしばらく和食にしましょうか」

　そう提案した私に、彼は「なんで？」と不思議そうに聞く。

「毎朝しじみのお味噌汁作るから飲んでください。しじみは肝臓にいいんですよ」

　私の言葉を聞いた周防さんは「ははっ」と小さく笑い、「かわいいなあ、お前は。ほんと好きだよ、そういうとこ」と私の肩を抱き寄せて歩いた。




　そんな感じで始まった休み明け。

　クリエイティブ部の方は営業部と違ってさほどいつもと変わらず、業務に追われていく。

　年末から続いているデザイン案と修正に取り組み、適当なところで昼休憩をとることにした。

「梓希ー」

　社内のカフェに行こうか外でなんか買ってこようか迷いながら廊下を歩いていると、ふと後ろから呼びかけられた。

「あれ、和花ちゃん。社内にいたんだ」

　振り返った先にいたのは和花ちゃんだった。

　彼女も営業部だから今日は挨拶回りで出ずっぱりだと思っていたので、少し驚いた。

「てっきり今日は営業部はみんな出てると思ってたよ」

「うん、外出てたんだけどね。会社の近くまで来たし、梓希とちょっと話したいなーと思って、帰ってきたの」

「私と？」

　和花ちゃんはコクリと頷くと「これからお昼だよね、一緒に行こ」と言って微笑んだ。

　私もそれに頷き返して、忙しい中わざわざ会社に戻ってきてまで私に話したいことってなんだろう？と内心不思議に思いながら歩いた。

　なるべく会社の人たちがいないところがいいからと、和花ちゃんが連れてきてくれたのは会社のビルから少し離れたインドカレー屋さんだった。

　それぞれシーフードカレーと豆のカレーをオーダーし、少しかしこまった雰囲気で向かい合う。

　わざわざ会社の人の目を避けるということは、単なる雑談じゃないということだ。

「……で、話ってなに？」

　改まって尋ねた私に、和花ちゃんはモジモジとしながら「驚かないで聞いてね」と前置きをしてから口を開く。

「実はね、私――会社辞めるの」

「えぇ……っ」

　驚くなと言われたのにうっかり大声を出しそうになって、私は慌てて口を両手で押さえた。

　グラスのお水をひと口飲んで冷静さを取り戻してから改めて口を開く。

「……ど、どうして？　だって和花ちゃんすごくお仕事頑張ってたし、最近ではプレゼンも順調だったし……あ、もしかして他からヘッドハンティングあったとか？」

　彼女にこの業種やうちの会社が嫌だという様子がこれっぽっちも見えなかったこともあって、疑問が頭の中を埋め尽くしてしまう。

　すると和花ちゃんはもう一度「驚かないでね」と念を押し口元に人差し指を当ててから、潜めた声で言った。

「あのね、お付き合いしてる人と結婚することになって……彼の仕事を手伝うことにしたの」

「えぇぇえっ!!」

　さすがに今度の告白には驚きを抑えきれなかった。

　だって！　それって！　寿退社ってことじゃん！

　最近の和花ちゃんはなにもかもが順調だと思っていたけれど、まさかついに恋と仕事の頂点を極めるだなんて。すごい。すごすぎる。

「おめでとう和花ちゃん～っ！　すごいよお、私も嬉しいよお、幸せになってね！」

　同期で入社して一緒に新人時代を乗り切ってきた戦友が大きな幸せを掴んだことが、我がことのように嬉しい。感動で涙腺まで緩んでくる。

「ありがとう、梓希」

「それで、お相手の人ってどんな人なの？　お仕事を手伝うって？」

　――けれど。最後にはにかみながら言った和花ちゃんの激白は、寿退社の驚きをも吹き飛ばすほど衝撃だった。

「……東條さんなの。彼、今年中に独立して自分のデザイン事務所持つから、私が経営の方をサポートしようと思って」

「……と……？」

　あまりに予想外すぎて、私は一瞬、〝東條さん〟が誰のことだか分からなくなる。

　けれどその数秒後、それが我がクリエイティブ部のエースでＣＤの東條椿つば樹きさんだと気づき、「え？　え？　えぇえっ!?　ええええええええ!!　ええええええ!?」と盛大に驚きの声をあげてしまった。

「梓希、静かに！」と和花ちゃんがシーッと人差し指を口に当てたとき。

「オマタセシマシター。シーフードカレーと豆カレーデス」

　インド人の店員さんがカレーを運んできて、私は頭が混乱したままへらりと笑って「あ、どうも、ごちそうさまです」とわけの分からないことを口走ってしまった。

　店員さんは「ナンオカワリＯＫヨー。ゴユックリー」とニコニコして去っていき、私は温かいナンをちぎりながら、驚きでまだ見開いたままの目を和花ちゃんに向けた。

「東條さんって……あの東條さんだよね？　わ、和花ちゃんの彼氏って……東條さんだったんだぁ……。全然気がつかなかった……」

　まさか同じ部署に和花ちゃんの彼氏がいただなんて。まったくこれっぽっちも気づかない私は、もしかして鈍感なのだろうか。

「一年とちょっと前くらいかな、東條さんが私事で困ってたときに私がお手伝いしたのがきっかけで仲良くなって、それからお付き合いが始まって。それで……去年の秋頃にプロポーズと独立の相談をされて。東條さんってデザインの方は超一流だけど、コミュニケーションは不器用っていうか、営業とかはてんで駄目でしょ？　だからそっち方面は私が支えてあげられたらなあって思って」

　少し照れながら話す和花ちゃんはものすごく綺麗に見えて、私は思わず彼女に見入ってしまう。

　すごい。これが幸せの絶頂にいる人のキラキラオーラか。まばゆすぎる。

「それとね、私も東條さんも早く子供が欲しくて。お互い仕事も育児も満喫したいねってわがまま言ってて。だから独立したら事務所兼自宅にして、ベビーシッターさんに来てもらおうってことにしたの。そうすれば私も東條さんも仕事の合間に子供と過ごせるでしょ」

「へえ～～」

　眩しすぎる未来を語る和花ちゃんに、私はただひたすら感心をした。ただ幸せなだけじゃなく、ふたりで子供が生まれてからの未来設計までしていただなんて。

「今日の業務後に部長に退職の旨を伝えるつもりだったんだけど、その前に一番に梓希に報告したくて。驚かせちゃってごめんね」

「ううん！　全然！　っていうか、そんな大切なこと一番に教えてくれて嬉しいよ。ありがとう」

　和花ちゃんの友情にまたしても胸が熱くなる。

　私はラッシーを追加オーダーすると、「後でお祝いしようね。とりあえず、乾杯」と言って、和花ちゃんとグラスを合わせた。

「それにしてもすごいよねぇ……和花ちゃんも東條さんもお仕事絶好調のふたりが寿退社で独立だもんね。会社どころか業界中がザワッとしそう」

　つくづくと言えば、和花ちゃんは眉尻を下げて笑いながら「東條さんはともかく、私はすごくもなんともないよ」とナンをモグモグと食べた。

「そういえば今年のＳ区の夏祭りポスター、東條さんがデザインやるんだよね。それが終わってから退社ってことになるの？」

「うん。納品が六月だから、それがしののめ広告での最後の仕事だって」

「そっかあ。最後に大きな功績を残していってくれるなんて、会社としてはありがたいよね」

「東條さん的にも結構大きい案件みたい。ほら、今年の夏ってルパルクの広告もうちで手掛けることになったでしょ。ビッグプロジェクト両方合わせて三億円超えるらしいよ」

「さっ……三億!?」

　どちらも大きな案件だとは思っていたけれど、具体的に数字に出されると目を剥いてしまう。

　クリエイティブ部トップの東條さんと、営業部エースの周防さん。さすがうちの二本柱だ。このふたりがいたから、うちの会社は大手広告代理店にもまったく引けを取らなかったのだ。

「すごいよねー。会社も相当気合入れてるみたいで、局長とかもミーティングに出てくるらしいよ。そういえばルパルクは周防さんの案件なんだっけ。なんか聞いてる？」

　なにげない和花ちゃんの質問に、私はハッとさせられる。

　……そういえば私、周防さんからなにも聞いてない。別に仕事のことを常に報告し合っているわけじゃないけど、でも……こんな大きなプロジェクトを手掛けてるなら、言ってくれたって不思議はないのに。

「聞いてない……なんにも」

　ルパルクの案件に璃々が関わっていることを思い出し、途端に胸がモヤモヤする。

　もしかして、まさか、璃々の話題を避けようとして私にその話はしないのだろうか。

「そうなんだ。まあ、周防さんのことだからプレッシャー感じてるところを梓希に知られたくないのかもね。周防さんプライド高そうだし」

「はは、は。そうかも」

　力なく笑って答えながら、私は最後のお楽しみにとっておいたはずの海老を口に頬張る。

（海老おいしい。幸せ）

　頭の中を無理やり幸せで埋めようとしたけれど、結局胸のモヤモヤはそのままずっと残り続けてしまった。




　悪いことが起きるときというのは、案外前兆がどこかにあったりするものだ。

　胸に湧いたモヤモヤがその前兆のような予感がしたのは、夜六時過ぎ。そろそろ帰ろうとクリエイティブルームを出たときだった。

「わっ……と」

「あ、すみません！」

　部屋を出た私は廊下を走ってきたスーツ姿の社員とぶつかり、後ろに数歩よろけた。

「すみません、大丈夫ですか」

　困り顔で謝っているのは、今年度の新人の営業部の子だ。両手に紅白の水引がかかった日本酒の一升瓶を二本抱えている。

「私は大丈夫だけど、そっちは大丈夫？　それ贈答品だよね、傷とか平気？」

　そう聞くと営業部の子は慌てて日本酒の瓶を確認し、「大丈夫……みたいです」と安堵の息を吐いた。

「本当にすみません。新年パーティー行くのに、任されてた手土産持っていくの忘れちゃってて、慌てて取りに来たんで」

　ペコペコと頭を下げる彼の話を聞きながら、ああ、周防さんが言ってた取引先の新年会かと納得する。

「割れものだから気をつけてね」

　そう言って手を振ると彼は最後にもう一礼してから、今度は走らず早歩きで去っていこうとした。

　私もその場から離れようとしたけれど、ふと、なんとなく気になってその背に声をかける。

「あの……今日の新年会の取引先って、どこか聞いてもいい？」

　営業部の子は足を止めて振り返ると、「芸能関係です。ドリームキーパー事務所が主催の」と教えてくれた。

　私は「ありがとう」と手を振りながら、嫌な予感が忍び足で迫ってくるのを感じる。

　ドリームキーパー芸能事務所……璃々の所属事務所だ。




　その夜。私は眠れなかった。

　……眠れるわけがない。だって、周防さんが朝まで帰ってこなかったのだから。

「嘘でしょ……」

　ついに朝六時を回った時計を見て、深くため息をつく。

　まだ起床には早いけれど布団から起きだして、顔を洗いコーヒーを淹れてリビングのソファに座った。

　しばらく帰りが不定期になるとは言っていたけれど、まさかいきなり朝帰りになるのは予想外だ。

　営業部員にとって飲み会も仕事のうちだし、お得意先に誘われれば朝まで断れないことがあるのも知っている。

　けれども。

　不安で眠れないほど胸がざわつくのは、新年会の主催者が璃々の事務所だからだ。

　ふたりきりではないとしても周防さんは璃々と一緒なのだと思うと、自分の心の嫌な部分がザワザワと騒ぎだす。

「うぅ～、嫌だな。グズグズ考えたくない。テレビでも観よ」

　テレビをつけ適当にザッピングしていると、普段見ないＢＳの情報番組で今日の占いをやっているのを見つけた。

「へー、この番組も占いやってるんだ。知らなかった、ラッキー」

　大好きな占いを見つけ、ウキウキとしながら画面を見入るものの――。

『今日のバッド星座はうお座。不運が不運を呼ぶ日。気合で乗り切ろう』

　余計に落ち込む結果に、がっくりと項垂れてしまう。

　そのとき。

　玄関の方からガチャガチャと開錠する音が聞こえ、私は勢いよく顔を上げてソファから立ち上がった。

「お……っ、おかえりなさい……！」

「なんだ？　もう起きてたのか？」

　廊下に飛び出すと、ちょうど周防さんが玄関のドアを開けて入ってきたところだった。

　とっさに出迎えたものの気持ちの整理がついていないままで、次になにを言っていいか分からない。

『こんな時間まで誰とどこにいたんですか？』と問い詰めたい気持ちは、「お、遅くまで大変でしたね」という遠回しすぎる台詞になって口から出た。

「うん、まあな。あー眠い、シャワー浴びてくるわ」

　そう言ってコートを脱ぎながら浴室へ向かう周防さんに怪しい様子はない。

　……けれど以前朝まで飲んできたときと違って、彼からほとんどお酒のにおいがしないことが、かえって気になった。

　そのとき、電話のコール音が鳴り響き、周防さんがスーツのポケットからスマートフォンを取り出す。その顔が一瞬驚きに染まったことを、私は見逃さなかった。

　周防さんはチラリと私を見やってから、「悪いけどこれハンガーかけておいてくれ」とコートを手渡すと、バスルームの脱衣所に入ってドアを閉めてから電話に出た。

（あ……っ、あやしいー!!）

　いくら鈍感な私でもさすがにこれが普通ではないことぐらい分かる。

　思わず脱衣所のドアに張りつき聞き耳をたててしまうのも、仕方ないというものだ。――ところが。

「は!?　嘘だろ!?」

　そんな大声と共にいきなりドアがバン！と開かれ、ドアに張りついていた私は「うわぁあ」と間抜けな悲鳴をあげ、吹っ飛んで尻もちをつく。

　周防さんはよっぽど慌てていたのか、そんな私に気がつかないまま廊下を駆けて玄関から飛び出していってしまった。

「な……何事？」

　尋常じゃない様子の彼が気になって、私も後を追うことにした。

　玄関を出てから自分がパジャマ姿だったことに気がついたので、とりあえず持ったままだったコートを羽織ることにする。

　どうやら周防さんは一階のエントランスへ行ったようだ。エレベーターが戻ってくるのが待ちきれず、私は階段を駆け下りる。

　五階からとはいえダッシュは無茶だったと思いながらゼエゼエと息を切らせて一階まで辿たどり着いたとき、ひとけのない静かな共用エントランスの隅に周防さんの姿を見つけた。

　彼はモッズコートのフードを目深にかぶった人物と話をしている。モッズコートにデニムという格好なのではっきりとは分からないけれど、小柄な体格と話し声の高さから女性だということが窺えた。

「お前……家まで押しかけてくるとかありえないだろ？　マスコミに見つかったらどうすんだよ」

「朝までいてくれるって言ったのに、私が寝てる間に遥が勝手に帰っちゃうからでしょ！」

「でかい声出すなって。っつか五時は十分朝だろ、俺だって長は谷せ川がわさんだって仕事があるんだよ」

「じゃあ私も遥と一緒に住む！　私をひとりにしないで！」

「めちゃくちゃなこと言うなよ！　ったく……」

　明らかに男女の修羅場を目撃して、私は愕然と立ち尽くす。

（え？　なにこれ？　周防さん、飲み会じゃなく、朝までこの女の人と一緒だったってこと？　え？　それって……もう疑う余地もなく浮気ってことだよね？）

　もはや頭の中が真っ白になって動けないでいると、私に気づいた女性が「なに見てんのよ！」とこちらに向かって叫んだ。

　そのせいで私の存在に気づいた周防さんが、『うわっ』と言わんばかりの表情を浮かべる。

「梓希、お前なんで……」

　こちらにやって来た周防さんは私が放心している様子を見て眉根を寄せると、「後で説明する。とりあえず部屋へ戻ってろ」と肩を押してエレベーターへ向かわせようとした。

　ところがそんな彼の肩を、駆けてきた女性が掴んで引き止める。

「待って！　この女なの？　遥と住んでる女って！」

「そうだけどこいつは関係ねえよ、絡むな」

　そう言って周防さんが女性の手を離させようとした勢いで、女性のかぶっていたフードが脱げた。長い髪と顔があらわになって、私は驚きとやっぱりという気持ちに襲われる。

　目の前に現れたお人形のように綺麗な顔は、テレビで何度も見たことのある大人気シンガー・璃々だった。

（顔ちっさ！　肌白っ！　睫毛長っ！　目でかっ！　唇綺麗……っ！）

　ド修羅場の真っ最中だというのに、私は初めて生で見る璃々の美しさにミーハー丸出しの感動をしてしまう。

　やっぱり芸能人ってすごい。私と同じホモサピエンスだとは思えない。

　けれどそのきらめくような容姿とは裏腹に、璃々の口からはなかなか辛しん辣らつな言葉が飛び出す。

「ブスじゃん！　なんでこんなのと付き合ってんの？　しかもデブだよ？　遊びにしてもありえなくない？」

　今まで生きてきた中で一番ストレートでダメージの大きな悪口だったと思う。まさか社会人になってまでこんな稚ち拙せつで直球な悪口を、しかも芸能人に言われるなんて夢にも思わなかった。

　あまりの衝撃でうっかり涙目になってしまっていると、周防さんが自分の懐に私を強く抱き寄せ、初めて聞く威圧的で低い声で言った。

「璃々。俺、お前のそういうところが本当に嫌いだ。帰れ」

　さすがに璃々も神妙な顔になり、フードをかぶり直すと「ムカつく」と小さく呟いて口を噤んだ。

「梓希。すぐ戻るからお前は先に部屋へ帰ってろ」

　周防さんはそう言うと私だけをエレベーターに乗せて、ボタンを押した。

　ドアが閉まるまで彼は私を見つめていたけれど、その姿が涙でだんだん滲んでいく。

　エレベーターが動きだすと同時に、私は情けなく声をあげて泣いた。

　周防さんが浮気していたことも、璃々が復縁したがっていたことも、目の当たりにしてしまった。もう『なにかの間違いかも』『考えすぎかも』なんて自分を慰めることもできない。

「馬鹿ぁ～周防さんも璃々も馬鹿馬鹿ぁ～～ついでに惚れ薬の大馬鹿ぁあ～～」

　惚れ薬のくせに浮気ができてしまうだなんて、なんて役立たずなのだとお門違いの八つ当たりまでしたくなる。

　そういえばエレベーターには監視カメラがついていたなとふと思い出したけれど、今さら号泣を止めることもできず、私は五階に着くまでわんわんと泣き声をあげた。




　それから周防さんが部屋に帰ってきたのは、十五分後のことだった。

　急いで服を着替え、とりあえず必要なものを大型バッグに詰め込んでここを出ようとしていた私と玄関で鉢合わせ、周防さんは目を丸くしている。

「なんだよ、その大荷物。ってか、まだ七時前だぞ。出勤には早すぎね？」

「か……帰ります。自分のアパートに。今までお世話になりました」

　やっぱりアパートの解約をすぐしなくてよかったと思う。あやうく帰る場所がなくなるところだった。

　グズグズと鼻を啜り上げながら言った私に、周防さんは「いやいやいや、待て。ちょっと待て」と言うと、手からバッグを取り上げる。

「話聞けって。勘違いするのも無理ないけど、俺は浮気とかしてないから」

「でも璃々さんとゆうべずっと一緒だったんですよね？　璃々さん元カノなんでしょう？　璃々さんは今でも周防さんのこと好きで、ルパルクのモデルを引き受けたのも周防さんとヨリが戻ったからだって、噂で聞きました」

「だから戻ってねえよ。分かるだろ？　俺はお前の親の前で結婚まで宣言したんだぞ。俺が好きなのはお前だけだってなんべん言えば分かるんだよ」

　周防さんはきっぱりと言うけれど、その気持ちが私にとっては悲しい。

　彼の手から静かにバッグを取り返すと、私はポロポロと涙をこぼれさせながらもじっと視線を合わせて言った。

「もういいんです。今までごめんなさい、周防さんの気持ちを縛っちゃって。周防さんが私のことを好きなのは全部間違いなんです。だから私たち、本当は一緒にいるべきじゃないんです。ごめんなさい……必ず私がもとの周防さんに戻してみせますから、もう少しだけ待ってください」

「梓希……？」

　なんのことを言っているのだろうと怪訝そうな表情で、周防さんが私を見る。

　このままずっと彼に見つめられていたいという未練を振り切り、深々と頭を下げて告げた。

「さようなら」

　どこかで終止符を打たなくちゃいけなかった。間違いの恋は、今日ここで終わり。ふたりの関係が深くならないうちに、私は距離を置くべきだったんだ。

　玄関のドアを開けると、冬の朝の空気が肌を刺した。こぼれてくる涙を拭い、私は心に思う。

　――さようなら、周防さん。けれど願わくば……薬が解けたそのときにもう一度、あなたの恋人になれますように、と。




　その日の昼休み。

　私はリフレッシュスペースのテーブルで昼食をとりながらスマートフォンを眺め、「ううーん」と悩んでいた。

「探偵たっか……人探しで三十万プラス成功報酬って……うわ、日にちがかかればさらに値段上がるのか」

　眺めているのは探偵事務所の料金表。ＳＮＳだけではシャーマン美鈴を捜すのに限界を感じ探偵に依頼しようと思ったのだけれど、想像以上に高い料金におののいている。

「でもこれ以上長引かせるわけにもいかないもんね。金銭的にかなりつらいけど、やるしかない……！」

　今朝のことを思い出し、苦渋の決断をする。

　貯金通帳の残高が頭によぎったけれど、背に腹は代えられない。一刻も早く惚れ薬を解かなければ、周防さんも私も……璃々さんも、誰も幸せになれないのだ。

　もし惚れ薬の効果がなかったら、周防さんは問題なく璃々さんと復縁していたかもしれない。それを私がグチャグチャにしちゃったのかもと思うと、罪悪感で胸がいっぱいになる。

　もちろん私がいなくても復縁を拒んでいた可能性もあるけれど、それは今は分からない。

　ただひとつ確かなのは、今の周防さんの行動が彼の本意じゃないということだけだ。

　薬の効果が解けたとき彼が誰を選ぶかは分からないけれど、とにかく彼の大事な人生を一刻も早く返してあげることが、今の私のするべきことだ。

　だから三十万円が犠牲になっても仕方がないのだと自分に言い聞かせ、震える指で探偵事務所サイトに表示されている電話番号をタップしようとしていると、テーブルの前に人影が立ち「梓希さん」と声をかけられた。

「あ、小宮山さん」

「あけましておめでとう。今年もよろしくね」

　顔を上げた先にいたのは、今日もお日様のような笑顔の小宮山さんだった。

　私も「あけましておめでとうございます。こちらこそよろしくお願いします」と挨拶を返すと、小宮山さんはますます目を細めて「ここ、いい？」と向かい側の席に座った。

「なんかすごくつらそうな顔してたね。なにかあった？」

　持っていたマイタンブラーのコーヒーを飲みながら、小宮山さんがそう尋ねた。

　苦渋の決断をしようとしていたところを見られていたことに気づき、私は赤くなりながら「いえ、その、ちょっと足がしびれて……」としょーもない言い訳をした。

「そう？　もしなにか困ってることがあったら言ってね。僕でよければ相談に乗るよ」

　柔和な笑みを浮かべながらそう言う小宮山さんは、今日も天使のように優しい。

「ありがとうございます」とお礼を告げて密かに彼の優しさに感動していると、どこからともなく『……シャーマン美鈴……』という声が聞こえた。

「えっ？」

　慌ててキョロキョロと辺りを見回した私の目に、とんでもないものが飛び込んでくる。それは――。

『詐欺容疑で逮捕された黒くろ原はら容疑者は〝シャーマン美鈴〟と名乗っており、科学的根拠のない効果を謳うたった食料品などを売りつけ、およそ百万円以上を相談者から騙し取っていたとみられます』

「い、いたあーーーっ!!」

　――なんと、シャーマン美鈴が詐欺師として逮捕されたことを報じるテレビのニュースだった。

　リフレッシュスペースに設置してあるテレビを指さして大声で叫んで立ち上がった私を、小宮山さんも周りでくつろいでいた他の人たちも驚きの眼差しで見ている。

　けれど私はそれどころではなかった。

「え!?　逮捕って！　ちょっと待って！」

　知人に犯罪者がいないので分からないのだけれど、逮捕されてしまったら私のような外部の人間はおいそれと会えなくなってしまうんじゃないだろうか？

　面会とかで会える？　でもそれって刑期が確定して刑務所に入ってから？　時間かかるの？　それはかなり困る！

「こ、小宮山さん！　容疑者に面会っていつできるか知ってますか!?」

「へ？　え、いや、知らないけど……ちょっと落ち着かない？」

　ドン引きしている小宮山さんの顔を見て、私は自分が我を失っていたことに気づいた。

「あ……す、すみません」

　小さくなって椅子に座り直すものの、興奮でまだ胸がバクバクいっている。

　ようやく、ようやくシャーマン美鈴を見つけたのだ。それなのに逮捕されて手の届かないところに行ってしまうだなんて。一難去ってまた一難のこの状況に、冷静でなんていられない。

「……梓希さん。なにか困ってるなら僕に相談してみない？　力になれるかは分からないけど、きっとひとりで悩んでいるよりかは心が軽くなるよ」

「こ、小宮山さん……」

　惚れ薬なんてまともに信じてもらえなさそうな話を真面目に相談する気になってしまったのは、きっと冷静さを欠いていたからだ。

　今朝のこともあって私の心は疲労困憊だったし、とどめにシャーマン美鈴の逮捕で、もはや藁わらにもすがるような気持ちだったのだと思う。

「実は……」と、シャーマン美鈴から惚れ薬を買ったことから始まり、それをうっかり周防さんに飲ませ今に至るまでの話を、私は赤裸々に滾こん々こんと小宮山さんに語った。

　こんな馬鹿げた話を、小宮山さんは最後まで真剣に聞いてくれた。そして「んー……」と考え込む素振りを見せると、「それっておかしくない？」と少し前のめりになって私に尋ねた。

「お、おかしいのは重々承知です。私だっていまだに信じられません、惚れ薬なんてものが本当に効いたなんて。でも薬が効いたからこそ周防さんの態度が激変したし、それに拒むと命だって――」

「そこ。それ。梓希さんが周防さんを拒むと死んじゃうんでしょ？　でも周防さん、今日も生きてるよね？」

「え？」

「梓希さんが家を飛び出してきちゃったことは、周防さんにとって拒まれたことにはならないの？」

　……あれ？　確かに？

　今朝は璃々さんのことがあっていっぱいいっぱいだったせいで、そこまで頭が回っていなかった。けど、周防さんの心臓が止まるどころか苦しんでいる様子もなかったことに今さら気づく。

「……周防さんの愛を拒んだんじゃなく、私が周防さんのためを思ってしたことだから影響なかったとか……？」

「それもおかしいよね？　だって影響が出るか否かは神様的な視点じゃなく、周防さんがどう感じるかが基準なんでしょ？　惚れ薬のことを知らない周防さんは、梓希さんが自分のために距離をとったなんて分かってないはずだ。彼からしてみたら元カノとのことを疑って梓希さんが怒って出ていったとしか感じていないはずだよ。それなのに彼の心臓はまだ動いている」

　小宮山さんの分析を聞きながら、私は唖然としていた。それってつまり……。

「惚れ薬の効き目が切れてる……？」

　信じられない思いで口にすれば、小宮山さんは腕を組んで再び「うーん」と悩んでから「違うと思うよ」と顔を上げた。

「薬が切れたんじゃない。もともと薬は効いていなかったんだ。惚れ薬なんてものはやっぱり存在しなかったんだよ」

　あまりに衝撃的なその結論に、私は言葉も出せず口をパクパクさせる。

　だって、そんな馬鹿な。じゃあ周防さんのあの溺愛はなに？　態度が激変したことは？　私が彼の誘いや同棲を拒もうとしたとき、胸が苦しそうだったのは？

　声にはならなかったけれど、私の言いたいことを小宮山さんは察したのだろう。

「周防さんの態度はすべて演技だったんじゃないかな。惚れ薬の効能をある程度知ってたら、それらしく振る舞うことは全然難しいことじゃないよね」

　嘘だ。いくらなんでもお芝居でキスしたり一緒に暮らしたりなんて、ありえない。そもそもそんなことをする意味がない。

「まさか……だって……そんなことしたって周防さんになんの得もないじゃないですか」

　震える声で言った私に小宮山さんは「そうかな」と答えると、なにかを言いかけて口を噤んでから、なんだか複雑そうな笑みを浮かべた。

「まあなにが目的だったのか、本人に聞いてみないと分からないよね。けど僕は惚れ薬なんて最初から意味がなかったんだと思うよ」

　きっぱりそう言い切った小宮山さんに私はもうなんて返していいのかも分からず、ただ眉を八の字にして情けない表情になる。

　すると小宮山さんはクスッと笑って「じゃあさ」と私に向かって身を乗り出すと、声を潜めて言った。

「証明してあげるよ。惚れ薬の効果が嘘だったって」




　――夜八時。

　私と小宮山さんは揃って、とある居酒屋の前にやって来ていた。

「ほ、本当にここに来るんですか？」

「うん。ＧＧプロダクションの人に聞いたから確実。僕もそこの制作会社によくお世話になってるから知ってるんだ」

　今日の周防さんは確か、挨拶回りの後に取引先の新年会に誘われるかもしれないと言っていた。私はその取引先がどこか把握していなかったんだけれど、小宮山さんの情報網によるとそれはＧＧプロダクションという制作会社で、新年会は夜八時からこの居酒屋で行われるらしい。

　小宮山さんの情報網のすごさに感心すると共に、どうしてわざわざこんなところで周防さんを待ち伏せするんだろうと謎に思う。

　すると。

「あ、来たかな」

　数台のタクシーがお店の前の車道で停まり、制作会社のスタッフと思われる人たちが十数名ほど降りてきた。

　その中に周防さんの姿を見つけ、小宮山さんは「行くよ」と私の手を引いた。

「周防さん、こんばんは」

　声をかけられて振り向いた周防さんは、私と小宮山さんの姿を見て目を丸くする。

「小宮山さん……と梓希？　どうしてここに？」

　それと同時に小宮山さんに気づいた制作会社のスタッフの女性たちも、「あれ、小宮山さん？」「偶然？　よかったら一緒にどうですか？」と声をかけてきた。

　小宮山さんは彼女たちに向かって愛想のよい笑みを浮かべると、「また今度ね。それより五分……三分でいいや、周防さんちょっと借りていい？」と言って周防さんの腕をグイッと掴んだ。

　当然周防さんは怪訝な顔をし、女性スタッフたちも不思議そうに顔を見合わせる。けれど。

「いいけど、すぐに返してくださいね。乾杯待ってますから」

　そう言って快諾されたのは、小宮山さんの人徳があるからだろう。

「ありがとう」と言って小宮山さんがニコニコ手を振ると、スタッフたちも手を振り返しながら店内に入っていた。

　お店の前には周防さんと小宮山さん、それに私の三人だけになる。

「……なんのご用ですか、小宮山さん。椛田まで連れてきて」

　平静を装っているけれど、周防さんは明らかに不審な目を向けている。それはそうだろう。だって私たちの行動、あまりに突飛で怪しすぎる。

「申し訳ありません。緊急に確認したいことがありまして。一分もかかりませんので」

　意気揚々と言った小宮山さんに、私も思わず眉根を寄せてしまう。

　こんな場所でたった一分で、いったいどうやって惚れ薬が効いていなかったことを証明するのだろうか。

　すると小宮山さんは「さ、梓希さん」と言って私の両肩に手を置くと、なんと――。

「ぇ……っ!?」

　周防さんの目の前で、私にキスをしてきた。

　あまりに突然のことで頭がパニックになり、なにも考えられなくなる。

　けれど次の瞬間。

「小宮山ぁっ!!」

　そう怒鳴った周防さんが我を忘れたように乱暴な動きで小宮山さんの胸ぐらを掴んだのを見て、思考が一瞬で戻った。

「だ、駄目！　ストップ！　ストーップ！」

　殴りかかろうとする周防さんの腕を掴み止め、なんとか鎮めようとする。

　歩道にいた人たちがこちらを注目しザワザワしてきたところで周防さんも我に返ったのか、小宮山さんから手を離した。けれど不穏な空気は消えることなく、周防さんはものすごい形相で小宮山さんを睨んでいる。

　それなのに小宮山さんときたらどういうわけか、楽しそうに肩を竦めて笑っているではないか。

「ほら、ね。梓希さん。全然効いてないでしょ？」

　ニコニコしながら小宮山さんが言ったその台詞に、私はハッと息を呑んだ。

　そして勢いよく振り向くと、怒ってはいるものの特になんの変化もない周防さんに詰め寄って問い詰める。

「し……っ、死んでない！　どうして死なないんですか周防さん!?」

「は、はぁ？」

　すさまじく物騒なことを言った私に周防さんは眉をしかめたけれど、すぐになにかに気づいたように表情を変えた。

　口元を手で押さえ気まずそうな顔をしている周防さんに、小宮山さんが穏やかながら真剣な口調で尋ねる。

「そんな顔をするってことは、やっぱり分かってて演じてたんですね？　周防さん」

　小宮山さんを睨みつける忌いま々いまし気な表情が、答えを語っていた。

　――周防さんの心臓は動いている。私が家を出ていっても、目の前で他の男性とキスをしても。

　そして彼は〝愛を受けられなくては死ぬ〟という惚れ薬のルールを知っていて、その通りに演じなかったことを自覚したとき、〝失敗した〟という表情を浮かべた。

「……嘘……」

　私は彼に詰め寄っていた体を離すと、後ずさりながら呆然と呟いた。

（全部、全部知っていたの？　最初から？　全部分かってて演技していたの？　私にキスしたのも、一緒に暮らしたのも、何度も好きだって言ったのも、両親に結婚の宣言までしたのも――全部嘘？　演技だったの？）

「……っ、ど、どうして……っ」

　涙腺が壊れたみたいに、ジャブジャブと涙があふれてくる。大粒の涙が目に幕を張って、目の前の周防さんの姿が見えない。

「なんでそんなことしたんですか！　私、真剣だったのに！　周防さんが死んじゃわないように必死だったのに！　キスも同棲も初めてで、お父さんとお母さんにも挨拶してくれて、すごく嬉しかったのに！　私、本気で周防さんのこと好きになっちゃったのに！　なんでこんな弄ぶようなことしたんですかあ！」

　大声で叫んで泣いたせいで、ますます周囲の注目を集めてしまったみたいだ。けれど、今の私にそんなことを気にしている余裕はない。

「周防さんの馬鹿、馬鹿！　意地悪！　いじめっこ！　人でなし！　女たらし！　大っ嫌い!!」

　言うだけ言うと、私はくるりと踵を返して走りだした。

　どこへ向かっているか自分でも分からない。ただ、これ以上周防さんの前にいたくなかった。

　後ろからは周防さんの「梓希！」と呼ぶ声が聞こえた気がしたけれど、空耳だと思うことにした。




　気がつくと私はフラフラと会社へ戻ってきてしまっていた。

　自分のアパートへ帰ればいいと分かっているのに、もしかしたら周防さんがアパートまで来る可能性を考えると、おとなしく帰る気にはなれなかった。

「……どうしようかな……」

　今日避けたところで、どうせ明日には会社で顔を合わせるのだ。逃げていても無駄なのだとは分かっていながらも、今はとにかく周防さんに会いたくなかった。

（別に急ぎの仕事は抱えてないけど、今夜は会社に泊まり込んで作業でもしようかな）

　そんなことを考えながらノロノロと玄関ロビーを歩いていると、ちょうどエレベーターから降りてきた東條さんと鉢合わせた。

「ん？　帰ったんじゃなかったのか、椛田さん」

「えっと、あの……少し作業をしていこうかと」

「今のところ、きみは急ぎの案件は持ってなかったと思ったが？」

　さすがきっちりした性格の東條さん。部下のスケジュールも把握しているみたいだ。

「急を要するものでないなら、なるべく残業は避けてほしい。ただでさえこの業界は時間外勤務が多く、働き方が批難されている。業界全体の悪いイメージを払しょくするためにも、なによりきみの健康のためにも、不要な残業は避けるよう努めてくれ」

　そんなふうに諭されてしまうと、仕事にプライベートな問題の逃げ場を求めたことがすごく悪いことのように思えてくる。

「すみません……残業はやめます……」

　そう返事すると東條さんは「それがいい」と安心したように頷いたけれど、私がだんだん泣き顔になっていくのを見て、ギョッと目を剥いた。

「なぜ泣く？　そんなに切羽詰まった作業があったのか？　それなら――」

「ち、違うんです。すみません……私、か、帰りたくなくて……うぅぅ～」

　まだ気持ちがちっとも落ち着いていない私は、意味なく勝手に涙があふれてくる。

　東條さんが驚いてものすごく困惑してオロオロしているけれど、情けないことに私は涙を止めることができない。

「ちょ……ちょっと待っててくれ」

　そう言うと東條さんは少し離れて誰かに電話をし、通話が終わると再び私の前にやって来て言った。

「うちへ来るといい。今夜はゴマ豆乳鍋だそうだ」




「えー！　惚れ薬が効いてるフリをしてたの!?」

　和花ちゃんはお鍋からお豆腐と白菜と豚肉を銘めい々めい皿ざらにとって、それを私に手渡しながら言った。

　ホカホカの湯気がたつそれを受け取り、私は「うん」とまだ止まらない涙をこぼしながら頷く。

　泣きやまない私を持て余した東條さんが連れてきてくれたのは、和花ちゃんが晩ご飯の支度をして待つ東條さんのマンションだった。ふたりは多忙なとき以外はこうしてどちらかの部屋で晩ご飯を共にしているのだという。

　私が和花ちゃんの親友だと知っていた東條さんは、泣いている私を彼女のもとへ連れていくのが賢明だと判断したらしい。

　そしてそれは大正解で、アパートに帰れない私はいられる場所を得ただけでなく、心温まる食事と相談に乗ってくれる友人にありつけたのだ。

　ラブラブな食卓にいきなり入り込んできたにもかかわらず、温かく迎えてくれた和花ちゃんと東條さんに心から感謝し、結婚式のご祝儀はめちゃくちゃ奮発しようと心に決めた私だった。

「たぶん……最初から全部分かってて演技してたみたい。キスも告白も全部、お芝居で嘘だったみたい」

　改めて言葉にするとますます泣けてくる。私は熱々のお豆腐を口に運びながら、ポロポロと涙をこぼした。

「……どうして周防さん、そんなことしたのかなあ。お芝居してまで私のことからかいたかったのかな。周防さんいじめっこだもんね。私が翻弄されてる姿を見て、心の中で爆笑してたのかな」

　ネガティブな私の呟きに、和花ちゃんと東條さんが顔を見合わせて小首を傾げる。そして和花ちゃんは「んーと」と悩ましげに眉根を寄せてから、改まって口を開いた。

「とりあえず、惚れ薬なんてものがインチキだったのはよかったじゃん。これでもう周防さんの命の心配する必要もないんだし。……で、じゃあなんで周防さんがお芝居なんかしてたかってことだけど。からかってたとか梓希を馬鹿にしてたとかではないと、私は思うよ」

　そう言って和花ちゃんが「ね？」と首を傾げると、隣で東條さんも無言で頷いた。

「周防さんって確かにちょっと俺様だし、梓希のことからかって楽しんでるところもあるけど、でも人の心弄ぶような人でなしではないよね。って、そういうとこは梓希が一番よく分かってるんじゃない？」

「……うん」

　和花ちゃんの言う通りだ。けれど、それなら彼の目的はなんだったのだろうか。

「じゃあなにかやむにやまれない事情があったのかな。誰かに弱みを握られて私に接近しなくちゃならなかったとか……」

「いやいや、もっとシンプルに考えようよ。つまり、周防さんはもともと梓希のことが好きだったって考えるのが、一番可能性が高いと思うけど？」

　とんでもない彼女の考えに、私は一瞬涙も引っ込んで「ないないない」と苦笑いをこぼす。

「それだけはないよ。だって周防さんだよ？　惚れ薬飲む前の周防さんの態度知ってる？　あの人、私のこと大福って呼んでたうえに、ことあるごとに頭小突いてきたからね。すぐに馬鹿馬鹿連呼するし、常に上から目線の命令口調だし、仕事の駄目出しエグいし」

　考えれば考えるほどありえないと思うのに、和花ちゃんは「だからー」ともどかしそうに反論する。

「それが周防さんの愛情表現だったんでしょ。まあ傲慢なのと口が悪いのは性格だけど、ようは好きな子をいじめたくて仕方ないタイプなんでしょ、周防さんって」

　まさかと思ってポカンとしてしまうけれど、和花ちゃんだけでなく東條さんまで真面目な顔で頷いている。

「でも、でも、周防さんってたぶんすごい面食いだよ。だって……あのシンガーの璃々が元カノなんだから。私なんて絶対にタイプじゃないと思う」

　自分で言いながらダメージを負ってしまった。けれど事実だ。あんなお人形みたいな美しさの璃々と付き合っていた人が、地味でフクフクな私を好きになるわけがない。それどころか女性として見られていたかどうかも怪しい。

「私もその噂聞いたことあるけど、それって結構前だよね。年齢が上がったら好みのタイプが変わるなんてよくあることじゃん。それか、好みのタイプを好きになるんじゃなく、〝好きになった人が好みのタイプになる〟人なんじゃない？　周防さんって」

　さらなる和花ちゃんの反論は妙な説得力があって、私はうっかり納得しかけてしまう。

（……そう言われてみると……私のこと『かわいい』って頬ずりしてきたときの周防さん、今思い出してもあんまり演技って感じじゃなかったな……）

　考え込んでいると、和花ちゃんは東條さんに向かって「椿樹さんはどう思う？」と尋ねた。

　すると東條さんは「ちょっと失礼」と席を立ち、戻ってくるとテーブルのあいているスペースにノートを広げてなにやら書き出した。

「……もしかして、フレームワークですか？」

「そうだ。きみはもっと冷静に状況を把握し解決策を見出す必要がある。まずはロジックツリー分析からだ」

　東條さんが非常に理知的でロジカルな性格であることは知っている。けれどまさか、恋愛相談まで分析されるとは思わなかった。

　そんな東條さんを見て和花ちゃんは卓上コンロの火を弱めると、「早めにお願いね。鍋が煮詰まっちゃうから」と慣れたふうに言った。




　――そして十分後。

　東條さんは私の状況を分析し、問題点を指摘し、解決策を構築し、それを実現するための方法まで見事提示してみせた。

「多角的な視点からも周防はもともときみに好意を持っていたと考えられ、それを明らかにするには本人に確認するという手段が、時間的にも精神的にも一番コストがかからないだろう。そしてきみが憂慮する〝好意以外の理由が明らかになり、きみが傷つく事態になったら〟という問題点は、俺と和花が慰めて励ますという保証でリスク軽減を図ろう」

「な、なるほど……」

　なんだか仕事をしているような錯覚に陥ったものの、ロジカルに自分のことを見つめ直せたせいで、ものすごく納得ができた。

　感情が先走って混乱していたけれど、悲観的な考えは全部私の憶測でしかない。真実を本人に聞かない限り、私の暗い憶測は永遠に晴れないのだ。

　おかげでようやく周防さんと向き合う勇気が持てた私は、改めてふたりに深くお礼を述べた。

「ありがとうございます、東條さん。それに和花ちゃん。私、ちゃんと周防さんと話し合ってくる」

　それによくよく考えたら、惚れ薬が効いていなかったことは喜ぶべきことなのだ。

　惚れ薬の呪縛から解放された今、私と周防さんはようやく本音で話せるのだから。

　さっきのしょぼくれた雰囲気からやっと立ち直った私に、和花ちゃんは「よし！　頑張って！」と笑って、グラスにビールを注いでくれる。

「椛田さんの成功を祈って」

　東條さんがとった音頭に、三人で「乾杯」とグラスをぶつけ合った。










彼と私と彼女の恋




　東條さん宅を出て、自分のアパートへと戻ったときには、夜の十時半を過ぎていた。

　二階への階段を上った先でドアの前にうずくまっている人影を見つけ、私は一瞬ビクリとする。

　けれどその怪しい人影が足音に気づき顔を上げたのを見て、違う緊張感が私を襲った。

「おせーよ。どこふらついてたんだよ、二時間も待たせやがって」

　立ち上がり大きく伸びをした周防さんが、私を見据えながらこちらにやって来る。

「に、二時間って……、ＧＧプロダクションの新年会はどうしたんですか？」

「クライアントから急な呼び出しが入ったっつって逃げてきた。ったく、後でフォロー入れに行かなくちゃならねーじゃねーか」

　もしかしたら周防さんが今夜訪ねてくるかもしれないとは思っていたけれど、まさか新年会をドタキャンしてまで駆けつけてくるとは思いもしなかった。

「す、すみませ……」

　さすがに申し訳ない気になって謝ろうとしたら、周防さんはものすごく不機嫌そうな顔でこちらに近づき、人差し指で私の額をグリグリと押した。

「ほ、ん、と、に、ふざけんなよお前。今朝こっちの話も聞かず出てったあげく、電話もメッセージもブロックしやがって。そのうえわざわざ小宮山とイチャついてるの見せつけに来て、なにがしたいんだよお前は！　俺にどんだけ恨みがあるんだっつーの！」

「痛い痛い！　ってか押さないでください！　落ちる～！」

　口調と共にどんどん圧のこもっていく人差し指に押され、私はじりじりと階段の手前まで後ずさってしまった。

　あと半歩で階段から転げ落ちそうになったとき、周防さんが指を離し私の腰を掴んで強引に引き寄せた。その勢いで私はポスッと彼の懐に埋もれ、そのまま両腕で抱きしめられる。

「こんなムカつくの初めてだよ。ってか、こんなにムカつくのこの世でお前だけだマジで」

　抱きしめる腕の優しさとは裏腹に恨み節たっぷりの台詞を吐かれ、私は「ひぇっ」と身を硬くする。けれど。

「嫌われようが誤解されようが逃げられようが、他のやつならなんとも思わないんだよ。お前だけだ。逃げられたら焦るし、誤解されたら困惑するし、嫌われたらすげー悲しくなるのは。そんで俺の感情こんなにグチャグチャにして知らんぷりするお前が、世界一ムカつく」

　続けて言われた台詞は素直で切ない気持ちにあふれていて、私はギュウッと胸が締めつけられた。

　周防さんがどんな気持ちで惚れ薬の嘘をつき始めたのかは分からない。けれど、少なくとも今の彼の気持ちは分かる気がした。

「わ……私だって。私だって人生で一番怒ってます。どうして惚れ薬が効いてるフリなんてしてたんですか？　私、キスも同棲も、男の人をこんなに好きになっちゃったのも初めてなんですよ？　まさか、からかってたなんて言いませんよね？」

　彼の背に手を回し、強く掴んでから顔を上げて言った。

　まっすぐ見つめた周防さんの顔は驚きと真剣さの混じった表情を浮かべており、私はじっと彼の次の言葉を待つ。

　そのとき、一階でドアの開く音が聞こえ、人の出てくる気配がした。

　揃って肩を跳ねさせた私たちはどちらともなく体を離し、私は自分の部屋の鍵を開けて「どうぞ」と彼を招き入れた。




　荷物の半分以上が周防さんのマンションに置いたままなので、私の部屋はなんとなく寂しい状態だ。

　とりあえず暖房を入れ、すぐにケトルを火にかける。

　さっき抱きしめたときに気づいたけど、周防さんの体は冷え冷えだった。二時間もこの寒空の下で待っていたならそれも当然だ。

「すぐにお風呂のお湯ためるから、ちょっと待っててください」

　とにかく周防さんにあったまってもらおうとバスルームへ向かおうとしたけれど、いきなり後ろから抱きすくめられてしまった。

「周防さん、お風呂……」

「いいよ。こうしてればあったかくなる」

　そう言って周防さんは私を抱きしめたまま、その場にストンと腰を下ろしてしまう。

　大丈夫かなあと思いつつ、私は体に回された手を自分の両手で包んで優しくさすった。

　どちらともしゃべらないまましばらく沈黙が流れたけど、やがて周防さんが私の首筋に顔をうずめながら、「こっち向くなよ」と前置きしてしゃべりだした。

「俺、お前のことずっと好きだった。お前が入社した頃からずっと。それなのにお前は俺のこと全然好きじゃねえし、優しくすれば怖がるし、おまけに小宮山のこと好きだしで、もうどうすりゃいいんだよってときに、お前が最上と惚れ薬の話してるのを偶然聞いたんだ。自分でも馬鹿みたいだって思うけどさ、きっかけが欲しかったんだよ。お前との関係を作り直せるきっかけが。薬のせいにしてうんと優しくして、好きだって正直に伝えて、俺のこともっとたくさん知ってもらって。それでお前に好きになってもらおうと思ったんだ」

　耳の近くで話される周防さんのひと言ひと言が、私の胸を苦しくさせる。

　だって私の知っている周防さんはいつだって俺様で自信満々で、そんないじらしい片思いをしていただなんて全然知らなかった。

　なんだって余裕でこなせちゃう周防さんが、惚れ薬を利用するなんて馬鹿らしい方法に飛びつくほど私のことで悩んでただなんて。全然、全然気がつかなかった。

「……本当ムカつくよ。こんながむしゃらでカッコ悪いのは、生まれて初めてだっての。なんで俺こんな馬鹿みたいな芝居してるんだってほとほと情けなくなったけど、それでも……お前を抱きしめたときにプライドとか馬鹿らしいとか、そういうの全部吹っ飛んだよ」

　私を抱きしめる腕にギュッと力がこもったのが分かった。

　胸がドキドキして、なんだか泣きたくなってくる。周防さんのことが好きでたまらない気持ちが、涙になってこぼれそうだった。

「すごく幸せだった。偽の関係だって分かってても、お前のことめいっぱいかわいがって甘やかして、気持ち素直に伝えて。毎日めちゃくちゃ幸せだった。……たぶんさ、お前が想像してる百倍くらい、俺、お前のこと好きだよ」

　……ズルいなって思う。そんなふうに言われたら、私はもう周防さんのことを責められない。我ながらちょろいなと思うけれど、切ないくらい彼のことが愛しくなってしまった時点で私の負けだ。

「ごめん。こんなの卑怯だって分かっててお前のこと恋人にした。惚れ薬なんてこれっぽっちも効いてないし、心臓が止まるなんてのも全部演技だった。――でも、お前に伝えた気持ちは全部、嘘じゃない」

　かすかに震えた声でそう告げた周防さんは、そのときどんな顔をしていたのだろう。後ろから抱きしめられたままの状態では知ることはできない。けれど。

「ゆ……許します。もう全然怒ってないです。だから、あの……これからも、恋人続けてもらっていいですか……？」

　涙をこらえながら言った私の声も震えていて、それを聞いた周防さんの抱きしめる力がますます強くなったのを感じた。

「ばーか。当たり前だろ。お前が恋人やめたくても、俺が続けるって言ったら続けるんだよ」

　私の首筋に強く顔を押しつけた周防さんの声はくぐもっていて、それはいつもの傲慢な台詞のように聞こえたけれど。

「……サンキュ」

　短く付け加えられたそれだけは、もしかしたらこの先一生聞くことがないだろうと思わせるほど、彼らしくないしおらしい声だった。

　しばらくただ黙ってお互いのぬくもりを感じていた私たちだったけれど、体を離したのは火にかけていたケトルがお湯が沸いたのを報せたからだった。

　慌ててコンロへ行き火を止め、沸いたお湯でさっそくお茶を淹れる。もう遅い時間なので、ノンカフェインのハーブティーにした。

「はい、飲んでください。体あったまりますよ」

　部屋にあったクッションに座り直した周防さんのもとへ行き、マグカップをひとつ手渡す。周防さんはそれをひと口飲むと「はー……あったまる……」としみじみと息を吐き出した。

「周防さん、やっぱりお風呂入った方がいいですよ。お茶だけじゃ体あっためきれませんって。お湯ためてくるから待っててください」

　そう言って自分のカップを置き、浴室へ向かおうとした私に、「なあ、梓希」と周防さんが呼びかける。

　やっぱりいいって言うのかなと思って振り返ったけれど、彼はカップで手を温めながらにっこり笑ってとんでもないことを言いだした。

「一緒に入ろうぜ」

「は……はぁ!?」

　驚いて目を見開いていると周防さんは軽やかに立ち上がり、私の横を通り過ぎてバスルームへ行ってしまう。そして自分でさっさとお湯を張る準備をして戻ってくると、「なんか入浴剤あるか？」とご機嫌そうに私に尋ねた。

「洗面所の棚に……って、そうじゃなく！　い、一緒にってなんですか!?」

「一緒には一緒にだよ。バスタブ小さいけど、まあふたりで入れないこともないだろ」

「で、で、でも！　その……け、結婚まではそういうことしないってお父さんと約束したし……」

　動揺と恥ずかしさでゴニョゴニョと口ごもってしまう。

　でも考えてみたら、私は今まで惚れ薬が効いていたと思っていたから周防さんと最後の一線を越えるのをためらっていたんだ。嘘の恋じゃなく、ちゃんと彼が本当の気持ちで私を好きになってから結ばれたいって。でも……惚れ薬の効果が本当はなかったと判明した今、それはクリアしたってことなのかな？

　だけど、お父さんは結婚まで手を出すなって周防さんに言ってたし、周防さんもそれに『約束します』って返していたような……。普通そんなの守らない？　方便？

　焦ってひとりで混乱していると、周防さんが私の正面に立ち、頬を両手で包んで意地悪な笑みを浮かべた。

「なに想像して赤くなってるんだよ、梓希のドスケベ。俺は一緒に風呂入ろうって言っただけだぞ」

「え？」

　ドスケベなんて人生で初めて言われた。なんだろう、結構ショックだ。

「俺はドスケベな梓希と違って真面目な好青年だからな。お義父さんとの約束は守るつもりだぞ」

「でも……裸であんな小さなバスタブに一緒に入ったら、それってもうほぼ同義じゃ」

「お前のセックスの解釈広いな！　ってかお前すっぱだかで入るの？　俺はタオル巻くつもりだったけど、お前大胆だなあ」

「えぇ……」

　なんか……すごくからかわれている気がする。

　たとえタオルがあっても、やっぱりきわどいことに変わりはないような気がするのだけれど、それを指摘すると私の方が変態みたいな空気だ。

「で、どうする？　混浴する？　しない？」

　選択を迫られて戸惑いながらも、私は「する……」と小声で頷いた。




「っはぁ～～。風呂最高～～」

　体の芯まで冷えていたのだろう、周防さんは湯船に体を沈めるとお腹の底から感嘆の声をあげた。

　一方私はというと、バスタブの隅にこれでもかと身を寄せ縮こまりながら後悔していた。

　うちのバスタブは独身者用のアパートの例に漏れずとても小さい。なにをどうしたってふたりで入るのなら体が重なってしまうのだ。

（こんなのどう頑張ったって、どっかしら肌が触れ合っちゃうじゃん！　っていうか目のやり場に困る！）

　視線を前に向ければ、目の前には周防さんの素肌の胸や腕が。

　彼の素肌を見たのは初めてじゃないけれど、こんな近くでマジマジと見るのはものすごく恥ずかしい。

　やっぱりやめておけばよかったと心臓を爆発させそうになりながら私は、広げた周防さんの脚の間で膝を抱えていた。

「梓希。お前、小さくなりすぎ。せっかく風呂入ってるんだからもっと伸び伸びしろよ」

「無理です……もう出ていいですか」

「あと三千六百秒数えたらいいよ」

　つまりは逃げるなということだ。

　まだ湯船に浸かって一分も経っていないのに、すでにのぼせたような気がする。

　すっかり俯いてしまっていると、「顔上げろって」と顎をすくわれた。

　目を見るのもなんだか恥ずかしくて思わず顔を背けそうになったけれど、周防さんは真面目な顔をしていたので私もちゃんと前を向くことにした。

「まだお前に話しておきたいことがある」

「あ……」

　彼がなにを話そうとしているのかはすぐに分かった。まだすっきりしていない問題が残っている。それは……。

「璃々のこと。誤解したまんまだろ」

　そうなのだ。周防さんが昨夜、璃々さんとひと晩一緒だったことの真相はまだ明らかになっていないのだ。

　周防さんは誤解だと言うけれど、正直聞くのが少し怖い。だって璃々が元カノであることには変わりないし、その元カノとの間でなにかあったことは明らかなんだから。

　渋い顔をしながらも視線を逸らさないで小さく頷くと、周防さんはため息をついて湿気に濡れた前髪をうっとおしそうにかき上げてから話し始めた。

「お前が言ってた通り、璃々は元カノだよ。六年前、まだ俺が新人だった頃に付き合ってた。ただ、まあ……お互い若すぎて半年で駄目になったけどな。璃々はあの通り感情の起伏が激しいうえ、デビューしたばっかりでピリピリしてたし、俺は俺で仕事に手いっぱいで璃々を支えてやる余裕もなかった。今では悪かったなと思うけど、あのときはあのときなりに精いっぱいだったんだからどうしようもないよな」

　もう六年も前の話だというのに、やっぱり嫉妬心が湧いてきてしまう私は狭量だろうか。せっかく周防さんが包み隠さず話してくれているというのに、顔が勝手にどんどん拗ねたものになってしまう。

「で、別れたわけだけど。広告会社と芸能事務所だからな、たまに顔合わせることもあってさ。半年くらい前にテレビ局のイベントで会ったとき、悩みがあるっていうから相談に乗ってやったんだよ。まあ相談っていってもただの仕事の愚痴で、聞いてやっただけで気が済んだみたいだけど。けどそれから璃々が俺を頼るようになっちゃってな……」

　そこまで言って、周防さんは困ったようにため息をついた。

　なんとなく、その後のことは予想がつく。

　大人になって余裕の出てきた周防さんともう一度やり直したいと思った璃々さんは、あの手この手で彼に復縁を迫ったのだろう。噂で聞いた話もきっとそうだ。ポスターの急なモデル変更のときに、璃々さんの口利きでドリームキーパー事務所が融通を利かせたのも、今度のルパルクのポスターに璃々さんが水着モデルを快諾したのも、そのためかもしれない。

「あっ！」

　ふと思い出して、私はお湯の中で手を打った。

「もしかして、前に私のスマホに誤送信されてきたメッセージって……」

　私の言葉を聞いて、周防さんも思い出したように「あー、それな」と苦々しい顔をした。

「悪い。後で聞いて分かったんだけど、璃々だったんだよ。あの日、芸能事務所関係のフットサルで璃々も試合見に来ててさ。試合の後の飲み会で周りに誤解されそうなほど絡んできたから、俺『彼女と同棲してる』ってみんなに言っちゃったんだよ。その後に俺、スマホ使って自動ロックにならないうちにうっかり席外しちゃってさ。そのときに勝手にいじってたらしい。ほんっと呆れてモノも言えないんだけど……お前には不安な思いさせたな。悪かった」

　確かにあのときは目の前が真っ暗になった。解決したからいいものの、とんだ誤解をさせた璃々さんに腹が立ってくる。

「じゃあ昨日の夜、帰ってこなかったのも？」

　そう質問すると、周防さんは「あんなの脅迫だぜ、まったく……」と呟いて、疲れがぶり返したようにがっくりと項垂れた。

「あいつ、俺がヨリを戻さなくちゃ、ルパルクのモデル降りるって言いだしたんだ。――あ。言っとくけど俺は営業部員として事務所に璃々のモデルを依頼はしたが、あいつ個人には私情を挟んで打診してないからな。璃々がどういう気持ちで引き受けたかは知らねえが、俺は公私混同してない。そこ誤解すんなよ」

　そう念を押されて、私はすかさず心の中で反省した。

　璃々さんがどういうつもりかは分からないけれど、周防さんは仕事に私情は持ち込まない人だ。

　嫉妬心から噂を信じて現状と結びつけて考えてしまっていたことを、猛省する。

「……で、さすがにそんなわがままは駄目だって、俺と璃々のマネージャーの長谷川さんとで説得してたんだよ」

「ひと晩中？」

「そうだよ。パーティーの後、あいつのマンション連れてかれてずっと。で、璃々が『朝までいてくれたら保留にする』って言うから、長谷川さん道連れにしてひと晩中部屋にいたんだよ。嘘だと思うなら長谷川さんに聞いてもいいぞ」

　もはや疑う余地などなかった。今朝の周防さんと璃々さんのやりとりを思い出せば周防さんが言っていることとつじつまが合うし、なにより私のことをこれだけ一生懸命好きでいてくれる彼のことを疑う気持ちなど、私にはもうなかった。

「信じます。周防さんの言うこと。というか……勝手に誤解してごめんなさい」

　身動きの取れない湯船の中で小さく頭を下げると、真剣だった周防さんの顔が安心したように綻んだ。

「あの……あとひとつ、教えてもらってもいいですか？」

　周防さんの気持ちも分かったし誤解も解けたけれど、最後に気になっていたことを思いきって尋ねることにする。

「わ、私なんかのどこがよくて好きになったんですか……？」

　こんなことを思うのは卑屈かもしれないけれど、かつては璃々さんと付き合っていた周防さんが、私みたいな顔もスタイルもよいとは言えない凡人を好きになる理由が見当たらない。

　なんだかいじけたことを聞いてしまったみたいで、私は俯いて顎まで湯船に浸かった。すると。

「そういうとこ」

　そう言って周防さんが私の体を引き寄せ、腕と両足で拘束するように抱きしめてきた。タオルは巻いているとはいえ、ほぼ裸の状態で抱きしめられてしまい私は頭が沸騰しそうになる。

「ほんっとかわいいな、お前は。そういうとこ大好きだよ」

「だ、だから、そういうとこってどういうとこですか!?」

　ギュウギュウと抱きしめてくる腕と脚から逃れようと、私はバシャバシャとしぶきを上げながらもがいた。

「全力でかわいがりたくなるっつうか、三百六十五日かまいたくなるっつうか。かわいがりたいけどいじめて困らせたいような、でも俺以外のやつにいじめられるのは許せないっつうか」

「ぜ、全然分からないです」

「あ、あと、全体的に柔らかいのも大好きだし、見てると肩の力抜けるような顔も好きだな」

　やっぱり意味が分からない。というか褒められてる気がまったくせず、思わず「それ遠回しに非美人って言ってます？」と聞けば、周防さんは「世界一かわいいって言ってるんだよ」と、頬にキスをしてきた。

「肌白くて餅みたいだな。唇も柔らかくてふわふわしてる。垂れ目もかわいい、そそる。鼻も小さくてかわいい。丸いほっぺたもかわいい」

　そんなことを口にしながら、周防さんはチュッチュッとキスを顔中に落としていく。

「くすぐったい……」

「くすぐったがりなのもかわいい」

　ストレートにかわいいを連発されたうえキス攻めにあって、心臓が加速を始めていく。だいぶお湯に浸かっていたせいもあって顔も頭も熱くなってきた。

「の、のぼせてきちゃったんで出てもいいですか」

　腕に力を込めて周防さんの体を押し離すと、「確かに顔真っ赤だな」とわりとすんなり離れてくれた。けれど。

「じゃあシャンプーでもするか」

　そう言って一緒に湯船から立ち上がった彼の姿に違和感を覚えて、私は目を見開いたまま固まった。

　周防さんの腰に巻いたタオルのシルエットが奇妙なことになっている意味を理解し、私は絶叫しそうになったのをこらえて慌てて顔を背けた。

　明後日の方向を向きながら動かなくなってしまった私に気づき、周防さんが「どした？」とシラッと尋ねる。

「な、な、なにもしないって言ったじゃないですかぁ。う、う、嘘つきぃ」

　耳まで赤くなって動揺している私の様子に、周防さんは「ん？」と不思議そうな声を出した後、「ああ、これか？」と納得したように言った。

「まあ、お前と風呂入ってるんだからこうなるわな。仕方ないことだから気にすんな。無理に襲ったりなんかしねえよ。それよりほら、髪洗ってやるから来い」

　そんな特異な状態になっているというのに、周防さんは気にする様子もなくバスタブから出て洗い場で膝立ちになる。そして自分の前に椅子を置くと「ここ座れ」と当然のように命令してきた。

「いやいやいや、もう無理です。周防さんが平気でも私が無理です。もう出ます、出させてください」

　半裸でも恥ずかしくて仕方ないというのに、こんな状態で平気でいられるわけがない。ましてやどうして彼にシャンプーされなくてはならないのか。

　けれど、お風呂場から逃げ出そうとする私の頭に向かって周防さんは容赦なくシャワーを浴びせると、「いいからシャンプーさせろ。お前の髪洗ってみたかったんだよ」などと尊大な命令を下す。

　髪がびしょ濡れになって目が開けられなくなった私は、「ひぇえ」とおののきながら強引に椅子に座らせられる。そしてすぐさまワシワシと髪を洗われた。

「お客様、かゆいところございませんか～」

　シャンプーしながらそんなジョークを飛ばす周防さんの口調は、最高にご機嫌だ。

　さらにトリートメントをし、私の腕と脚まで洗った周防さんは終始愉快そうで。

　さっき彼の言っていた『全力でかわいがりたい』というのは、こういうことなのかとなんとなく理解した。




「あづい……」

「すっかりのぼせたな。ちゃんと水分摂れよ」

　さんざん周防さんに洗われた後もう一度湯船に浸けられた私は、恥ずかしさも相まってすっかりのぼせてしまった。

　真冬だというのに私はパタパタと顔を手で仰ぎ冷えたスポーツドリンクを飲みながら、彼にドライヤーで髪を乾かされている。

　すると、ハンガーにかけておいたスーツのポケットからスマートフォンの通知音が鳴るのが聞こえ、周防さんがいったんドライヤーを切ってそれを見に行った。

　仕事の連絡かなと思ったけれど、メッセージの着信画面を確認する彼の表情がみるみる渋いものに変わっていったのを見て、違うと察した。

「……璃々さん、ですか？」

「ああ。またマンションまで来たらしい。【どうして出ないの？】だって。あいつ、インターフォン鳴らしまくったんじゃないだろうな」

　彼女が再び周防さんのマンションに突撃していたことに、私は密かに肝を冷やす。

　煩わずらわしそうにため息をつく周防さんを見て、私はまだ大きな問題が片づいていないことを改めて感じた。誤解が色々解けたとはいえ、璃々さんの復縁アタックが進行形なことに変わりはないのだ。

「困りましたね……」

　ボソリとそう嘆くと、周防さんはスマートフォンの電源を切ってスーツのポケットに乱暴にそれを突っ込んだ。

「……今は仕事相手だから、なるべく平和的に解決したいと思ってたんだけどな。あんまり聞く耳持たないならこっちも強硬手段とるか」

「え？」

　なんか物騒なことを呟いたような気がして目をしばたたかせていると、周防さんは私のもとへ戻ってきて、「まあ、やるときゃやらないとな」と再びドライヤーのスイッチを入れた。




　翌日の終業後。

「梓希さん」

　会社を出た私は誰かに呼び止められ、足を止めてそちらを振り向いた。

　ニコニコと笑顔で近づいてくるその人物の姿を見て、気まずさから一瞬逃げ出したくなったけれど耐えた。

「こ、小宮山さん……こんばんは」

「こんばんは」

　小宮山さんとは昨日、周防さんの前でキスしたっきりだ。

　あれは結局、惚れ薬が効いてなかったことを証明するための行為だったわけだけど、さすがになんだか顔を合わせづらい。

　そう思って引きつった笑みを無理やり浮かべていると、小宮山さんの方から「昨日はごめんね。いきなりキスしちゃって」と直球で話題に触れられた。

「い、いえ。こちらこそ、あの……力を貸してくださってありがとうございました」

「で、あれからどうだった？」

　キスのことはさておき、協力してくれた彼には話す義務があると思い、私は周防さんと仲直りしたことをかいつまんで話した。

　すると小宮山さんは「そっか、仲直りできたならよかったね」と笑顔で私の頭をポンポンと撫でた後、「僕としてはちょっと残念でもあるけど」と、その手を下ろしながら頬を軽く指で触れていった。

　そのなまめかしい指の動きに、不覚にも胸がドキッとする。

「もし梓希さんが周防さんを見限ったなら、僕が新しい恋人に立候補しようかなと思ってたんだけど。まあ、梓希さんが幸せならそれが一番だよね。よかった、よかった」

「そ……それは、どうも……」

　なんだろう、もしかして私モテ期なんだろうか。

　周防さんだけでなく、小宮山さんにまでこんなことを言われるだなんて。自分では気づいていなかったけれど、私って実は魔性の女だったとか？

　けれどあいにく私の中身は非モテのままなので、小宮山さんのアプローチも華麗にかわせず、顔を赤くしながらドギマギしてしまう。

　そんなぎこちない私に構わず、小宮山さんは笑顔のまま「うーん」と悩ましい素振りをしてから話を続けた。

「実は昨日あれから周防さんすっごく怒っちゃってね。一応謝ったんだけど聞く耳持ってもらえなくてさ。どうしたら彼に許してもらえるかなあと思って、梓希さんに相談に来たんだ」

「はあ……なるほど」

　事情があったとはいえ、人の彼女と目の前でキスしておきながら許してもらいたいとは。小宮山さんってわりとマイペースというかメンタル強いなと感心する。

　なんにせよ発端は私なのだから私が責任を持つしかないと考えたとき、ふとあることが閃ひらめいた。

「だったら――周防さんに力を貸してもらえませんか？」




　その週の土曜日、夜九時。待ち合わせ場所の駐車場にやって来た小宮山さんの姿を見て、周防さんが一瞬顔をしかめた。

「こんばんは、周防さん。この間は失礼なことをしてしまって、申し訳ありませんでした」

　目の前まで来て足を止め頭を下げた小宮山さんに、周防さんも吊り上がりそうになる眉尻を無理やり抑え込んで「いえ。もう気にしてませんから」と笑顔で手を振る。

　どう見てもまだはらわた煮えくり返っているようにしか見えないけれど、小宮山さんはそれを素直に受けとめ、「ああ、よかった」とキラキラとした笑顔を浮かべた。

　もはや私にはこの人が天然なのか計算高いのか、よく分からない。

「それより、今日はご協力ありがとうございます。こんなこと頼んでしまってすみません」

　気を取り直した周防さんがそう言うと、小宮山さんはカメラの入ったバッグを軽く持ち上げて得意そうに言った。

「いいえ。僕、実は大学生だった頃に週刊誌のカメラマンのアシスタントやってたことがあるんですよ。だからスクープ写真の撮り方は熟知してますんで、任せてください」

　小宮山さんのその言葉はなんとも頼もしいけれど、私はこれから起きることを思うと緊張が募り、とても安堵の笑みを浮かべることなどできなかった。

　私たちが今いる場所は都内のとある高級マンション……璃々が住んでいるマンションの裏手にあるコインパーキングだ。

　私たちはこれから、周防さん曰く〝強硬手段〟をとるためにここへ集まった。

　周防さんが人脈を駆使して入手した情報によると、実は璃々さんは毎週土曜日の夜に特定の男性を部屋に呼んでいるらしい。それが恋人なのか、あるいは体だけの関係の人なのかは分からないけれど、周防さんにあれほどしつこく復縁を迫りながらそんな存在がいるなんて。私にはとても信じがたい話だ。

　しかも、その男性は同じ芸能事務所に所属する既婚者の俳優らしい。妻帯者との不倫だなんて、もし世間に知られたら璃々さんの〝清純〟のイメージは地に落ちる。彼女にとって絶対に漏れてはならないトップシークレットであることは確かだった。

　そして私たちはこれからマンションを張り込み、璃々さんと男性の決定的瞬間を写真に収める。

　彼女の弱みを押さえ、周防さんとの復縁を強要しないことを約束させるのだ。

　……本当はこんなパパラッチみたいな真似なんか周防さんも私もしたくない。けれど、ルパルクの降板を盾に復縁を迫ってくるなんて、なりふり構わない璃々さんに対抗するにはこれしかないのだ。

　目には目を、歯には歯を。強硬手段には強硬手段を、だ。

　周防さんがこの作戦を発案したとき、シャッターチャンスを逃さないかだけが心配だったけれど、幸いプロカメラマンの小宮山さんの力を借りることができた。

　小宮山さんも周防さんにお詫びがしたいと言っていたし、お互い利害一致でラッキー……ということにしておこう。

　そんなわけで、にわかパパラッチになった私たちはあらかじめ立てた作戦通り、マンションの出入口が見える植え込みの陰に移動した。

「小宮山さん、ここからで撮れそうですか？」

「うん、大丈夫そう。それにしてもすごいですね、周防さん。ここまでして今をときめく人気シンガーを振るなんて。いっそヨリを戻すって平和的な選択はないんですか？　その方が案外喜ぶ人多かったりして」

「絶対ないです。俺は梓希以外興味ないんで。なんだったら小宮山さん璃々に紹介しましょうか？　あきらめの悪い者同士お似合いですよ」

「あ、あの、ふたりとも寒くないですか？　か、カイロありますよ、カイロ」

　そんなやけに物騒な会話にハラハラしながら待つこと四十分。マンションの前に一台のタクシーが停まり、辺りを窺いながらひと組の男女が降りてきた。

「……来た！」

　男女とも深くニット帽をかぶりそれぞれサングラスとマスクをしているけれど、輪郭や顔の一部からでもそれが璃々と相手の俳優だとすぐ分かった。

　ふたりがタクシーを降りてマンションの共用エントランスに入り、オートロックを解除する一連の流れまで小宮山さんがすべてカメラに収める。

　と同時に周防さんが植え込みから飛び出してエントランスに駆け込み、エレベーターを待っている璃々さんに声をかけた。

「璃々！」

「えっ!?　……遥？」

　いきなり呼びかけられた璃々さんが驚いて警戒しながらも振り返る。そしてそこにいた周防さんを見て、かけていたサングラスを外した。さらに周防さんの後に続いて現れた私とカメラを持った小宮山さんを見つけ、彼女の顔色が一変する。

「な……なんのつもり!?　なにしてんのよあんたたち！」

　叫んで璃々さんと男性は慌てて手で顔を隠すけれど、もう遅い。証拠はすでにカメラの中だ。

「ふざけるな！　データをよこせ！」

　男性が小宮山さんの持っているカメラに手を伸ばそうとするが、彼はそれをたやすくかわし、「これ自動でクラウドに保存されるんで無駄ですよ」とにっこり微笑んだ。

　途端に男性は泣きだしそうな表情になり、「頼む……事務所と家族にだけは……」と震えだした。

「申し訳ないですが、それは璃々次第です。俺は璃々と交渉に来たんで」

　そう言うと周防さんはエレベーターの前から離れ、エントランスに設置してある椅子に座った。璃々さんも渋々といった表情でその後を追う。

　私と小宮山さんは男性を「とりあえずあなたは帰ってください」とマンションから追い払うと、少し離れた場所から周防さんたちの話し合いを見守った。

「どうして俺がこんなことまでしたか、分かるよな？」

　周防さんが威圧的ながらも冷静に話す一方で、璃々さんの方は感情が高ぶっているのが分かる。イライラとした様子で帽子をとり長い髪を何度もかき上げていた。

「信じられない、馬鹿じゃないの？　これが元カノにする仕打ち？　っていうかこのことが明るみに出たら、遥だって困るんじゃないの？　ルパルクの広告、私が降ろされてもいいの？　私が水着になるから話題になるんでしょ？」

　嘲あざけるように笑って責め立てる璃々さんに、周防さんは動じるどころか強く見据えて返す。

「そのときはお前以外のモデルでもっといい広告を作る。それだけだ。お前、俺がそんな覚悟もなくここまで来たと思ってるのか」

　璃々さんはグッと口を噤みしばらく無言で周防さんを睨みつけていたけれど、やがて顔を手で覆って泣きだした。

「私は遥とやり直したかっただけなのに……。遥がいいの。遥がいないと私もう歌えない。私の歌を待ってるファンの子をガッカリさせちゃう……私の歌を生きがいにしてる女の子が日本中にいるのに……みんなごめんね……私もう歌えない……」

　さめざめと泣く彼女を遠くから見ながら、私はなんだかモヤモヤとした気分になる。

　抱える必要のない罪悪感が胸に根づきそうになり思わず眉根を寄せたとき、周防さんが座っていた椅子から立ち上がって言った。

「確かにかわいそうだな、お前のファンは。生きがいにしてるシンガーにそんな薄っぺらい気持ちで歌われて。俺さ、お前のそうところが嫌いだよ。才能さえあれば他人をどれだけ振り回してもいいと思ってる女王様気取りなところが」

　心の底から呆れたように吐かれたその台詞に、璃々さんが顔を上げて怒りのこもった眼差しで周防さんを見上げた。

　周防さんはそれを冷ややかな目で返し、去り際にひと言吐き捨てていく。

「何十万人っているお前のファンに恨まれようと俺は構わねぇよ。何十万人のためのラブソングより、俺は自分の恋人を守る。――話はこれで終わりだ」

　それは圧のこもった声だったのに、私の胸は感激に高鳴った。

　たとえ世界中の人が美人で才能にあふれている璃々さんを選んだとしても、周防さんだけは私を選んでくれたような。そんな気がした。

　何回も自分と璃々さんを比べてしまって傷ついた心が、今はとても温かく感じる。

「うわ、カッコいいね～周防さん。やっぱり女の子ってああいうふうに言われると嬉しい？」

　隣に立つ小宮山さんが冗談めかしながら聞いてきたけれど、私はそれに「はい、すごく」と素直な笑顔で答えた。

　さすがにもう追いかける気はなくなったのか、璃々さんはエントランスを出ていこうとする周防さんを睨んだまま動こうとはしなかった。

「行くぞ」

　エントランスの隅にいた私たちに短く声をかけて、周防さんは外へ出ていく。

　その後についていきながら、私は最後に振り返って見たときに、璃々さんが項垂れて目を拭っていた姿に、少しだけ胸が痛んだ。










星に願いを




　――六月。

　街が夏の色に染まり始めたこの月、我がしののめ広告は大変賑やかになった。

　まずはこの夏の二大ビッグプロジェクト、ルパルクの夏用広告とＳ区の夏祭り広告が揃って無事に流通され、大きな話題を呼んだのだ。

　周防さんの担当したルパルクの広告は、予定通り璃々さんが初の水着姿を披露したことが大きく話題を呼び、例年以上に宣伝効果が見込まれそうとのことだ。

〝強硬手段〟が効いたのか、はたまた周防さんに言われたことで思うところがあったのか、璃々さんがあれから復縁を迫ることはなかった。

　好きだった人に徹底的に拒絶され、仕事に影響が出るほど落ち込んだり怒ったりしていないかと少し心配だったけれど、できあがったポスターの彼女は〝清純〟の殻を脱した大人の女の魅力にあふれていて。

　それを見て私はなんとなく、璃々さんはもう大丈夫だと安心した。

　もうひとつのビッグプロジェクトＳ区の夏祭り広告も、東條さんと小宮山さんという天才のタッグによって大好評を得た。東條さんにとっては独立の、小宮山さんにとってはこれから開く個展の、よい餞はなむけになったのではないかと思う。

　そして同じ月に、東條さんと和花ちゃんは揃ってしののめ広告を退社した。

　ふたりの退職と婚約が公になったときには案の定社内中が激震したし、新事務所と結婚の準備でものすごく忙しそうだったけれど、和花ちゃんも東條さんもとても幸せそうに毎日を過ごしていた。

　私は大親友の和花ちゃんのことも、尊敬する東條さんのことも大好きなので、ふたりにはいつまでも幸せでいてほしいと心から願う。秋に予定している結婚式が今から楽しみだ。

　さて、そんな華々しい話題満載のしののめ広告だけれど、私はといえば――相変わらずの毎日だ。

「椛田、これやり直し。修正案十個、今日中にな」

「きょ、今日中ですか!?　……了解です……！」

　今日も今日とて私はＡＤの三坂さんの修正の嵐にヒィヒィ言いながら、発案し、分析し、描いて直して作って奔走する。

　没になることもコンペに負けることもしょっちゅうだし、努力したって仕事なんかちっとも思い通りにいかない。虚しさでボーゼンとすることも日常茶飯事だけれど、それでも私はこの仕事と会社が好きみたいだ。

　それに。

「椛田。今度のスポーツドリンクのコンペチーム、お前が入れ。ちょっとでかい案件だけど、お前のアオハル系わりと評判いいから大丈夫だろ」

「本当ですか!?　頑張ります！」

　すこーしずつではあるけれど、やってきたことが積み重なって私なりに成長できているような気もする。

　そんなふうにしんどい毎日でも前を向いて進み続けることができるのは、きっと――いつだって彼が私を支え続けてくれるからだ。




『モーニングテレビ、今日の朝占い～！　七月七日の一位は――』

「やった、うお座一位だ。今日はツイてる！」

「げ、しし座は十二位かよ」

　すっかりふたりテレビの前で正座して観るのが日課になった朝占い。

　スピリチュアルは卒業したつもりだけど、占いのチェックだけは彼との一喜一憂が楽しいこともあってやめられない。

「ラッキーアイテムは玉子か。よし、今日の晩飯オムライスにしよ」

「えっ！　今夜って海老フライじゃなかったんですか!?　楽しみにしてたのにぃ」

　情けない声をあげた私に周防さんはプッと噴き出すと、私の両頬をフニフニと手で挟んで言った。

「海老フライごときで泣きそうな顔すんなって。両方作ってやるから安心しろ」

「両方……は嬉しいけどちょっと食べすぎじゃ……」

「俺様が作ってやるんだから文句言わず全部食え」

　周防さんの甘やかしも俺様っぷりも相変わらず健在だ。

　同棲生活も半年以上が経ち、彼が健康管理をしてくれるおかげで私はすこぶる快調な日々を送っている。

　時々は小さなケンカをすることもあるけれど、周防さんは私をかわいがり甘やかすことが大好きなので、同棲生活はラブラブの順風満帆といえよう。

　ただ、同棲とはいっても私たちはいまだに恋人らしい夜を過ごしてはいない。

　そう、つまり……周防さんは律儀に〝結婚までは手を出さない〟という約束を守ってくれているのだ。

　それはそれでとても誠実だとは思うのだけれど……さすがにちょっと寂しいと思う私は、欲求不満なのだろうか？

（こんなこと考えるって、やっぱ私ってドスケ……エッチなのかなあ。っていうか結婚するまでしないって普通なの？）

　洗面所の鏡に自分の顔を映しそんなことを悶もん々もんと考えていると、「早くしろ、梓希。先に行っちゃうぞ」と、玄関から周防さんの呼びかける声がした。

「今行きまーす」

　私は洗面所のライトを消すと慌てて廊下に飛び出し、彼の待つ玄関へと駆けていった。




「海老フライもオムライスもどっちもおいしい～」

「だろ？　残さず食えよ」

　その日の晩ご飯は朝に宣言した通り、海老フライとオムライスのセットだった。

　今日が七夕だからか、オムライスの上にはかわいらしく星形に切られた赤と黄のパプリカまでのっている。

「かわいい～。今日、七夕ですもんね」

　星形のパプリカをスプーンですくい上げて眺めていると、周防さんがオムライスを食べながら「ん」と窓の方を指さした。

　なんだろうと思って視線を向けた窓の外に、小さな笹が飾られてるのが見えた。

「知り合いにもらったから飾ってみた。お前も後で短たん冊ざく書けば」

　今日は周防さんの方が先に帰ってきていたから全然気づかなかった。

　私は目を丸くすると「わあ、すごーい」と言って、ちょっとだけ笹飾りを見てこようと椅子から立ち上がった。

　笹を飾って短冊を吊るすなんて、小学生の頃以来だ。なんだか童心に返ったみたいで胸がワクワクする。

　窓を開けベランダに立つと、曇り気味だった空が晴れていることに気づいた。東京の空で天の川はさすがに見えないけれど、星がチラホラ瞬いているのは見える。

「あはは、周防さん器用～」

　笹には折り紙で作った星や編み飾りも吊るしてあり、意外な手の込みように思わず笑みがこぼれた。すると。

「ん……？」

　一枚だけ飾ってある短冊になにかが糸でくくりつけられているのを見つけて、私は目をとめた。手に取ってみるとそれは周防さんの書いた短冊で――。

【梓希がこれを薬指にはめてくれますように】

　そう書かれた短冊に糸で結びつけられていたのは、ダイヤのきらめくパヴェタイプのリングだった。

　目を真ん丸に見開き驚きに固まっていると、「お、晴れたな。これなら願い事も叶うかな」と、空を見上げながら周防さんもベランダに出てきた。

「……周防さん……こ、これ……」

　短冊と指輪を手にし声を震わせながら振り返る。胸が痛いほど高鳴って、手まで震えだした。

　周防さんははにかんだ笑みを浮かべると、「お前の真似」と照れくさそうに言った。

「ひなたぼっこじゃなくて月光浴だっけ？　それやるとなんか願いが叶いやすくなるんだろ？」

　確かにそうだけど、普通はトレーにのせるものだし、第一ここ月の光が当たってないし、そもそも私スピリチュアルに頼るのやめたのに。

　ツッコミどころはいっぱいあるけれど、私は感激で滲んできた涙を指で拭ってから微笑んで頷く。

「叶いますよ。絶対、百パーセント」

　そう言って指輪ごと短冊を差し出せば、周防さんはそれを受け取り、ほどいた指輪を私の左手の薬指にはめた。

「ちなみにダイヤってどんなパワーがあるんだ？」

「意志を強くするとか心の浄化とか色々あるけど……やっぱり一番は〝永遠の絆きずなを結ぶ〟かな」

「そっか。エンゲージリングにぴったりだな」

　私の指にきらめくリングを通した周防さんは、まっすぐにこちらを見つめて言う。

「健やかなるときも病めるときも、永遠に梓希を愛すると誓う。だから俺と結婚してください」

　ちょっと気の早いようなその台詞に、私はあふれて止まらなくなった涙をこぼしながら「はい」と答える。

　そのまま周防さんの胸に飛び込めば、力いっぱいの包容で受けとめてくれた。

「好きだよ。愛してる。梓希」

「私も。あなたが……遥さんが世界で一番大好きです」

　感激と彼への愛しさのままに呼びかければ、口からは自然と苗字ではなく名前が出た。

　すると周防さんの動きがピタリと止まり、驚きと恥ずかしさと感激を混ぜこぜにした表情で私を見つめた。

「……やっと呼んだ。お前、俺が名前で呼ばれるのどんだけ待ってたことか……」

「え、そうだったんですか？　なんかすみません……」

　私としてはあまり深く考えていなかったのだけれど、密かにそんなことを待ち望まれていたなんて、申し訳ない気分になった。

「やば……これはかなりクる……」

「え？　なんですか？」

「いいから。とりあえずもう一回呼べ」

「……？　は……遥さん」

　なんだかよく分からないけれど命じられるままにもう一度名前を呼べば、周防さんは痛いほど強く私を抱きしめ、キスの雨を顔に降らせた。

　彼らしくないほど余裕を失ったその姿には覚えがある気がする。なんだっけ、私が周防さんに抱かれたいってバレたときだったっけ。

（そういえば、惚れ薬の説明書に『名前を呼んであげるとラブ度がアップ』なんて書いてあったけど……まさかね？）

　インチキだった惚れ薬だったけど、もしかしてちょーっとだけ効果が残ってたりして？なんて考えて、こっそりと苦笑した。

「梓希」

「はい？」

　少しだけ腕の力を緩めた周防さんが、ほんのりと紅潮した顔で言う。

「俺、ここまでかなり忍耐強く待ったし、お義父さんとの約束、〝結婚〟じゃなく〝婚約〟で繰り上げてもアリだと思わないか？」

　――はてさて。神様、お星様、パワーストーン様。私はここでどう決断するのが正しいのでしょうか？

　……なーんて、スピリチュアルには頼らず、私は私の心のままに答えを告げる。

　私の返した言葉に、周防さんは眉尻を下げて「馬鹿」と愛おしそうに笑った。

　夏の夜空に一瞬尾を引いた流れ星が走り抜けたのが、見えた気がした。










番外編　お願いスピリチュアル［ｓｉｄｅ 遥］




「今年の新人、誰がかわいいと思う？」

　とある昼下がりの社内カフェ。クリエイティブ部の同期と営業部の後輩と一緒に昼飯を食っている最中、その話題は始まった。

「うーん、やっぱぶっちぎりで総務の池いけ田ださんですかね。かわいいっつーか美人ですけど」

　後輩の竹たけ下したが意気揚々と答えながら、ランチセットの照り焼きチキンにかぶりつく。そして口の周りを紙ナプキンで拭いながら「昔、読モやってたらしいっすよ」とどうでもいい情報をつけたした。

「あーあの子ね。まあ綺麗は綺麗だけど、〝誘わないでください〟オーラすごくてなあ。俺はもうちょっと親しみやすい子がいいな。マーケ部の鈴すず木きさんとか」

　そう話す同期の横よこ瀬せの口調は、どことなく上から目線だ。ミートソースの上からフォークでチマチマとグリーンピースを弾きながら言う台詞ではないと思うが。

「鈴木さんもかわいいっすね。大学でミスコン出てたらしいっすよ」

「お前どこでそーゆー情報得てくんの？」

　そんなふたりの会話を聞きながら、俺は黙々とチリビーンズとチェダーチーズのサンドイッチを頬張る。

　正直、四月の風物詩みたいなこの手の会話はもう飽きた。

　飲み会なんかで話題に上るのはもちろん、営業先でまで『今年はいい子入った？』なんてスケベ親父から話題を振られる始末だ。

　かわいい女の子が気になるのは男の性さがだけれど、全部署の新人女子社員を気にするほど普通は暇じゃない。むしろ網羅してるやつは、いったい会社になにをしに来てるのかと。

「周防は？　お前面食いだからチェックきびしそー」

　横瀬がしょーもないことを言ってくる。

　四年前にシンガーの璃々と付き合ったせいか、俺は面食いだと周囲に思われているらしい。

　まあ確かに璃々はかなり顔面レベルが高い方だけど、別にそこに惹かれたわけでなく。

　若気の至りとしか言いようがないのだが、あの頃の俺は〝芸能人と付き合ってる自分〟にかなり酔っていたのだと思う。

　まあ俺、自分でもナルシストだと思うし。ってか自分に過剰に自信がなけりゃ営業なんてやってらんねえし。

　それでも今思うとずいぶん恥ずかしいやつだと我ながら呆れるけれど、おかげで璃々にはだいぶ振り回されて痛い目も見たし、正直、芸能人はもういいやっていうか、女はしばらくいいかなって思うくらいには成長した。

　そんなわけで今年の新入社員で誰がかわいいかなんて心底どうでもよかったりするので、俺は付け合わせのポテトを口に運びながら「分かんねー」とテキトーに流す。

　それを聞いた横瀬はやっぱり勘違いしたようで、「お眼鏡に適う子がいないってこと？　うわ、やっぱきびしー」などとひとりで盛り上がっていた。

　俺があんまり乗り気じゃないのを見抜いたのか、竹下が「じゃあ今年は池田さんと鈴木さんのツートップっすかね」とまとめに入ろうとする。

　しかしあまり空気に敏感ではない横瀬が「いや待て。実はもうひとり伏ふく兵へいが」と得意げに語って話題を続けた。

　馬鹿馬鹿しいと思いつつも、もったいつけた横瀬の言い方がおかしくて「なんだよ伏兵って」と、苦笑がこぼれてしまう。

　すると横瀬は前のめりになって鼻の穴を膨らませ、声を潜めて言った。

「うちの新人の椛田って子。地味～に見えて爆乳」

「なんだと」

　俺も竹下も、一瞬真顔になった。

　老いも若きも、チャラ男も非モテも。少なからず胸の話題に反応してしまうのは、男の悲しい性だ。




「あー……なるほど。服でカバーしてるけどグラビア体型っすね」

　横瀬の情報が気になってしまった俺と竹下は、カフェから戻る途中わざとクリエイティブルームの前を通ってその新人とやらをチェックした。

「お前なんでそんな慧けい眼がん持ってんの？」

　謎に女に精通している後輩に感心しながら、俺もさりげなくその新人を目で追う。

　長めのショートボブに丸顔、体型を隠そうとしているのか微妙にやぼったい服装。見た目は地味としか言いようがない。っていうか、『広告会社のデザイナーがそのセンスでいいのか？』とツッコみたくなる。

　けれどもなんというか。

「俺は細い系の子が好きなんでちょっと違うかなーって感じだけど、好きな人は好きな感じっすね」

「俺、その〝好きな人〟に入るかも」

　やけに自分の中の〝男〟の部分を鷲掴まれた気がして、俺は自分の好みのタイプがこーいう女だったのだと、初めて知った。




　それから、椛田梓希との接点はわりかし簡単にできた。

　そりゃそうだ。営業部員とクリエイティブ部員なんだから、仕事してりゃ自然とチームを組むようになる。

　話をするようになり、一緒に仕事をするようになってくると、ますますこいつの地味さというか野暮ったさが分かるようになった。

　いちいちスマートじゃないんだよな。洗練されてないっていうか、一生懸命さが空回りしてるっていうか。

　そんで、背があんま高くなくて、丸顔で、色が白くて、隠してるけど全身ムッチリというかフクフクしてて。

　そういうの全部ひっくるめて、俺は椛田梓希がめちゃくちゃかわいくてかわいくて仕方なくなってきてしまった。

　なんていうか、動物っぽいんだよ。兄弟の中で一匹だけ成長の遅い子猫とか、ドングリ隠すの下手なリスとか、寝てる間に流されちゃうラッコとか。そういう駄目駄目なかわいさが椛田にはある。

　それでいて女としてもかわいい。肌がモチモチで唇がふわふわで髪も体も柔らかそうで、抱きしめて顔中にキスしたくなる。あと笑うとめっちゃかわいい。でも困ってる顔もすごくかわいい。

　あと打てば響く感じがすごくいい。俺がちょっとからかうと百二十パーセントくらいで返ってくる。スルーすることができない。律儀に困ってくれる。

　そんなわけで俺はいつの間にやら椛田梓希をめちゃくちゃ気に入ってしまっていた。




　その後、とどめだったのが八月くらいの頃――。

　クリエイティブ部員が急遽ひとり辞めてしまい、そいつの分の仕事を他の部員で請け負うため、クリエイティブ部がちょっと忙しない時期があった。

　で、自分の担当だけでもいっぱいいっぱいなのに、椛田は投げられたその仕事をいくつか請け負って、キャパオーバーしてぶっ倒れてしまった。

　三日徹夜のうえ、いつからか飯を食うのを忘れていたという。阿呆か。

　さすがに馬鹿だと思った俺は、半日の入院から戻ってきた椛田に「お前、馬鹿だろ」と素直にツッコんだ。

「自分で抱えられる分量ぐらいわきまえろ。無理だと思ったら正直に言って周りのやつに助けてもらえ」

　そう説教した俺に、椛田は涙目で怯えた顔をしながら「でも」といっちょまえに反論してきた。

「他の人に助けてもらったら、今度はその助けてくれた人が倒れちゃうじゃないですか。だったら、どうせ倒れるなら一番役に立たない私の方がいいかと思って……」

　なんで倒れるの前提なんだよ。ふつー倒れねえんだよ。まずは誰も倒れないで仕事することを考えろよ。

　とまあ、ツッコミどころしかないけれど、とりあえず分かったのは。

　こいつは自分が頑張ることで他の誰かが助かるなら、わりと当たり前に頑張ること。

　そういうやつなんだってことを新たに発見して、俺は不覚にもここで完全な恋に落ちてしまった。しかも重度の。

　たわいないことかもしんないけど、これって案外その人間の根っこの部分が見える大事なことだったりする。〝困ってる人を助けたい〟っていう人間として当たり前に持ってるはずの良心を、実は持ってないやつってそこかしこにいるわけで。

　とりあえず椛田梓希の心の根っこは綺麗だなと思ったら、俺はなんかこいつの一番近い人間になりたいってものすごく思うようになってしまった。

　それこそもう、『あ。俺、絶対こいつと結婚しよう』なんて勝手に決心してしまうほどに。




　と、まあ、そんなふうに俺が椛田に惚れている間に、他の男たちもこいつのよさとか隠れ爆乳に気づき始めてしまうという事態が起き始めた。

　これはいかんと思い、早々に彼女を飯にでも誘って自分のものにしようと焦っていた矢先。飲み会で椛田が男に口説かれている場面に遭遇してしまった。

　居酒屋のトイレに向かう通路の隅で、椛田は別の部署の先輩に壁ドンされながら「ふたりで抜けない？」などとベタな誘いを受けていた。

　めっちゃムカついたので邪魔してやろうかなと思ったとき。

「ご、ごめんなさい。嫌です。そういうの無理です」

　椛田はチワワみたいに怯えながらも、ひたすら首を横に振ってきっぱりと誘いを断った。

　苦々しい表情を浮かべながら「そう？　ごめんね」と壁ドンを解除した男を遠目に見つつ、俺は密かにあれが自分じゃなくてよかったーと安堵の息を吐いた。

　危ないところだった。俺もあいつに迫ってたら同じ運命をたどっていた可能性が大きい。

　椛田梓希は男慣れしていない。ガツガツいくとほぼ百パーセント引かれる。しかも押しに弱そうに見えて、きっぱり拒絶する。

　いきなり恋人とか男女の関係を求めるのは悪手だと理解した俺は、密かに周囲をけん制しつつ、まずは椛田にとって〝一番仲のいい異性〟のポジションに収まることにした。

　あとはまあ、打ち解けてくれたら徐々に距離を縮めて……と画策していた俺だったが、自分の口の悪さと少々Ｓっ気のあるやりとりのせいで、椛田の恋愛圏外に出てしまっていたことにやがて気づく。

　……いや、だってさあ！　困らせたくなるんだよ、あいつ！　かわいいから！

　口には出せないけど、俺はあいつへの軽口の後に全部『かわいい』ってつけてるから！

『今日も大福みたいだな（かわいい）』『馬車馬のように働け（めっちゃかわいい）』って感じで！

　……けどそんなのが通じてるわけもなく、あれ？　俺こいつに怖がられてない？って気づいたときには手遅れだった。




　――周防遥。二十九歳。

　恋愛にかかわらず人間関係は常に好調に生きてきたこの俺が、初めて挑む難攻不落の真剣な恋。

　椛田梓希を振り向かせるためならば手段は選ばない。この際祈ってみようか、あいつの好きなスピリチュアルとやらに。

　神様、お星様、大福様。この俺に一生に一度の奇跡を、なんちゃって。

　我ながら滑こっ稽けいなほど必死なこの想いに、果たして恋の神様とやらが微笑む日は来るのだろうか。




【Continue to the story of Azuki……】
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割りきれない１［ｓｉｄｅ 梓希］




　――初めて男の人に抱かれる夜って。

　どんな顔をしてればいいの？　声って出していいの？　くすぐったいとき笑っていいの？

　下着はこれで正解？　太もも太すぎって思われてないかなあ？　私の体、なんか変だったらどうしよう――。




「起きろ、梓希。朝飯できてるぞ」

「んー……」

　椛田梓希、二十五歳。処女を卒業した翌朝は、遥さんのベッドで目覚めた。

「おはよう。目ぇ覚めたか？」

「……おはようございます」

　上体を起こしながら眠い目をこすっているうちに、だんだんと頭が覚醒してきた。

（そうだ。私、昨日ついに――）

　途端にゆうべのことが頭を駆け巡って、起き抜けだというのに心臓が早鐘を打ちだす。おまけに自分が真っ裸だということにも気がついて、一気に顔が熱くなった。

「きゃっ……」

　慌ててタオルケットを胸元まで引き上げた私に、遥さんは「朝からいいもの見せてもらった」とおかしそうに笑う。

「体、大丈夫か？　しんどくないか」

「だ……大丈夫……」

　恥ずかしくて顔を俯かせたままコクコク頷くと、遥さんは優しく私の頭を撫でた。その手つきが愛おしさにあふれていて、やたらと胸がジンとしてしまう。

（なんかすごく幸せ……。体が結ばれるって、すごいことなんだなあ）

　そんなふうにしみじみと初体験の感動を噛みしめていた私は、ベッドに腰掛けている彼がワイシャツにスラックス姿だということに気がついた。髪ももうセットしてあるし、朝の支度はすっかり済んでいるようだ。

「あれ？　もしかして私、すごい寝坊しました？　今何時です？」

　一瞬かなり焦ったものの、遥さんの「まだ八時だよ」の声に安心する。いつも通りの起床時間だ。

　目をパチクリさせていると、遥さんはベッドから立ち上がり、もう一度軽く私の頭を撫でて言った。

「ちょっと急な仕事入っちゃってさ。悪いけど俺、今日は先に出るな。飯は作っといてやったから。お前も遅刻すんなよ」

「え。は、はい。ありがとうございます」

「じゃあ、お先。いってきます」

「いってらっしゃい」

　唇に軽いキスをして部屋を出ていった遥さんをポカンと見送りながら、私はだんだんと首を傾げてしまう。

　急な仕事ならばいつもより早い出勤も仕方ない。そんなこと分かっている。でも。

（もうちょっと……余韻が欲しかったな……）

　そんなことを思ってしまう私は甘ったれだろうか。

　初体験の翌朝は彼の腕枕で目覚め、時間の許す限りベッドで愛を囁き合って、前より近くなった距離で一緒に出勤したかった――なんて、夢見すぎ？

「仕事なんだから仕方ないよね……」

　呟いてそのままコテンと横に倒れながら、シーツに残る遥さんの香りを探す。

　少しだけ疼くように痛いのは、大人になった証の下腹部なのか、寂しい胸なのか。よく分からなかった。




（……夢じゃないよね）

　出勤後。私は会社のトイレで軽くメイクを直した後、チェーンに通した婚約指輪を胸元から取り出して眺めた。

　昨日の夜、遥さんからもらったばかりの婚約指輪。華やかなデザインなので仕事中にはめるのはちょっと照れくさくて、こうしてネックレスとして身につけることにした。

　キラキラと輝く小さなダイヤの連なりはまるで星の河みたいで、昨夜の短冊の感動的なプロポーズを思い出させる。

（ロマンチックなプロポーズに、初体験……なんだかやっぱり夢みたいだけど、夢じゃないんだよね……）

　思わずうっとりと嘆息してしまう。

　今朝は少し寂しかったけれど、昨夜のことは私の中で一生輝く思い出になるに違いない。

（……遥さんに会いたいな）

　思い出すだけで彼のことがこんなに恋しくなるなんて。どうやら私は自分でも思っている以上にロマンチストらしい。いや、ただの色ボケ？

　会いたいなあと思いながらネックレスを胸元にしまってトイレから出ると、願いが神様に通じてしまったのか、クリエイティブルームへ向かう廊下で遥さんの姿を見つけた。

　駆け寄りたいのはやまやまだけれど、遥さんは同僚の人たちとなにか話をしている。

　私は顔がニヤけてしまわないよう気を引きしめながら、冷静を装って廊下を歩いた。

（ここは会社。今は仕事中なんだから、デレデレしない。いつも通り、いつも通り）

　そう自分に言い聞かせるものの――駄目だ。なんだか気持ちがものすごくくすぐったくて、眉尻が下がって頬が上がってしまう。おまけに顔まで熱くなってきた。

　きっと今の私は顔を赤らめながらニヤニヤしていて、傍から見たらさぞかし不気味に違いない。

（うぅ～っ、これが恋……いや、色ボケってやつかぁ。遥さんがすぐそこにいると思うだけで嬉しくてドキドキして甘えたくて仕方ないよぉ）

　自分ではもはや制御できないニヤけた顔を隠そうと、少し俯き加減に遥さんの横を通り過ぎる。それでも彼の顔がどうしても見たくて、通り過ぎる瞬間に横顔をチラリと目で追った。

　すると、遥さんも同じタイミングで視線だけ私の方へ向け、ちょうど目が合ってしまう。

「あ……」

　ただ視線が絡まっただけなのに、心臓が馬鹿みたいに大きく鳴った。

　昨夜ベッドで見た、ライトの灯りを映し込んだ遥さんの瞳が脳裏によぎって、頭が沸騰しそうになる。

　一瞬動きがぎこちなくなる私。

　――ところが、遥さんはそんな私からすぐ視線を逸らすと、何事もなかったように同僚の人たちと歩いていってしまった。

（……ん？）

　数歩ほど進んでいってから私は足を止め振り返って、軽く小首を傾げる。

（なんか……冷たくない？）

　確かに職場でデレデレするのは駄目だけど、でも遥さんならなにかしてくると思ってた。

『顔ゆるんでるぞ』って通りすがりに呟くとか、ぎこちない私を見て小さく笑うとか。あるいは通りすがりにわざと腕を軽くトンってぶつけてくるのも、今までにあった秘密のスキンシップだ。

　目がバッチリ合ったというのに無反応だった事実に、浮かれていた気分がだんだん重く沈んでいく。

（スルーしたくなるほどニヤニヤしてたかな、私。キモかったかな。いやいや、同僚の人と会話してたからノーリアクションだっただけだよね）

　なんだかモヤモヤと広がっていきそうな不安を頭を振って払しょくして、私はブラウスの上からエンゲージリングを握り込むと、背筋を伸ばしてクリエイティブルームへと向かった。




　――初めて恋人とエッチをした翌日。彼氏の態度が突然よそよそしくなったら、彼女はいったいどうすればいいのだろう。

　そんな大事なことを学校では教えてくれなかったことに、私は現代の性教育のふがいなさを感じていた。――そんな午後の昼下がり。

　朝のアチアチでとろけるような甘い気持ちはもはやどこにもない。私は無心で真顔でデザイン案の修正を進めていた。

　朝に廊下ですれ違ったとき感じた不安は杞き憂ゆうではなく、あれからも遥さんはひたすら私をスルーし続けた。

　今日は遥さんも内勤らしく社内で何度か姿を見かけたのだけれど、そのたびに彼は視界から私を外した。

　最初は気のせいだと自分に言い聞かせていたけれど、さすがに同じことが二度三度と続けば気持ちをごまかすこともできなくなっていく。

（なんで？　どうして？　遥さん、明らかに私を避けてる！）

　不安で遥さんに問い詰めたくても、彼は私の姿を見るとさりげなくどこかへ行ってしまう。だからといってメッセージで【なんか機嫌悪いですか？】と尋ねれば、【ぜんぜん】と返ってくる始末だ。

（怒ってるわけじゃないの？　じゃあ……なに？）

　意味が分からず悶々とした思いを抱えながらも黙々と仕事をしていたけれど、やがて言いようのない不安は胸に収まりきらなくなり、私は席を立ってスマートフォンを掴むとひとけのないリフレッシュスペースへと駆け込んだ。

　そして自販機の横のベンチに隠れるように座り、『初体験　失敗？』『初体験　よそよそしい』『初体験　彼の態度』など思いつく限りのキーワードをスマートフォンの検索画面に入力した。

「え、……う……、えぇー……」

　ヒットしたページに並ぶのは、初エッチのときのＮＧ例や、エッチ中に男性がドン引く女性の例。

　それを隅から順に黙読していって、私の額に嫌な汗がじんわり滲み出した。

（『彼女の感じてるときの声がうるさすぎて萎え萎え』……『脱がせたらだらしない体でガッカリ』……『無反応でつまらない』……『あれも嫌これも嫌でイライラする』……『ムダ毛のお手入れが甘くて悲しくなった』……って、ま……まさか）

　必死に頭を働かせ、昨夜の自分のあれこれを事細かに思い出してみる。

　けれど昨夜は緊張して無我夢中だったせいで、自分がどんな声を出してどんな反応だったかなんてよく覚えていない。

（もしかしたら私、恥ずかしくて『嫌』って結構言っちゃってたかもしれない。それでしらけられた……？　それともやっぱり太もも太すぎてガッカリされた？　っていうか……む、ムダ毛のお手入れって……）

　みだしなみとして人並みのお手入れはしているつもりだけど、私の認識が甘くなかったとは言い切れない。そもそも足や腕はいいとして、〝肝心な場所の適切な毛量〟なんて人それぞれじゃないのだろうか。その認識が私と遥さんで大きく異なっていたらアウトだ。

（い……嫌すぎる……。初体験の後にこんな情けない理由で愛想尽かされるなんて……！）

　私はブルブルと震える手でスマートフォンのブラウザを閉じ、すっかり蒼白になった顔を俯かせながら立ち上がった。

「なんだ、椛田。こんなとこにいたのか。さっきの修正案だけど――って、おい？　椛田？」

　廊下で三坂さんに声をかけられたような気がするけれど、私の頭の中は切羽詰まった問題でいっぱいで、「原因……原因……」とブツブツ呟きながら幽霊のようにフラフラとクリエイティブルームへと帰っていった。
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　――男ってのはポンコツな生き物だなと、三十歳にもなって思う。




「周防。お前今日どっか調子悪いのか？」

　ミーティングが終わり、一服しようとリフレッシュスペースでコーヒーを淹れている俺に、同僚の横瀬がそう声をかけてきた。

　抽出の終わったコーヒーマシンからカップを取り出すと、淹れたてのコーヒーの香ばしい湯気がふわりと漂う。

「いや、別に」

　他人に指摘されるほど失態だらけの今日の自分に心の中でため息をつきながらも、察されないように冷静に振る舞って手近な椅子に腰掛けた。

「そうか？　まあ最近暑いからな。忙しいからってあんま無理すんなよ」

　言いながら横瀬はエスプレッソのボタンを押すとそれ以上は特に追及してこなかったので、俺は密かに安堵した。

　――横瀬の言う通り、今日の俺はどうかしている。

　ミーティング中に書類は落とすしペンは落とすし人の話は聞いてないし、あげくには急な来客があって顔を合わせたときに一瞬名前が思い出せなくて言葉に詰まる始末だ。

　この会社に入社して八年。今までこんな失態の連続は一度たりともなかった。

　我ながら仕事にはストイックに臨んでいるというのに、今日の俺は自分で自分が情けない。

　それともいうのもすべては欲情――いや、ここは恋と呼ぼう。恋煩いが原因だ。

　……正直、自分でも驚いている。

　仕事と私生活をきっちり割りきれるのは俺の長所だと思っていたし、私生活での感情を仕事に引きずるやつは社会人として甘ちゃんだとさえ考えていた。

　けれど。割りきれないほどの感情ってもんがあることを、俺は三十歳にもなって知ってしまった。

（やべ……思い出したらまたムラムラしてきた）

　心を落ち着けようと、湯気のたつコーヒーを強引に喉へ流し込む。飲み干すにはまだ熱い液体が胃へ落ちていくと、湧きかけた欲情がややおさまった。

　仕事がおろそかになるほど今日の俺が腑ふ抜ぬけている原因。それは、梓希だ。

　片思いを経て去年の秋から付き合い始め、紆う余よ曲きょく折せつがありながらも早十カ月。

　俺の長い長い本気の恋は昨日、ようやく成就したといってもいい。

　一世一代のプロポーズをし未来の約束を紡いで、俺たちは初めて体を結んだ。

　梓希の親父さんには結婚まで手を出すなと釘を刺されていたけれど、健康な成人男が彼女とひとつ屋根の下で八カ月間も共に暮らし、よく耐えたもんだと我ながら感心する。ちょっとフライングしたけれど、これぐらいは許容範囲だろう。

　で、めでたく初めての夜を迎えたわけだが――困ったことに想像していた百倍くらいよかった。

　俺はもともと梓希にかなり惚れ込んでいると自覚していたけれど、ゆうべは何回惚れ直したか分からない。

　どんなに好き合っていても体の相性がよくないとカップルは冷めるなんて話を聞くけれど逆もまた然りで、ベッドの中で恋人の新しい顔を知ってますます惚れ込むなんてことも世の中にはあるのだ。

　上擦ったかぼそい啼なき声も、潤んで俺を見つめる瞳も、うっすらと桜色に染まった白い肌も、〝くすぐったい〟と〝気持ちいい〟の境目がまだ分からずに恥ずかしそうに身を捩よじる姿も、昂ってくると必死に俺の名前を呼ぶところも、キスするととろけそうな顔になるのも――全部全部、理性なんか一瞬で崩壊するほどかわいかった。正直、愛しい気持ちを超えて感動したくらいだ。

　最高の夜だった。できることならこのままずっと夜が明けず、永遠に梓希を抱いていたいなんてメルヘンなことを願ってしまうほどに。

　けれど。梓希は処女だ。時間をたっぷりかけたこともあって、終わった後に疲労困憊でぐったりしていた彼女に、『あと二回』とおかわりを要求するのはさすがに良心が咎めた。

　その結果、俺は冷めないどころかますます滾たぎる欲求を抱えたまま梓希に腕枕をして、眠れぬ夜を過ごすことになったのだった。

　そんなわけで今日の俺は、朝からずーっとおさまらない情欲を抱えている。

　今朝なんか、このままじゃ寝込みを襲いかねないと危惧してさっさとベッドを離れ、先にひとりで出勤してきてしまった。我ながらいじらしいというかカッコ悪いというか。

　それでも仕事に集中していれば気が紛れるだろうと考えていた俺は甘かった。

　昨夜のことが頭にチラついて全然集中できないどころか、社内で梓希を見かけるたびに俺はもよおしてくる性欲と人知れず戦っているのだから。

（……男って本当クソだな）

　空っぽになったカップを握りしめながら、そっとため息をつく。

　初めて梓希を抱いて彼女のことが心の底から愛おしくて仕方がないというのに、意識がそっちにばかり向いてしまう自分が呆れるほど情けない。

　せっかくプロポーズだってうまくいったんだ、ふたりの輝かしい未来のために仕事だって今まで以上に張り切るつもりだったのが、このざまだ。

　三十にもなってままならない性欲に翻弄されている事態に、自己嫌悪に陥る。

　――ただ。ひとつ言い訳をするならば。

　こんなことは生まれて初めてだということ。すなわちこれは〝誰でもいい〟などという野蛮な性欲ではなく、梓希のことが好きで好きでたまらないことに起因している一途で深い恋心の産物である……と、俺は主張したい。誰にだか分からんけど。

　どちらにしろ、恋心と性欲が切り離せない男って生き物は本当にポンコツだと思うし、プライベートと仕事が割りきれてない俺はもっとクソだってことだ。

　あー早く夜になんねえかな。
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　夜八時。

　今日の業務を終えた私はサクッと帰路に就いた。

　そして家に着くなり着替えもせずに、ノートパソコンを立ち上げる。

　ネットの検索画面を開き震える指で打ち込むのは、『アダルト動画』という恥ずかしいことこの上ないキーワードだ。

　あれから私は考えに考えたのだ。遥さんがそっけなくなった原因が昨夜のベッドにあるのなら、どうやってそれを突きとめるべきかと。

　ゆうべ処女を捨てたばかりの私にエッチ中の自分のなにがＮＧだったかなんて、皆目見当もつかない。ましてやこんな恥ずかしすぎる悩み、友達にだって話せやしない。

　だったら、人と比べてみるしかないのだ。それも百戦錬磨のベテランと。

　そして世の中にはエッチ中の行為を事細かに見せてくれる、親切な映像がある。そう、それがアダルト動画だ。……もちろん、そんな目的で作られていないのは分かっているけれど。今の私にはこの手しかない。アダルト動画で熟練の女優さんの喘あえぎ声やしぐさ、それに体型や毛などを自分と比べて、おかしなところを改善する。我ながら名案だと思えた。けれど――。

「うわっ、なんかいっぱい出てきたけど……。ど、どうすればいいの？」

　想像以上の数のサイトがヒットしたものの、なんだかよく分からない。動画販売サイトのようなものもあれば、個人サイトのようなものもある。そもそもアダルト動画って、どうやって観ればいいんだろう？

「なんかすごい量がありそう。私と同い年くらいで似たような体型の女優さんが出てるのって、どうやって探せばいいのかな」

　初めて足を踏み入れる世界に小首を傾げながら、私は時折ビクビクと辺りを見回す。

　今日は遥さんの帰宅は深夜だ。夜からＣＭの撮影スタジオに行っているので、零時を越えると思う。

　だからこそリビングでノートパソコンを使ってこんなこっぱずかしい作業ができるのだけれど、やっぱりなんだか落ちつかない。部屋にひとりきりだと分かっているのに、ありもしない人目を気にしてキョロキョロしてしまう。

（悩み解決のためとはいえエッチな動画観るなんて、こんなこと誰にも知られたくないよ～）

　羞しゅう恥ち心と問題解決の意欲との間で揺れながら、私は妙な緊張感を持ってタッチパッドを操作し続けた。

　――そうすること、かれこれ十分。

「うーん……有料かあ……」

　私は新たな壁にぶつかっていた。

　動画を見るのだから有料なのは分かっていたけれど、アダルトサイトにクレジットカードの登録をすることに抵抗が沸いていたのだ。

　別にアダルトサイトの会社のセキュリティを疑っているわけではない。これは気持ちの問題だ。やむを得ない事情とはいえカードの履歴にエッチな買い物が残るなんて、女性ならば二の足を踏むのも当然なのではないだろうか。

（まさかカードの明細書に商品名まで載ったりしないよね？　『巨乳ＶＳ絶倫　世紀のナマ対決！』なんて書かれた明細書を万が一にでも遥さんに見られた日には、私生きていけないよ……）

　あれこれ悩みながら私はフラフラとネットの海をさまよう。

　いい加減、アダルトサイトに表示されるサムネイルや広告にもウンザリしてきた。当然なのだけど、右を見ても左を見ても裸だらけだ。

　自分のしていることがだんだん馬鹿らしくなってきたとき、ひとつのバナー広告が目にとまった。

『完全無料　登録不要　動画見放題』

　――普段の私だったら多少の警戒心を抱いたかもしれない。けれど慣れないジャンルに加え辟易してきたところにその広告を見つけ、心が揺れてしまった。

「無料で観られるのもあるんだ……。怪しいかな……でも、怪しそうだったらすぐブラウザバックすればいいし」

　そんな軽い気持ちでバナーをクリックした私は、直後に自分の愚かさを呪う。

　いきなりパソコンから大音量で響いてきたのは、耳障りな警告音。その不快さと驚きに、私は一瞬心臓が止まるかと思ったほどだった。

「えっ!?　なに!?　なに!?」

　開いていたブラウザの前にバン！と現れたのは、こちらの焦燥感を煽あおるような真っ赤なポップアップウィンドウ。そこに黒の太字で『アダルトサイトに登録しました。入会金をお支払いください』とでかでかと書かれていた。

「えぇっ!?　ど、どういうこと!?」

　私の全身から汗がぶわっと噴き出した。無料で登録不要と書かれていたのに、意味が分からない。

　しかももっと戦せん慄りつすることに、その下にはなんと十二万円という法外な額と、『振込期限まであと二十分』というカウントダウンまで記されていたのだ。

「なにこれ!?　こんなの払えないに決まってるよ！　って、どうすればいいの!?」

　私が目を白黒させている間にも警告音がうるさく鳴り響く。そのせいで気持ちが焦り、まともに頭が働かない。

　冷静に考えればこれが詐欺だということも分かるし、音は消せばいいのだと判断もできる。けれど不快な警告音とアダルトサイトを見ていたという後ろめたさのせいで、私はすっかりまともな思考を失ってオロオロするばかりだった。

「どうしよう、これって本当に払わなくちゃいけないの？　支払期限過ぎたら法的処置って書いてあるし……なんなのこれ、もうやだ～！」

　実に人心を掌しょう握あくした嫌な詐欺だと思う。私は心臓をバクバクさせながら半泣きになって、もうパソコンごと窓から放り投げたい衝動に駆られていた。

　――そのとき。

「……なにやってんだ、お前」

「ひぃゃぁああっ!?　は、は、は、遥さんっ……！」

　ふいに後ろから声をかけられて、私は飛び上がりそうなほどびっくりして振り返る。

　そこには深夜に帰宅するはずの遥さんが、リビングの入口で目をパチパチとしばたたかせながら立ってるではないか。

「えっ、えっ？　なんで？　い、いつの間に？」

「いつの間にって、今帰ってきたんだよ。何回もただいまって言ったぞ」

　パソコンの警告音がうるさかったせいか、私がテンパっていたせいか、全っ然気がつかなかった。

「きょ、今日ってＣＭ撮りだから帰り遅いんじゃ……」

「ラジオＣＭだから、そんなにかかんねーよ。……で、お前はなにやってるんだ」

　ただでさえバクバクしていた心臓がさらに加速を始める。もはや私はごまかしようがないほど汗びっしょりだ。

「あの、その、これはその、違うんです」

　言い訳すら思い浮かばず、私はけたたましい音を響かせるパソコンを背に隠そうとする。けれど遥さんはツカツカとこちらへやって来て、私の体をヒョイとどかすとテーブルの上のパソコンを覗き込んだ。

「み、見ちゃだめ！　見ないで！」

「……えぇえ……」

　私の抵抗虚しく、遥さんはモニター画面を見て明らかに困惑した表情を浮かべた。

　それもそうだろう。アダルトサイト登録代請求のポップアップ画面だけでもドン引きものなのに、その後ろには裸の男女がくんずほぐれつしているアダルト動画販売サイトのページが開いたままになっているのだから。

「違うんですー！　これはその、観なくちゃいけない事情があって……とにかく違うんですー！」

　どうしようもなくいたたまれなくなった私は、ゆでダコのように赤くなった顔を両手で覆って叫ぶ。

　初体験の翌日にこっそりひとりでアダルト動画なんか観たあげく、いかがわしいサイトに高額な登録までするなんて。きっと遥さんの目には私はとんでもない変態に映っていることだろう。そう思うと今すぐ自分の存在そのものを消滅させてしまいたくなった。

（き、消えたい……！　もしくは今すぐ宇宙人が地球に襲撃してきてなにもかもうやむやになってしまえばいい……！）

　地球を巻き込む罪悪感も厭いとわないほどの羞恥に襲われて、私は顔を覆ったまま身動きすらとれなくなる。すると。

　なにやらパソコンを操作する気配がして、次の瞬間、あの耳障りな警告音が消えた。

　驚いて振り返った私の目には、呆れと驚きを半々にした表情でパソコンの前に腰を下ろす遥さんの姿が。

「え……、あのポップアップウインドウ、消しちゃったんですか？」

「当たり前だろ。あんなの有名な詐欺だぞ。さっさと消せ」

「……なんだ。よかった……」

　ホーッと大きく安堵の息を吐くと少し冷静になれたけれど、遥さんが開かれたままのブラウザをマジマジと見ながら、「……『厳選アダルト動画』……『ポロリから無修正まで』……『ＳＭ大特集』……お前、すごいサイト見てるな」と呟いたのを聞いて、なにも解決していないのだと我に返った。

「だ、だから！　違うんです！　私は決して不純な気持ちで見てたわけじゃなく……！」

　必死に弁解しようとしたけれど、その先の言葉が出せなくて口を噤む。

　アダルトサイトを見ていたのは興味があったからじゃない。でも……『遥さんがよそよそしくなったから、昨夜の自分のなにがいけなかったかアダルト動画と見比べて検証しようと思ったんです』とも、なんだか気まずくて口には出せない。

「だから……その……仕方なかったっていうか……ええと」

　モゴモゴと言い淀んでいると、遥さんは口元に手を当てニヤッと目を三日月形に細めた。

「隠すな、隠すな。女がエロいことに興味あってもおかしくねーよ。なんなら一緒に観ながら、俺が手取り足取り――」

「ちがーーう!!」

　やっぱり勘違いされ、私は頭をブルブルと振って盛大に否定する。

　けれどそんな私の姿は遥さんの目には照れているようにしか見えないらしく、ニヤニヤとしながら「これ一緒に観ようか？　『初めてのコスプレエッチ』だって。それともこっちの『過激な奥様』の方がいいか？」なんてモニターの画面を指さしている。

　ついに羞恥と惑乱のメーターが振り切れた私は「もー！　違うって言ってるでしょー！」とベソをかきながら、遥さんの体越しに腕を伸ばし、強引にノートパソコンの電源ボタンを押そうとした。

「あっ！　馬鹿！　そんな雑な消し方したらデータ損傷するぞ！」

「わ、わわわ」

　慌てて止めようとした遥さんが私の体を押さえようとして、ふたり揃ってバランスを崩し、そのまま重なるように床に倒れてしまう。

「あたたた……」

「あ、ごめんなさ……」

　彼の体を押し倒す形で上に乗っかってしまっていた私は慌ててどこうとして、やっぱりやめた。その代わりに握りこぶしでポカポカと遥さんの胸を叩く。

「――もうっ！　全部遥さんが悪い！　遥さんのせいなんだから、意地悪しないでよ！」

　感情の堰せきが切れてしまいベソベソしながら責めだした私を、遥さんはただポカンとして見ていた。

「は、遥さんが……っ、遥さんが朝からずっとよそよそしいから……！　私、なにかいけなかったかと思って！　でもこんなこと誰にも相談できないし、だから、だから……アダルト動画と見比べて自分のなにがおかしかったのか調べようと思ったの！　必死なんだから！　一生懸命なんだから笑わないで！」

　堰を切った感情は止められず、結局胸の内を全部ぶちまけてしまった。

　初体験で失敗して冷められただけでなく、ますます引かれるようなことをしてしまい、もう駄目かと心底悲しくなってくる。

　恋愛って難しい。プロポーズされて体を結んでからもこんなにうまくいかないなんて。

　すると。あっけにとられていた遥さんが「……なんだそれ……」と小さく呟いた。そして勢いよく上体を起こすと、彼の腰にまたがった状態のままの私をギュウッと腕に抱きしめた。

　突然の抱擁に驚いた私は彼を責めるのもやめ、なすがままに抱きしめられる。

　遥さんは痛いほど腕に力を込めながら、何度も大きく嘆息して言った。

「……ちょっと待て。駄目だそれは、かわいさが俺の限界を超えてる」

「へ？」

　彼の言葉の意味が分からず、今度は私の方がキョトンとしてしまう。

「なんでそこでアダルト動画って発想になるかな、しかも詐欺に引っかかりそうになってオロオロしてるし。そんでその理由が俺の態度を気にしてって……お前、ほんっと馬鹿だよな。宇宙一の馬鹿だ。俺の予想のはるか斜め上をいく馬鹿だ」

　馬鹿を連呼されたけれど、それが彼にとって『かわいい』と同義であることは、続けて吐き出された「あーすげえ好き」という感嘆の呟きから伝わった。

　そして私は彼のそんな様子にますます驚いて、目をパチクリさせる。

「遥さん……私のこと嫌いになったんじゃないんですか？」

「は？　なんでだよ。嫌いになる要素がどこにあるんだよ」

「だって……だって、今日ずっと私のこと避けて――」

　そこまで言いかけたとき、遥さんがグイッと腰を動かした。彼の下半身をまたいで座っていた私の内腿に硬い感触が押しつけられ、ビクリと体が震える。

「お前が近くにいるとすぐこうなっちまうんだよ。だから会社じゃ避けるしかないだろ。俺だっていっぱいいっぱいなんだよ、覚えとけ」

　すぐには理解できなかったけれど、やがてそれが彼の欲情の証だと理解して一気に頭が熱くなった。

「えっ……、あ、えーと……た、大変でしたね……」

　自分でもよく分からないことを口走りながら、またがっていた遥さんの腰の上からそっと降りようとする。ところがすぐに体を引き寄せられて、阻まれてしまった。

「まあ、お前が気を揉むほど避けてたのは悪かったよ。けど俺がお前を簡単に嫌うと思われてたのは心外だな」

「だって……だって……、どんなに愛し合ってるカップルだって、エッチがうまくいかないと百年の恋も冷めるって記事を読んで……」

「は？　うまくいかなかったの？　え？　俺、昨日なんか失敗したか？」

　そんな会話を交わしながらも、遥さんは私をしっかり抱き寄せ腰を密着させてくる。内腿に当たる硬い感触が気になって仕方がない。

「そ、そうじゃなく……だからその、私が、えっと……」

　さらに赤裸々に悩みを打ち明けるのが恥ずかしくてゴニョゴニョと口ごもると、遥さんはちょっとだけ真剣味を帯びた声で「ちゃんと言え。ひとりで悩んで解決するわけないんだから」と私を諭した。

「だから、あの……わ、私、声とか反応がおかしくて引かれちゃったかな、とか……脱がせたら想像以上におデブで、嫌になられちゃったかなとか……あと、その……け……」

「け？」

「……下の、その、あれが……遥さん的にＮＧだったのかな、って……」

　私の言葉を聞いて、遥さんは一瞬真顔になった。そして眉根を寄せ悩ましい表情を浮かべた後、いきなり「ぶふっ！」と盛大に噴き出して笑った。

　一応、笑ってはいけないと思っているのだろう。口を手で押さえ顔を俯かせているが、こらえきれずに肩が上下に揺れている。

　やっぱり言うんじゃなかったと後悔した私は顔を真っ赤にしながら、無言で再び彼をポカポカと叩いた。

「ごめん、悪い、もう笑わな……くくく」

　必死に抑えようとしながらも、彼の目尻には笑いすぎて涙まで滲んでいる。

　ようやく笑いやむと遥さんは大きく嘆息してから、むくれている私の顔をギュッと胸板に押しつけた。

「お前、ほんっと馬鹿だなあ。俺さ、ゆうべ何回も『かわいい』『綺麗』って言ったはずだぞ。声だとかデブだとか毛だとかに引いてたら、そんなこと言わねーよ。っつうか、たとえ恐竜みたいな喘ぎ声出されようと脱がせたら全身毛むくじゃらだろうと、別に引かねえよ。俺しか知らない梓希の秘密ってだけで、むしろすげえ愛しい」

　そんな丸ごと私を受け入れてくれるような言葉に、ときめきと安心で苦しいほど胸が締めつけられる。

「……遥さん……」

　けれど同時に、勝手に悩んで馬鹿らしい解決方法を試みようとした自分がものすごい阿呆に思えてきた。

「安心したか？」

　背中をポンポンと撫でながら尋ねた彼に、私は胸に押しつけたままの顔を小さく頷かせる。

　すると遥さんはそんな私の頬を手で包んで顔を上げさせ、優しく唇を重ねてから言った。

「じゃあベッド行くか」

「えっ？」

　丸く見開いた目に映るのは、ご機嫌そうに口角を上げて微笑む彼の顔だ。

「もうなにも不安になることないだろ。心置きなく全部俺に委ねろ」

「いや、それはそうですけど……い、今ですか？」

　遥さんは帰宅したときの格好のまんまだ。私だってまだお風呂に入っていない。あまりにも性急ではないだろうか。

　けれど遥さんは私の頬にキスを落としながら、腰をグイグイと押しつけてくる。

「今すぐに決まってんだろ。朝からずーっと我慢してたんだ、もう限界なんだよ」

「でも、でも！」

　彼の胸板を押し離しながら必死に抗うも、抱き寄せる腕に力が入ってあっさり引き戻されてしまう。

「でももへったくれもあるか。お前、存在してるだけで俺を欲情させてるんだよ。だからお前が悪い、拒否権なし」

「は、遥さんのケダモノー！」

「おお、そうだよケダモノだよ。昨日はお前初めてだったから手加減してやったけど、今日は容赦しねえからな。三回は抱く。抱きつぶす。俺はケダモノだからな」

「ひぃい！」

　彼の滾る欲望におののいて腕から抜け出そうとジタバタしているときだった。私のお腹からクゥ～と間の抜けた音が鳴った。

「あ……」

　こんなときに空気を読まない自分のお腹が恥ずかしくて思わず固まっていると、遥さんがクスクスと笑いながら私を腰の上から降ろした。

「こっちは余裕ねえのに、しょーがねえなあお前は」

「す、すみません……」

　赤い顔をして謝る私のおでこに遥さんは軽くキスを落とすと、「そんじゃ、梓希のためにうまいメシでも作るか」と言って、伸びをしながら立ち上がった。

　そして着替えるために部屋を出ようとして、ドアの前で振り返って私に笑いかける。

「お前のそういうとこ、最高にかわいいと思うし大好きだよ」

　その笑顔がなんとも幸せそうなので、私は今さら痛感する。遥さんって本当に私のことが好きなんだな――と。

「そう言ってくれる遥さんが、私も大好きです」

　彼はきっと私がどんな姿を見せようと嫌いになることはない。そう心に染み入ったら、自然と口から出た言葉だった。

　遥さんは驚いたように一瞬目を見開くと、珍しく照れたようにはにかんで「馬鹿」とだけ言った。

　きっと今夜は昨日より甘い夜になる――そんな予感がするのは、昨日よりもっとお互いを知れたから。

　私を好きすぎる彼との婚約生活、二日目。

　長い夜はまだ、始まったばかり。
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　こんにちは、桃城猫緒です。このたびは『俺様上司が甘すぎるケモノに豹変!?～愛の巣から抜け出せません～』をお手に取ってくださり、どうもありがとうございます！

　今回は明るくてハッピーな物語と、とにかくヒロインをデロデロに甘やかすヒーローが書きたくて、このような作品に仕上がりました。梓希と遥のやりとりにクスッとしていただけたり、時々キュンとしていただけたり、読後は明るい気持ちになっていただけたりしたら、大変うれしく思います。

　甘やかし系ヒーローいいですよね！　ご飯作って食べさせたり、体調管理にうるさかったりと、おかん成分が入ってるとなお良しです（笑）。ハイスペックなイケメンがワイシャツの上にエプロンしてご飯よそってくれるとか、全乙女の夢だと思いませんか……？　イケメンおかん最高……っ！

　話変わって余談ですが、作中に出てくる和花ちゃんと東條さん。このふたりは七月に発売されたベリーズ文庫『溺甘アンソロジー３　愛されママ』で書かせていただいた短編の主人公です。ふたりが育児を巡っててんやわんやする物語が載っていますので、もし未読でご興味ありましたら、こちらもぜひご覧くださいませ。

　さて。最後になりましたが今回もお世話になった方々に、この場をお借りしてお礼申し上げたいと思います。

　担当の鶴嶋さま、今回もお世話になりました！　ご多忙な中、色々とご対応くださり本当にありがとうございました！　編集協力の妹尾さま、大変お世話になりました！　細やかなお気遣いに感謝です！

　表紙イラストを描いてくださった藤那トムヲさま、極上のＦカップをどうもありがとうございました……！　遥のドＳ感漂うイケメンっぷりも、梓希の可愛すぎるはわわっぷりも、最高です！　ありがとうございました！

　校正、デザイン、宣伝販売などなど、この本が読者さまの手に届くまでに関わってくださったすべての方に、心からの感謝を申し上げます。

　そして、いつも応援してくださる読者さまと、この本を読んでくださったあなたへ。どうもありがとうございました！
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